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サポート

次の HP OpenView Web サイ ト を参照して ください。

http://www.hp.com/managementsoftware/support ( 英語 )
http://www.hp.com/jp/openview ( 日本語 )

HP OpenView で提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP OpenView ソフト ウェア  サポート  オンラインではセルフソルブ機能を提供しています。 お客様の業務の管理に必

要な対話型の技術支援ツールに素早く 効率的にアクセスいただけます。 サイト のサポート 範囲は次のと おり です。

• マニュアル類の検索

• エンハンス メン ト要求 ( 英語 )

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート  ケースの登録と ト ラ ッキング

• サポート契約の管理

• HP サポートの連絡先の確認

• 利用可能なサービスの確認

• フォーラムへの参加

• ソフ ト ウェア ト レーニングの確認と登録

各種サポートのご利用の際は、 ほとんどの場合、 HP Passport ユーザーと してご登録いただき、 ログインしていた

だく必要があ り ます。 また、 サポート契約も必要です。

アクセス  レベルの詳細は、 次の URL のサイ ト を参照して ください。

http://www.hp.com/managementsoftware/access_level 

HP Passport ID の登録は、 次のサイ トで行う こ とができます。

http://www.managementsoftware.hp.com/passport-registration.html 

日本語マニュアルは、 次の Web サイ トで参照いただけます。

http://www.hp.com/jp/manual
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1 WLS-SPI の概念
Smart Plug-in for BEA WebLogic Server (WLS-SPI) は、 HP OpenView Operations (OVO) のコンソール

から  WebLogic Server を管理できるよ うにするための全機能を搭載した SPI です。 この章では、 そ

の基本的な概念について紹介します。 WLS-SPI のインス トールおよび設定を行う前に、 この章を

お読みください。 以下の ト ピッ クを取り上げます。

• WLS-SPI の紹介

• WLS-SPI の動作の仕組み

• WLS-SPI のコンポーネン ト

WLS-SPI の紹介

WLS-SPI は、 WLS-SPI なしでは OVO で利用できない監視機能を追加します。

Smart Plug-in の統合

WLS-SPI は OVO と共に使用するこ とによ り、 WebLogic Server を使用したシステムの監視および

管理に役立つ集中ツールを提供します。 OVO コンソールから、 オペレータは使い慣れた同じ  HP
OpenView パフォーマンスおよび問題管理プロセスを適用し、 WebLogic Server を使用してシステ

ムを監視するこ とができます。 WLS-SPI のメ ト リ ッ クは自動的に OVO エージェン トに送信され、

警告通知を有効にするこ とができるほか、 レポートおよびグラフにも統合でき、 サーバーの使用
率、可用性、パフォーマンスの傾向を分析するのに役立ちます。WLS-SPI を  HP OpenView Reporter
および HP OpenView Performance Manager ( いずれの製品も別途購入する必要があ り ます ) に統合

する と、 レポート とグラフをよ り柔軟に作成できるだけでなく機能も拡大します。

Smart Plug-in のデータ

WLS-SPI のインス トールが完了する と、 以下の領域を対象とするサーバー関連の主要なメ ト リ ッ

クが多数利用できます。

• サーバーの可用性
• サーバーのパフォーマンス
• メモ リの使用率
• ト ランザクシ ョ ン率
• サーブレッ トの実行時間、 タイムアウ ト 、 要求率
• JDBC の接続状況

• Web アプ リ ケーシ ョ ンの処理

• Java メ ッセージ サービス処理

• ク ラスタ処理
• 予定された WLS アクシ ョ ンの例外数
11



Smart Plug-in の使用とカスタマイズ

WebLogic Server の管理者は、 WLS-SPI テンプレート を変更するこ とによって WebLogic Server の
運用上 も重要なメ ト リ ッ クを選択できます。 テンプレートに含まれる設定によって、 着信デー
タは事前定義済みのルールと照らし合わされて評価され、 その結果、 有益な情報を含むメ ッセー
ジが生成されます。 重要度レベルで色分けされたメ ッセージを調べて、 問題の分析と解決に役立
てるこ とができます。 特定のイベン トやしきい値の違反に対して事前に定義されている修復アク
シ ョ ンが自動的に実行されるか、 またはオペレータによって開始されます。

WLS-SPI の動作の仕組み

WLS-SPI のメ ッセージ生成、 レポート作成、 アクシ ョ ン実行の各機能は、 OVO のテンプレートの

概念を基にしています。 このテンプレート内の設定によって、 WebLogic Server 内のさまざまな条

件が定義されます。 WLS-SPI テンプレート を使用する と、 情報が OVO 管理サーバーに送り返さ

れるため、 この情報を利用して潜在的な問題や現存する問題に予防的に働きかけ、 Web ト ランザ

クシ ョ ン処理に深刻な悪影響が出ないよ うにするこ とができます。

WLS-SPI によるサーバーのパフォーマンスおよび可用性の情報の収集と

解釈の方法

WLS-SPI を設定し、 管理対象ノードに配布する と、 WLS-SPI は配布済みのテンプレート内の設定

に従ってデータを収集します。 このデータは解釈され、 それに基づいてアクシ ョ ンが実行されま
す。 これらのテンプレートは、 キューのスループッ ト率、 キャ ッシュの使用の割合、 タイムアウ
ト率、 平均ト ランザクシ ョ ン時間など、 WebLogic Server 内で発生する条件を定義します。 テンプ

レート内に設定されているデフォルトのしきい値はこれらの条件を監視し、 しきい値を超える と
コンソールにメ ッセージを生成します。
12 第 1 章



WLS-SPI による情報の表示方法

• メ ッセージ ブラウザのメ ッセージ - OVO エージェン ト  ソフ ト ウェアは WebLogic Server のパ

フォーマンスおよび可用性について収集した値を、 その該当領域に関連する監視テンプレー
トの設定に対して比較し、適切なメ ッセージを  OVO コンソールに転送します。 これらのメ ッ

セージは、 OVO メ ッセージ ブラウザでは重要度レベルで色分けされて表示されます。

• 指示 - WLS-SPI プログラムによって生成されたメ ッセージには、 問題を診断し修復するため

の指示が含まれています。 イベン トに対して事前に設定された修復アクシ ョ ンが自動的に実
行されるか、 またはオペレータによって手動で実行されます。

通常はメ ッセージの詳細に指示が表示されますが、この指示は『HP OpenView Smart Plug-in for
BEA WebLogic Server SPI Reference』 マニュアルのメ ト リ ッ クの定義でも参照できます。
WLS-SPI の概念 13



• ASCII テキスト  レポート  - 上記の指示に加え、一部のメ ッ セージでは自動アクショ ン  レポート

も生成さ れます。 こ のレポート には、 特定の WebLogic Server インスタンスの状態が表示さ れ

ます。 レポート が利用できる場合は、 指示と 同じよう に、 [ メ ッ セージ詳細 ] の中の [ 注釈 ] の
領域に表示されます。

HP OpenView Reporter を使用したレポートの生成

WLS-SPI は HP OpenView Reporter と も統合して、 管理用の Web ベースのレポート を生成します。

WLS-SPI には、 レポート  パッケージ内のレポート を生成するための、 Reporter Windows システム

にインス トールできるテンプレートが含まれています。 この製品をインス トールして設定手順を
完了する と、 夜間に生成されたデータを要約して統合した新しいレポートが作成され、 WebLogic
Server が長時間にわたってどのよ うに実行されているかを評価するのに役立ちます。

WLS-SPI レポー ト は WLS-SPI データを使用して、 生成されるレポー ト を少し挙げただけでも、

サーブレッ トの要求率、 ト ランザクシ ョ ンのスループッ ト率、 平均ト ランザクシ ョ ン実行時間な
どを鮮やかに描き出します。

OpenView Performance Manager によるデータのグラフ作成

HP OpenView Performance Manager (OVPM) で WLS-SPI を使用すると 、WLS-SPI の収集したメ ト リ ッ

ク値を示すグラフを作成できます (WLSSPI Admin → View Graphs アプリ ケーショ ンを使用して )。
OVPM では、多く の WLS-SPI 警告通知メ ッ セージで [ アクシ ョ ン起動 ] ボタンを押すこ と によって、

WLS-SPI のデータをグラフで表示できます。 このボタンは、 メ ッ セージ  ブラウザにも メ ッ セージ

の詳細にもあり ます ( 詳細を表示するには、 メ ッ セージをダブルク リ ッ クするか、 [ 詳細 ...] ボタン

を選択します )。 このアクショ ンにより  Web ブラウザが起動され、そのメ ッ セージを生成したメ ト

リ ッ ク 、 およびそれと 関連するその他のメ ト リ ッ クの値を示すグラフを選択できます。
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WLS-SPI によって収集されたメ ト リ ッ クはグラフ化できます。 値を表示して ト レンドの分析に使

用できます。

カスタマイズ

WLS-SPI テンプレートはカスタマイズせずに使用するこ と も、 必要に応じて変更するこ と もでき

ます。 少しの変更と大きなカスタマイズを以下に示します。

• デフォルト  テンプレート の変更 - テンプレート の中で、以下のデフォルト 設定を変更できます。

a 収集間隔
b しきい値
c メ ッセージ テキス ト

d 期間
e 条件の重要度レベル
f 条件に割り当てられたアクシ ョ ン ( 自動またはオペレータによる )

• カスタム  テンプレート  グループの作成 - デフォルト  テンプレート を出発点と してカスタム

テンプレート  グループを作成します。詳細は、第 4 章、「WLS-SPI の使用方法とカスタマイズ

方法」 を参照して ください。

• カスタム  メ ト リ ッ ク  - ユーザー独自のメ ト リ ッ クやユーザー定義メ ト リ ッ ク  (UDM) を定義

するための強力な機能を使用して、WLS-SPI の監視機能を拡張できます。UDM の詳細につい

ては、 『HP OpenView Smart Plug-in User Defined Metrics User Guide』 を参照して ください。
WLS-SPI の概念 15



コンポーネン ト

WLS-SPI のコンポーネン トには、 データを メ ッセージ、 注釈、 メ ト リ ッ ク  レポートの形式で設定
および受信するためのアプリ ケーシ ョ ン  ( レポート を含む ) とテンプレートがあ り ます。これらの
メ ッセージ ( メ ッセージ ブラウザに表示 )、注釈 ( メ ッセージ プロパティを通じて使用可能 ) およ
びメ ト リ ッ ク  レポート  ( アプ リ ケーシ ョ ンまたはメ ッセージの詳細を通じて使用可能 ) は、 特定
の管理対象ノード上で実行中のサーバーの現在の状態についての情報を提供します。

WLS-SPI 設定アプリ ケーシ ョ ンを使用して、特定の管理対象ノード上の指定されたサーバー イン
スタンスへの管理サーバーの接続を設定できます。 接続の設定完了後、 ノードにテンプレート を
割り当てるこ とができます。 管理対象ノードで OVO エージェン ト  ソフ ト ウェアが実行されてい
れば、WLS-SPI のレポート  アプ リ ケーシ ョ ンを使用してメ ト リ ッ ク  レポート を生成できます。 さ
らに、 WLS-SPI のデータを示すグラフも生成できます ( メ ッセージ プロパティを通じて )。

 アプリケーシ ョ ン

WLS-SPI アプ リ ケーシ ョ ンには、 設定、 ト ラブルシューティング、 レポート生成ユーティ リ ティ
があ り ます。 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウでは、 WLS-SPI アプリ ケーシ ョ ンは、 WLSSPI
Admin、 WebLogic、 WLSSPI Reports の 3 つのカテゴ リに分類されます。

WASSPI-UDM-BUILDER ソフ ト ウェア バンドルをインス トールする と、 JMX Metric Builder アプ
リ ケーシ ョ ン グループで追加のアプリ ケーシ ョ ンが使用できます。

WLSSPI Admin アプリケーシ ョ ン

WLSSPI Admin アプ リ ケーシ ョ ンでは、 WLS-SPI の設定、 制御およびト ラブルシューティングが
行えます。 これらのアプ リ ケーシ ョ ンでは 「root」 ユーザー権限が必要であるため、 このグループ
は OVO 管理者に割り当てるこ とをお勧めします。

このグループには以下のアプリ ケーシ ョ ンがあ り ます (各アプリ ケーシ ョ ンについての詳細は、付

録 C 「アプ リ ケーシ ョ ン」 を参照して ください )。

• Config WLSSPI - 設定エディ タを起動し、 WLS-SPI の設定を管理します。

• Discovery - 検出に必要な基本的な設定プロパティを設定します。
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• Init Non-Root - UNIX 管理対象ノードで非 root HTTPS エージェン ト を簡単に設定できるよ う
にします (OVO 8.x のみ )。 UNIX 管理対象ノードでの非 root HTTPS エージェン トの設定に必
要な手順については、 48 ページの 「UNIX 管理対象ノードでの非 root HTTPS エージェン トの
設定 (OVO 8.x のみ )」 を参照して ください。

• Self-Healing Info - HP のサポート担当者に送信されるデータを収集します。

• Start/Stop Monitoring - 管理対象ノード上の 1 つのアプリ ケーシ ョ ン サーバーまたはすべての
アプリ ケーシ ョ ン サーバーのメ ト リ ッ クの収集を、 開始または停止します。

• 監視機能が開始されているか、停止されているかを判定するには、Verify アプ リ ケーシ ョ ンを
実行します。 デフォルトでは、 監視機能は有効になっています。

• Start/Stop Tracing - メ ト リ ッ クのファ イルへの収集の ト レース記録を開始または停止します。
このアプ リ ケーシ ョ ンは、 HP のサポート担当者に指示された場合のみ実行するよ うにして く
ださい。

• Verify - WLS-SPI がサーバーまたは管理対象ノード上に正し く インス トールされているかど う
かを確認します。

• View Error File - WLS-SPI エラー ログ ファ イルの内容を表示します。

• View Graphs - Web ブラウザの OpenView Performance Manager に WLS-SPI メ ト リ ッ ク  データ
を表示します ( 追加の設定が必要です。 詳細は、 33 ページの 「タスク  1: 管理サーバーを設定
して Web ブラウザを起動する」 を参照して ください )。

WebLogic アプリケーシ ョ ン

このグループのアプリ ケーショ ンは、 WebLogic Server の諸機能への便利なアクセスを提供します。

WebLogic アプリ ケーシ ョ ンを開くには、 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで [WLSSPI] → 
[WebLogic] の順にダブルク リ ッ ク します。

このグループには以下のアプリ ケーシ ョ ンがあ り ます。

• Check WebLogic - WebLogic Server の対話型のステータス  チェッ クを実行します。
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• Start WLS Console - Web ブラウザを起動し、 WebLogic Server Admin Console を表示します 
( 設定が必要 )。

• Start WebLogic - OpenView Operations ユーザーによる  WebLogic Server の起動を可能にします
( 設定が必要 )。

• Stop WebLogic - OpenView Operations ユーザーによる  WebLogic Server の停止を可能にします
( 設定が必要 )。

• View Applications - WebLogic のド メ イン設定、 ク ラスタ情報、 物理コンピュータをユーザー
が参照できるよ うにします。

• View WebLogic Log - ユーザーが指定した WebLogic Server のログファ イル全体を参照できる
よ うにします。

• View WebLogic Servers - WebLogic Server インスタンスに配布されている全アプリ ケーシ ョ ン
の名前とバージ ョ ンをユーザーが参照できるよ うにします。

WLS-SPI のレポート

サーバーの WebLogic の状態に関する情報を表示します。 これらのレポートは、 レポート  アプ リ
ケーシ ョ ンのレポー ト に管理対象ノード を ド ラ ッグする こ とによって手動で生成します。 各レ
ポー トはメ ト リ ッ クに関連する管理対象ノード上に設定されているすべてのサーバー インスタ
ンスの状態を表します。

WLS-SLI 登録アプリケーシ ョ ンのレポート : [登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウでレポートに管
理対象ノードをド ラ ッグするこ とによって、 そのノードのすべてのサーバーに関するレポート を
生成できます。

警告通知から生成された登録アプリケーシ ョ ンのレポート

WLSSPI レポートは、 警告通知条件によっても生成されます。 そのよ う な状況が発生する と、 レ
ポートは自動的に生成されます。 このレポートはコンテキス トに基づいており、 管理対象ノード
上の 1 つのサーバーにのみ関連しています。 レポートはメ ッセージの [ 注釈 ] の中にあ り ます。
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S 列を表示するよ うにメ ッセージ ブラウザを設定した場合、S 列 ( メ ッセージに隣接 ) の下にフラ
グが付いている場合は、レポートが正常に生成され、 メ ッセージの [ 注釈 ] で待機中であるこ とを
示します。

JMX Metric Builder アプリケーシ ョ ン

WASSPI-UDM-Bldr ソフ ト ウェア バンドルをインス トールする と、 以下のアプ リ ケーシ ョ ンがイ
ンス トールされます ( これらのアプ リ ケーシ ョ ンおよび WASSPI-UDM-Bldr ソフ ト ウェア バンド
ルのインス ト ール方法の詳細については、 『HP OpenView Smart Plug-in User Defined Metrics User
Guide』 を参照して ください )。

• Deploy UDM - UDM ファ イルを配布します。

• Gather MBean Data - JMX Metric Builder で使用する  MBean 情報を収集します。

• JMX Metric Builder - UDM を作成し、MBeans を表示するのに使用する  JMX Metric Builder アプ
リ ケーシ ョ ンを起動します。

• Trace JMB - ト レース機能を有効にして JMX Metric Builder アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

• UDM Graph Enable/Disable - UDM グラフ用のデータの収集を開始または停止します。 また、
OVO サブエージェン トの開始または停止も行います。

テンプレート  グループとテンプレート

WLS-SPI のテンプレート  グループには、 さまざまな OVO テンプレート を編成する方法が用意さ

れています。

主要な SPI for WebLogic Server テンプレート  グループには、 以下のテンプレート  グループと個々

のテンプレートがあ り ます。

• WLSSPI-Logfiles - ログ ファ イル別のメ ッセージと、 WebLogic Server ログ ファ イルおよび

WLS-SPI ログ ファ イルの両方で検出されたエラー テキス ト を生成するテンプレー ト が含ま

れます。 これらのログ ファ イルから取り込まれた情報には、 WebLogic Server または WLS-SPI
の操作中に発生したエラーや WebLogic Server 設定の変更が含まれます。

• WLSSPI-Metrics - パフォーマンス  レベルおよび WebLogic Server の可用性を監視する メ ト

リ ッ ク  テンプレートが含まれます。

各メ ト リ ッ ク  テンプレートは、 監視対象のメ ト リ ッ ク、 しきい値を超えた場合に OVO メ ッ

セージ ブラウザに送信される メ ッセージ テキス ト 、 実行するアクシ ョ ン、 および表示される

指示についてのしきい値の条件を決定します。
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• WLSSPI-Monitors - メ ト リ ッ ク  テンプレートの収集間隔を指定するコレク タ  テンプレートが

含まれます。 各コレク タ  テンプレー ト の名前には、 収集間隔が含まれています。 たとえば、

テンプレート  WLSSPI-81-1h の収集間隔は 1 時間です (1h は 1 時間を表しています )。 各コレ

ク タテンプレートには、 5 分、 15 分、 1 時間のいずれかの収集間隔が指定されています。

コレク タテンプレート を開く と、 指定された間隔に収集される メ ト リ ッ クが リ ス ト されてい
ます ( メ ト リ ッ クはコレク タ / アナライザ用コマンド wasspi_wls_ca の -m オプシ ョ ンの後

に番号で指定されます )。

各コレク タ  テンプレートは、 いつどのよ うな メ ト リ ッ クを収集するかを制御します。 具体的

には、 コレク タ  テンプレートは以下を実行します。

— 各収集間隔でコレク タ / アナライザを実行する

— どのメ ト リ ッ クを収集するかを指定する

• WLSSPI-Messages - OVO メ ッセージ ブラウザの WLS-SPI メ ッセージを遮断するのに使用さ

れる単一のテンプレート。

• WLSSPI-Discovery - OVO 管理サーバーおよび管理対象ノードの設定を更新する単一のテンプ

レート。

上の メ ッセージ ブラ ウザでは、 テンプレー ト によって生成された 後の 3 つのメ ッセージは

WebLogic および WLSSPI メ ッセージ グループに属しており  ([MsgGroup] とい う タ イ トルの列を

参照 )、 それぞれどこで生成されたかを示しています。 WebLogic メ ッセージは WebLogic Server で
発生している状態を示しており、 WLSSPI メ ッセージは WLS-SPI で発生している状態を示してい

ます。
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2 WLS-SPI のインストール、 削除、 および

アップグレード
こ の章では、 OpenView Operations 用に Smart Plug-in for BEA WebLogic Server (WLS-SPI) のコ ン

ポーネン ト をインス トール、 削除、 およびアップグレードする方法について説明します。

以降のセクシ ョ ンでは、 次の手順について説明します。

• WLS-SPI のインス トール方法

• WLS-SPI の削除方法

• 以前のバージ ョ ンからアップグレードする方法

WLS-SPI のインストール方法

OpenView Operations (OVO) 管理サーバーおよび検出パッケージは、WLS-SPI をインス トールする

前にインス トールする必要があ り ます。 WLS-SPI のインス トールを始める前に OVO セッシ ョ ン

を停止する必要はあ り ません。

検出パッケージと  WLS-SPI は 「HP OpenView Smart Plug-ins for OVO/UNIX」 の CD に収録されて

います。

ソフ ト ウェア要件の詳しいリ ス トは、 『Smart Plug-in for BEA WebLogic Server Release Notes』 を参

照して ください。

HP-UX 11.0 管理サーバーの場合、 次のよ うに入力します。

swinstall -s /cdrom/OV_DEPOT/11.0HPUX.sdtape WLSSPI

Solaris 管理サーバーの場合、 次のよ うに入力します。

swinstall -s /cdrom/OV_DEPOT/SOLARIS.sdtape WLSSPI

以降の手順では、 swinstall のコマンド 行の使用法について説明します。 HP-UX システムではグラ

フィ カル ユーザー インタフェース  (GUI) も使用できますが、GUI 方式はサポート されていません。

I

UDM を作成する予定がある場合は、WASSPI-UDM-Bldr ソフ ト ウェア バンドルもインス トールし

て く ださい。 このソ フ ト ウ ェア バン ドルの詳細については、 『HP OpenView Smart Plug-in User
Defined Metrics User Guide』 を参照して ください。
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WLS-SPI のバンドルとファイルセッ ト

前のセクシ ョ ンの swinstall コマンドは、すべての管理対象ノード  プラ ッ ト フォーム用のファイル
セッ ト をインス トールします。 1 つのプラ ッ ト フォームだけで管理対象ノードが実行されている
場合、 そのプラ ッ ト フォームだけに必要なファ イルセッ ト をインス トールするこ とをお勧めしま
す。 swinstall コマンドで 「WLSSPI」 を指定する代わりに、 以下のバンドル名を  1 つまたは複数指
定できます。

WLS-SPI の削除方法

WLS-SPI を完全に削除する と、 すべての WLS-SPI コンポーネン トが削除されます。

以下のタスクをこの通りの順序で実行します。

• タスク  1: 管理サーバーから  WLS-SPI ソフ ト ウェアを削除する

• タスク  2 : ノード  グループおよび管理対象ノードから  WLS-SPI ソフ ト ウェアを削除する

• タスク  3 : WLS-SPI テンプレートおよびテンプレート  グループを削除する

• タスク  4 : WLS-SPI アプ リ ケーシ ョ ンを削除する

• タスク  5 : WLS-SPI メ ッセージおよびノード  グループを削除する

• タスク  6 : WLS-SPI ディ レク ト リ を削除する

• タスク  7 : レポート  パッケージを削除する  ( オプシ ョ ン )

• タスク  8: グラフ作成パッケージを削除する  ( オプシ ョ ン )

タスク  1: 管理サーバーから  WLS-SPI ソフ トウェアを削除する

1 ターミナル ウ ィ ンド ウを開き、 root と してログオンします。

2 ターミナル ウ ィ ンド ウで、 以下のいずれかを入力します。
/usr/sbin/swremove WLSSPI または
/usr/sbin/swremove SPIWebLogicAll

ファイルセッ ト バンドル名 説明

SPIWebLogicHPUX WLSSPI-CORE
WLSSPI-HPUX

HP-UX 上で実行中の管理対象ノードに必要な
ファイルセッ ト

SPIWebLogicLXx86 WLSSPI-CORE
WLSSPI-LXx86

Linux 上で実行中の管理対象ノードに必要な
ファイルセッ ト

SPIWebLogicSOL WLSSPI-CORE
WLSSPI-SOL

Solaris 上で実行中の管理対象ノードに必要な
ファイルセッ ト

SPIWebLogicNT WLSSPI-CORE
WLSSPI-NT

Windows 上で実行中の管理対象ノードに必要な
ファイルセッ ト

SPIWebLogicAll WLSSPI-CORE
WLSSPI-HPUX
WLSSPI-LXx86
WLSSPI-SOL
WLSSPI-NT

HP-UX、 Linux、 Solaris、 および Windows 上で
実行中の管理対象ノードに必要なファイル
セッ ト
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swremove コマンド は、ファ イルシステムからのみファ イルを削除します。 WLS-SPI テンプ

レート がまだ OVO データ  リ ポジト リ に残っているため、 手動で削除する必要があり ます。

テンプレート を削除する前に、 WLS-SPI テンプレート ( および WLS-SPI ソ フト ウェア )
は管理対象ノ ード への指定を解除しておく 必要があり ます。

3 /opt/OV/wasspi/wls/bin/ ディ レク ト リに SPI ファ イルがある場合は削除します。 次の
コマンドを入力します。
cd /opt/OV/wasspi/wls/bin
find . -name “wasspi_wls*” -exec rm {} \;

これで、 /opt/OV/wasspi/wls/bin の配下にあるすべてのディ レク ト リの wasspi_wls
で始まるすべてのファイルが削除されます。

タスク  2 : ノード  グループおよび管理対象ノードから  
WLS-SPI ソフ トウェアを削除する

1 [ 登録ノード ] を開き、 [ アクシ ョ ン ] メニューから  [ エージェン ト ] → [ テンプレートの指定 ] を
選択します。

2 WebLogic ノード  グループと  WebLogic テンプレートが指定されているすべての管理対象ノー
ドを選択します。

3 [ ノード / グループの削除 ] ボタンを押します。

4 [ 登録ノード  グループ ] を開き、 WebLogic ノード  グループを選択します。

5 [ アクシ ョ ン ] メニューから  [ ソフ トウェアと設定のインストール / 更新 ] を選択し、 以下の
チェッ クボッ クスをオンにします。

• [ テンプレート ]
• [ アクシ ョ ン ]
• [ モニタ ]
• [ コマンド ]

6 [ ノード ・ リス ト中のノード ] オプシ ョ ン ボタンを選択します。

7 [ 強制アップデート ] オプシ ョ ン  ボタンを選択します。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 管理対象ノードからテンプレート、 アクシ ョ ン、 コマンド、 モニタを
削除します。 メ ッセージ ブラウザに次のメ ッセージが表示されます。

次の設定情報は正常に分配されました。 テンプレート  アクション コマンド  モニタ

タスク  3 : WLS-SPI テンプレートおよびテンプレート  グループを削除する

SPI for WebLogic Server テンプレート  グループから始めて、すべてのテンプレート とテンプレート
グループを削除します。 これらのテンプレートおよびテンプレート  グループを削除したら、 SPI
for WebLogic Server テンプレート  グループ自体を削除します。

1 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウを開き、 [SPI for WebLogic Server] テンプ
レート  グループをダブルク リ ッ ク します。

2 [Shift] キーを押しながらクリ ッ クして、SPI for WebLogic Server テンプレート  グループのすべ
てのテンプレート とテンプレート  グループを選択します。

3 [ 全てから削除 ...] ボタンをク リ ッ ク します。

4 次のメ ッセージが表示されたら  [ はい ] を選択します。

テンプレートを削除します。 いいですか ?
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5 追加の WLS-SPI テンプレートやテンプレート  グループが SPI for WebLogic Server テンプレー
ト  グループに入っている場合は、 SPI for WebLogic Server テンプレー ト  グループからすべて
の WLS-SPI テンプレートおよびテンプレート  グループを削除するまで、ステップ 2 ～ 4 を繰
り返します。

6 1 つ上のレベルに進んで、 SPI for WebLogic Server テンプレート  グループを削除します。

タスク  4 : WLS-SPI アプリケーシ ョ ンを削除する

テンプレート とは異な り、 アプ リ ケーシ ョ ンは 1 ステップですべて削除できます。

1 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] を開きます。

2 WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ン グループを右ク リ ッ ク し、 [ 削除 ] を選択します。

3 次のメ ッセージが表示されたら  [ はい ] をク リ ッ ク します。

アプリケーションまたはアプリケーション グループを削除します。 いいですか ?

タスク  5 : WLS-SPI メ ッセージおよびノード  グループを削除する

1 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューから  [ 登録メ ッセージ グループ ] を選択します。

2 [ 登録メ ッセージ グループ ] ウ ィンド ウで [WLSSPI] グループを右ク リ ッ ク し、 [ 削除 ] を選
択します。

3 [WebLogic] グループについても この操作を繰り返します。

4 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューから  [ 登録ノード  グループ ] を選択します。

5 [ 登録ノード  グループ ] ウ ィ ンド ウで、 WLS-SPI および WebLogic Server グループを右ク リ ッ
ク し、 [ 削除 ] を選択します。

タスク  6 : WLS-SPI ディ レク ト リを削除する

1 コマンド行から、 次のよ うに入力して WLS-SPI ディ レク ト リ を削除します。
 rm -rf /var/opt/OV/wasspi/wls

タスク  7 : レポート  パッケージを削除する ( オプシ ョ ン )

WLS-SPI レポート  パッケージを  (Reporter を実行する  Windows システムに ) インス トールしてい
た場合は削除します。

1 Reporter を実行する  Windows システムで、 [ コン ト ロール パネル ] から  [ アプリケーシ ョ ンの
追加と削除 ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

2 WLS-SPI レポート  パッケージを強調表示し、 [ 削除 ] を選択します。

タスク  8: グラフ作成パッケージを削除する ( オプシ ョ ン )

WLS-SPI グラフ作成パッケージを  (OVO 管理サーバーおよび OVPM を実行するシステムに ) イン
ス トールしていた場合は削除します。

他の OVO テンプレート  グループに属するテンプレート  (WLS-SPI のデフォルト  テンプレートの

コピー ) をカスタマイズしている場合、 そのテンプレート も削除する必要があ り ます。
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OVO 管理サーバー上で、 以下のコマンドを実行します。

/usr/sbin/swremove WLSSPI-GRAPHS

OVPM を実行している  Windows システムで、 以下の手順を実行します。

1 [ コン ト ロール パネル ] から  [ アプリケーシ ョ ンの追加と削除 ] アイコンをダブルク リ ッ ク し
ます。

2 WLS-SPI グラフ作成パッケージ (HP OpenView SPI for WebLogic Server - Graphing 
Component Integration) を強調表示し、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

OVPM を実行している、 OVO 管理サーバー以外の HP-UX システムで、 以下の手順を実行します
(OVPM が OVO 管理サーバーにインス トールされている場合、ファ イルは 22 ページの 「タスク  1:
管理サーバーから  WLS-SPI ソフ ト ウェアを削除する」 で削除されます )。

1 グラフ作成パッケージがインス トールされているこ とを確認します。
swlist | grep WLSSPI-GRAPHS と入力します。

2 swremove WLSSPI-GRAPHS と入力します。

OVPM を実行している、 OVO 管理サーバー以外の Solaris システムで、 以下の手順を実行します
(OVPM が OVO 管理サーバーにインス トールされている場合、ファ イルは 22 ページの 「タスク  1:
管理サーバーから  WLS-SPI ソフ ト ウェアを削除する」 で削除されます )。

1 グラフ作成パッケージがインス トールされているこ とを確認します。
/usr/bin/pkginfo HPOvSpiWlsGc と入力します。

2 /usr/sbin/pkgrm HPOvSpiWlsGc と入力します。

以前のバージ ョ ンからアップグレードする方法

以前のバージ ョ ンからアップグレード しても、 設定エン ト リはすべて保存されます。

WLS-SPI をアップグレードするには、 以下の手順を実行します。

• タスク  1: 管理サーバーから  WLS-SPI ソフ ト ウェアを削除する

• タスク  2: WLS-SPI テンプレート を削除する

• タスク  3: WLS-SPI アプリ ケーシ ョ ンを削除する

• タスク  4: 管理サーバーをアップグレードする

• タスク  5: opc_adm のオペレータ作業範囲を割り当てる

• タスク  6: テンプレート を割り当てる

• タスク  7: テンプレート を分配する

• タスク  8: テンプレート をカスタマイズする

• タスク  9: 新しいノード  グループにノードを移動する

• タスク  10: ノード  グループを削除する

• タスク  11: アクシ ョ ン、 モニター、 コマンド、 およびテンプレートの分配

• タスク  12: Discovery アプリ ケーシ ョ ンを実行する

• タスク  13: 新しいレポート  パッケージをインス トールする  ( オプシ ョ ン )

• タスク  14: 新しいグラフ作成パッケージをインス トールする  ( オプシ ョ ン )
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タスク  1: 管理サーバーから  WLS-SPI ソフ トウェアを削除する

1 ターミナル ウ ィ ンド ウを開き、 root と してログオンします。

2 ターミナル ウ ィ ンド ウで、 以下を入力します。
/usr/sbin/swremove WLSSPI
/usr/sbin/swremove SPIWebLogicAll
/usr/sbin/swremove WLSSP-GRAPHS 

3 /opt/OV/wasspi/wls/bin/ ディ レク ト リに SPI ファ イルがある場合は削除します。
次のコマンドを入力します。
cd /opt/OV/wasspi/wls/bin
find . -name “wasspi_wls*” -exec rm {} \;

これで、 /opt/OV/wasspi/wls/bin の配下にあるすべてのディ レク ト リの wasspi_wls
で始まるすべてのファイルが削除されます。

タスク  2: WLS-SPI テンプレート を削除する

SPI for WebLogic Server テンプレート  グループの下にあるすべての WLS-SPI テンプレートおよび
テンプレート  グループを削除し、 さ らに SPI for WebLogic Server テンプレート  グループ自体を削
除します。 グループ内の下位の個々のテンプレートから始めて、 上位の SPI for WebLogic Server
グループまで上に進みます。 デフォルト  テンプレート をカスタマイズしている場合は、 その変更
を メモしておきます ( カスタマイズは保存されません )。

1 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウを開き、 [SPI for WebLogic Server] テンプ
レート  グループを選択します。

2 その下にある  WebLogic グループをダブルク リ ッ ク し  (WebLogic 8.1、 7.0、 6.1、 6.0、 5.1)、個々
のテンプレー ト が表示される 下位のレベルまでテンプレー ト  グループを続けてダブルク
リ ッ ク していきます。

3 [Shift] キーを押しながらクリ ッ クして、 すべてのテンプレート を選択します。

4 [ 全てから削除 ...] ボタンをク リ ッ ク します。

5 次のメ ッセージが表示されたら  [ はい ] を選択します。

テンプレートを削除します。 いいですか ?

6 1 つ上のレベルに進み、次のグループをダブルク リ ッ ク します。 [ メ ッセージ ソースのテンプ
レート ] ウ ィ ンド ウから個々の WLS-SPI テンプレートおよびテンプレート  グループをすべて
削除してしま う まで、 同じ方法を繰り返します。

タスク  3: WLS-SPI アプリケーシ ョ ンを削除する

テンプレート とは異な り、 すべての WLS-SPI アプ リ ケーシ ョ ンは 1 ステップで削除できます。

1 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] を開きます。

2 WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ン グループを右ク リ ッ ク し、 [ 削除 ] を選択します。

3 次のメ ッセージが表示されたら  [ はい ] をク リ ッ ク します。

アプリケーションまたはアプリケーション グループを削除します。 いいですか ?
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タスク  4: 管理サーバーをアップグレードする

WLS-SPI ソフ ト ウェアは「HP OpenView Smart Plug-ins for OVO/UNIX」の CD に収録されています。

以降の手順では、 swinstall のコマンド 行の使用法について説明します。 HP-UX システムではグラ
フィ カル ユーザー インタフェース  (GUI) も使用できますが、GUI 方式はサポート されていません。

HP-UX 11.0 管理サーバーの場合、 次のよ うに入力します。

swinstall -s /cdrom/OV_DEPOT/11.0HPUX.sdtape WLSSPI

Solaris 管理サーバーの場合、 次のよ うに入力します。

swinstall -s /cdrom/OV_DEPOT/SOLARIS.sdtape WLSSPI

タスク  5: opc_adm のオペレータ作業範囲を割り当てる

1 管理者 (opc_adm) と して OVO にログオンします。

2 [ 登録ユーザ ] ウ ィンド ウで opc_adm ユーザーを右ク リ ッ ク し、 [ 変更 ] を選択します。

3 [ ユーザの変更 : opc_adm] ウ ィンド ウで、 [ 作業範囲 ] をク リ ッ ク します。

4 [WLSSPI] および [WebLogic] メ ッセージ グループについて、 すべてのボッ クスがオンになっ
ているこ とを確認します。

5 [WLSSPI] ノードまたはメ ッセージ グループを他の適切なオペレータに割り当てます。

6 [ クローズ ] をク リ ッ ク します。

タスク  6: テンプレート を割り当てる

WLSSPI-Discovery テンプレー トおよび WLSSPI-Messages テンプレー ト を管理サーバーに指定し
ます。

1 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウを開き、 管理サーバーを強調表示します。

2 [ アクショ ン ] メ ニューから 、 [ エージェン ト ] → [ テンプレートの指定 ] を選択します。 [ ノ ー
ド / テンプレート の指定 ] ウィ ンド ウが表示されます。

3 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

4 [ テンプレート  ウィンドウ ] をク リ ッ ク します。 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィ ン
ド ウが表示されます。

5 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウの [ テンプレート  グループ ] ペインで、 [SPI
for WebLogic Server] テンプレート  グループを選択します。

6 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウの右ペインで、 [WLSSPI-Discovery] テンプ
レート  グループと  [WLSSPI-Messages] テンプレート を選択します。

7 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウ ィンド ウから  [ 選択テンプレートの取得 ] をク リ ッ ク しま
す。 WLSSPI-Messages テンプレー トおよび WLSSPI-WebLogic-Discovery テンプレー ト が右ペ
インに表示されます。

8 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウ ィンド ウから  [OK] をク リ ッ ク します。
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タスク  7: テンプレート を分配する

WLSSPI-Discovery テンプレー トおよび WLSSPI-Messages テンプレー ト を管理サーバーに分配し
ます。

1 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウを開き、 管理サーバーを強調表示します。

2 [ アクショ ン ] メ ニューから 、 [ エージェン ト ] → [ ソフ トウェアと設定のインストール / 更新 ]
を選択します。

3 [ターゲッ ト  ノ ード ] セクショ ンで [ ノード  リスト中で要アップデートのノード ] を選択します。

4  [ ソフ ト ウェアと設定のインス トール / 更新 ] ウ ィ ンド ウで [ テンプレート ] チェッ クボッ ク
スをオンにします。

5 [ 強制アップデート ] を選択します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

メ ッセージ ブラウザに次のメ ッセージが表示されます。

次の設定情報は正常に分配されました。 テンプレート

WLSSPI-Discovery テンプレー トおよび WLSSPI-Messages テンプレー ト が管理サーバーに分配さ
れました。

タスク  8: テンプレート をカスタマイズする

26 ページの 「タスク  2: WLS-SPI テンプレート を削除する」 でカスタマイズを メモした場合は、デ
フォル ト  テンプレー ト のコピーを作成し、 そのコピーも同じ よ うにカスタマイズします。 この
バージ ョ ンの WLS-SPI では、 テンプレートはも う  WebLogic のバージ ョ ン番号ではグループ化さ
れません。

タスク  9: 新しいノード  グループにノードを移動する

SPI for WebLogic Server ノード  グループ内のすべての管理対象ノード  ( サポート されているバー
ジ ョ ンの WebLogic Server を実行している ) を新しい WebLogic ノード  グループに移動します。 サ
ポート されているバージ ョ ンの WebLogic Server を実行している管理対象ノードは、WebLogic 8.1、
WebLogic 7.0、 WebLogic 6.1 の各ノード  グループ内にあ り ます。

1 [ 登録ノード ] を開き、 [SPI for WebLogic Server] ノード  グループを選択します。

2 [WebLogic 8.1] ノード  グループをダブルク リ ッ ク し、 その中の管理対象ノードを メモしま
す。 [WebLogic 7.0] および [WebLogic 6.1] ノード  グループについても このステップを繰り
返します。

3 登録ノードの 上位 (WebLogic ノード  グループが表示される ) まで戻り ます。

4 ノード  ( ステップ 2 でメモした ) を  IP サブマップから  [WebLogic] ノード  グループにド ラ ッ
グ & ド ロ ップまたはコピー & ペース ト します。

タスク  10: ノード  グループを削除する

SPI for WebLogic Server ノード  グループ内のすべてのバージ ョ ンのノード  グループを削除しま
す。これには、WebLogic 8.1、WebLogic 7.0、WebLogic 6.1、WebLogic 6.0、WebLogic 5.1 が該当します。

1 [ 登録ノード ] を開き、 [SPI for WebLogic Server] ノード  グループを選択します。
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2 任意のバージ ョ ンの WebLogic ノード  グループを選択し、[ 編集 ] メニューから  [ 削除 ] を選択
します。

3 次のメ ッセージが表示されたら  [ はい ] をク リ ッ ク します。

ノード  グループを削除します。 いいですか ?

4 すべてのバージ ョ ンの WebLogic ノード  グループが削除されるまでステップ 2 と  3 を繰り返
します。

タスク  11: アクシ ョ ン、 モニター、 コマンド、 およびテンプレートの分配

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウから  WLS-SPI のインス トール先のノードまた
はノード  グループを選択します。

2 [ 登録ノード ] の [ アクシ ョ ン ] メニューから、 [ エージェン ト ] → [ ソフ トウェアと設定のインス

トール / 更新 ] を選択します。

3 [ ソフ ト ウェアと設定のインス トール / 更新 ] ウ ィンド ウで、 以下のコンポーネン ト  チェッ ク
ボッ クスをオンにします。

• [ テンプレート ]

• [ アクシ ョ ン ]

• [ モニタ ]

• [ コマンド ]

このダイアログを使用して、 アップデート されたコンポーネン ト を管理対象ノードに配布し
ます。

4 [ 強制アップデート ] チェッ クボッ クスをオンにします。

5 [ ノード ・ リ ス ト中のノード ] ボタンを選択します。 完了する と、 次のメ ッセージが管理対象
ノードごとにメ ッセージ ブラウザに表示されます。

次の設定情報は正常に分配されました。 テンプレート  アクション モニタ  コマンド

タスク  12: Discovery アプリケーシ ョ ンを実行する

Discovery アプ リ ケーシ ョ ンを実行する必要があ り ますが、WLS-SPI 設定データは再入力する必要
はあ り ません ( すべての設定データは保存されています )。複数のノードを  1 度に、 ノード  グルー
プ、または単一のノードをド ラ ッグ & ド ロ ップして、ファ イルを再配布するこ とができます。ファ
イルを再配布する と、 関連する情報も更新および転送され、 ノードに格納されます。

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューから  [ 登録アプリケ―シ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケ―シ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Discovery] を選
択します。
( 上記のよ うに表示されない場合は、 [ マップ ] → [ 再ロード ] を選択します。 )

4 [Introduction] ウ ィ ンド ウが表示されます。

[Next] を選択します。

メ ッセージ ブラウザに WLS-SPI エラーが表示される こ とがあ り ますが、 これは無視してかまい

ません ( これらのエラーは更新されたプログラムへの移行によるものです )。WLS-SPI テンプレー

トおよびプログラムは管理サーバーおよび選択した管理対象ノードで更新されます。 アップグ
レードが完了する と、 これらのエラーは解消します。
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5 2 つ目の [Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、検出プロセスが機能
するために必要と思われるプロパティについての情報が表示されます。

この情報を読んでから [Next] を選択します。

6 設定エディ タで、 変更を行います。

7 [Next] を選択するこ とによってあらゆる変更を保存し、 エディ タを終了します。

8 [Confirm Operation] ウ ィ ンド ウが表示されます。 [OK] を選択します。

タスク  13: 新しいレポート  パッケージをインストールする ( オプシ ョ ン )

旧バージ ョ ンの WLS-SPI レポート  パッケージを (Reporter を実行する  Windows システムに ) イン
ス トールしていた場合は、それをアンインス トールして新しい WLS-SPI レポート  パッケージをイ
ンス トールする必要があ り ます。

1 Reporter を実行する  Windows システムで、 [ コン ト ロール パネル ] から  [ アプリケーシ ョ ンの
追加と削除 ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

2 WLS-SPI レポート  パッケージを強調表示し、 [ 削除 ] を選択します。

3 72 ページの 「HP OpenView Reporter との統合」 の手順に従って WLS-SPI レポート  パッケージ
をインス トールします。

GRAPH_SERVER プロパテ ィ を設定している場合、 このプロパテ ィはも う  WLS-SPI ではサ
ポート されていないこ とに注意して ください。 代わりに、 GRAPH_URL プロパティ を設定し
て ください。

UDM_DEFINITIONS_FILE プロパティ を設定した場合は、 WLS-SPI の今後のバージ ョ ンで
はこのプロパテ ィはサポー ト されないこ とに注意して ください。 管理対象ノードの UDM
ファ イルの場所をメモし、UDM_DEFINITIONS_FILE プロパティが設定されていればそれを
削除します。

管理対象ノードの UDM を個別に設定した場合は、 /opt/OV/wasspi/wls/conf/
wasspi_wls_udmDefnintions.xml ファ イルで管理サーバーにこれらの UDM を設定す
る必要があ り ます ( または別のファイルを使用する場合は UDM_DEFINITIONS_SOURCE 
プロパティを設定します )。

管理サーバーに UDM を統合したら、 古い UDM フ ァ イルを管理対象ノードから削除し、
Deploy UDM アプ リ ケーシ ョ ンを使用して新しい UDM ファ イルを管理対象ノードに分配し
ます。

[Cancel] を選択して設定に変更を加えた場合、それらの変更は管理サーバー上の設定に残り
ます。選択した管理対象ノードの設定に変更を加えるには、 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウでそれ
らのノードを選択し、 Discovery アプ リ ケーシ ョ ンを起動し、設定エディ タで [Next] を選択
してから [OK] を選択します。

検出プロセスが完了するまで、 Discovery アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ンド ウを閉じないでくださ
い。 検出プロセスの完了までには数分かかる場合があ り ます。
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タスク  14: 新しいグラフ作成パッケージをインストールする ( オプシ ョ ン )

旧バージ ョ ンの WLS-SPI グラフ作成パッケージを  (OVPM を実行しているシステムに ) インス
トールしていた場合は、それをアンインス トールして新しい WLS-SPI グラフ作成パッケージをイ
ンス トールする必要があ り ます。

OVPM を実行している  Windows システムで、 以下の手順を実行します。

1 [ コン ト ロール パネル ] から  [ アプリケーシ ョ ンの追加と削除 ] アイコンをダブルク リ ッ ク し
ます。

2 WLS-SPI グラフ作成パッケージ (HP OpenView SPI for WebLogic Server - Graphing 
Component Integration) を強調表示し、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

3 77 ページの 「HP OpenView Performance Manager との統合」 の手順に従って WLS-SPI グラフ作
成パッケージをインス トールします。

OVPM を実行している、 OVO 管理サーバー以外の HP-UX システムで、 以下の手順を実行します
(OVPM が OVO 管理サーバーにインス トールされている場合、 SPI ソフ ト ウェアのインス トール
時にファイルは自動的に更新されます )。

1 グラフ作成パッケージがインス トールされているこ とを確認します。
swlist | grep WLSSPI-GRAPHS と入力します。

2 swremove WLSSPI-GRAPHS と入力します。

3 77 ページの 「HP OpenView Performance Manager との統合」 の手順に従って WLS-SPI グラフ作
成パッケージをインス トールします。

OVPM を実行している、 OVO 管理サーバー以外の Solaris システムで、 以下の手順を実行します
(OVPM が OVO 管理サーバーにインス トールされている場合、 SPI ソフ ト ウェアのインス トール
時にファイルは自動的に更新されます )。

1 グラフ作成パッケージがインス トールされているこ とを確認します。
/usr/bin/pkginfo HPOvSpiWlsGc と入力します。

2 /usr/sbin/pkgrm HPOvSpiWlsGc と入力します。

3 77 ページの 「HP OpenView Performance Manager との統合」 の手順に従って WLS-SPI グラフ作
成パッケージをインス トールします。

これでアップグレードは完了しました。
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3 WLS-SPI の設定
この章では、 OpenView Operations (OVO) 用に Smart Plug-in for BEA WebLogic Server (WLS-SPI) を
設定する方法について説明します。WLS-SPI を正し く設定するには、前提条件となる設定すべて、

WLS-SPI の設定 ( 管理対象ノードおよび管理サーバー用 )、およびユーザー自身の環境に基づいた

その他の設定をする必要があ り ます。

前提条件となる設定

WLS-SPI を設定する前に、 以下のタスクを実行します。

• タスク  1: 管理サーバーを設定して Web ブラウザを起動する

• タスク  2: opc_adm のオペレータ作業範囲を割り当てる

• タスク  3 : テンプレート を割り当てる

• タスク  4 : テンプレート を分配する

• タスク  5 : remactconf.xml ファ イルを更新する  (OVO 8.x のみ )

タスク  1: 管理サーバーを設定して Web ブラウザを起動する

WLS-SPI は WebLogic Administration Console を起動し、 グ ラ フ  メ ト リ ッ ク  (HP OpenView
Performance Manager が必要 ) を表示するために、 ovweb ユーティ リ テ ィ を使用して Web ブラウザ

を起動します。 OVO コンソールから  WebLogic Administration Console を起動する必要がない場合

は、 OpenView Performance Manager (OVPM) は使用しないで、 このタスク も省いてください。

1 ovweb.conf ファ イルに Web ブラウザ起動コマンドを入力します。 ブラウザ起動コマンドが

ovweb.conf ファ イルにない場合、 ovweb は Netscape Navigator ( バージ ョ ン  6.0 以上であるこ

とが必要 ) を起動しよ う と します。

WLS-SPI がブラウザに URL を渡すこ とができるよ うに、 ブラウザ起動コマンドには %s を含
める必要があ り ます。 ファ イルを開き、 以下に示す入力構文と例に従ってコマンドを挿入し
ます。

 構文 : Browser: < ブラウザ コマンド > %s
 例 : Browser: /opt/netscape/netscape %s

2 Web ブラ ウザの設定をチェッ ク し ます。 WLS-SPI のグラ フを表示するには、 ブラ ウザが  
JavaScript 有効であるこ と を確認してく ださ い。 ブラ ウザの  [Preferences] 内の設定を確認し

ます。

ovweb.conf ファ イルは環境変数 $OV_CONF (OVO で使用 ) で指定されたディ レク ト リに配
置する必要があ り ます。管理サーバーで OVO ディ レク ト リ構造を見つけるには、 /opt/OV/
bin/ov.envvars.sh ファ イルを開いて $OV_CONF 定義を検索します。
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3 42 ページの「タスク  3: Discovery を実行する」で、条件に応じて以下のプロパティ を設定します。

• OVO コンソールから  WebLogic コンソールを起動したい場合は、 ADMIN_HOST プロパ

ティ と  ADMIN_PORT プロパティを設定します。

• OVPM を使用している場合は、 GRAPH_URL プロパティ を設定します。

OpenView Operations でのブラウザの起動についての詳細は、 man ページで ovweb、 ovweb.conf
および ov.envvars を調べてください。 グラフ表示を有効にするための手順については、 コマン

ド  プロンプ トから  man ovweb と入力します。

タスク  2: opc_adm のオペレータ作業範囲を割り当てる

1 管理者 (opc_adm) と して OVO にログオンします。

2 [ 登録ユーザ ] ウ ィンド ウで opc_adm ユーザーを右ク リ ッ ク し、 [ 変更 ] を選択します。

3 [ ユーザの変更 : opc_adm] ウ ィンド ウで、 [ 作業範囲 ] をク リ ッ ク します。

4 [WLSSPI] および [WebLogic] メ ッセージ グループについて、 すべてのボッ クスがオンになっ

ているこ とを確認します。

5 [WLSSPI] ノードまたはメ ッセージ グループを他の適切なオペレータに割り当てます。

6 [ クローズ ] をク リ ッ ク します。

タスク  3 : テンプレート を割り当てる

WLSSPI-Discovery テンプレー トおよび WLSSPI-Messages テンプレー ト を管理サーバーに指定し

ます。

1 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウを開き、 管理サーバーを強調表示します。
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2 [ アクシ ョ ン ] メニューから、 [ エージェン ト ] → [ テンプレートの指定 ] を選択します。
[ ノード / テンプレートの指定 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

4 [ テンプレート  ウィンドウ ] をク リ ッ ク します。 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィ ン
ド ウが表示されます。

5 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウの [ テンプレート  グループ ] ペインで、 [SPI
for WebLogic Server] テンプレート  グループを選択します。
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6 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウの右ペインで、 [WLSSPI-Discovery] テンプ
レート と  [WLSSPI-Messages] テンプレート を選択します。

7 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウ ィンド ウから  [ 選択テンプレートの取得 ] をク リ ッ ク しま
す。 WLSSPI-Discovery テンプレートおよび WLSSPI-Messages テンプレートが右ペインに表示
されます。

8 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウ ィンド ウから  [OK] をク リ ッ ク します。

タスク  4 : テンプレート を分配する

WLSSPI-Discovery テンプレー トおよび WLSSPI-Messages テンプレー ト を管理サーバーに分配し
ます。

1 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウを開き、 管理サーバーを強調表示します。

2 [ アクショ ン ] メ ニューから 、 [ エージェン ト ] → [ ソフ トウェアと設定のインストール / 更新 ]
を選択します。

3 [ターゲッ ト  ノ ード ] セクショ ンで [ ノード  リスト中で要アップデートのノード ] を選択します。

4  [ ソフ ト ウェアと設定のインス トール / 更新 ] ウ ィ ンド ウで [ テンプレート ] チェッ クボッ ク
スをオンにします。

5 [ 強制アップデート ] を選択します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

メ ッセージ ブラウザに次のメ ッセージが表示されます。

次の設定情報は正常に分配されました。 テンプレート

WLSSPI-Discovery テンプレー トおよび WLSSPI-Messages テンプレー ト が管理サーバーに分配さ
れました。

タスク  5 : remactconf.xml ファイルを更新する (OVO 8.x のみ )
1 台以上の管理対象ノードで DCE ベースのエージェン ト を実行する場合、 管理サーバーで自動ア
クシ ョ ンを実行できるよ うに検出プロセスを設定する必要があ り ます。 以下を実行します。

1 /etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv/remactconf.xml を更新済みの場合はこの
ファ イルを /opt/OV/wasspi/wls/OV/remactconf.xml ファ イルとマージし、 更新済み
でない場合は前者のファ イルを後者のファイルに置き換えます。

2 OVO 管理サーバーを再起動します。 再起動するには、 opcsv -start を実行します 
(remactconf.xml を変更する場合、 管理サーバーの再起動が必要です )。

remactconf.xml ファ イルを更新しない場合、 検出プロセスは失敗します。
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WLS-SPI の設定 ( 管理対象ノード )

WLS-SPI を設定するには、 以下のタスクを実行します ( 各管理対象ノードについて )

• タスク  1 : アプリ ケーシ ョ ン サーバーのステータスを確認する

• タスク  2 : WebLogic Server ユーザーを設定する

タスク  1 : アプリケーシ ョ ン サーバーのステータスを確認する

WebLogic Administration Console からサーバーのステータスを調べる こ とによって、 アプ リ ケー

シ ョ ン サーバーが動作しているこ とを確認します。

タスク  2 : WebLogic Server ユーザーを設定する

各 WebLogic Administration Server の WebLogic ログインとパスワードを収集します。既存のログイ

ンとパスワードの使用を望まない場合は、 ログインとパスワードを作成します。 これらのログイ
ンとパスワードは、WLS-SPI 検出プロセスで基本設定情報を収集する と き と、WLS-SPI データ  コ
レク タでメ ト リ ッ クを収集する と きに必要とな り ます。

複数の WebLogic Administration Server にアクセスするために同じ  WebLogic ログイン とパスワー

ドを使用する と、 WLS-SPI の設定が簡単になり ます。
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WebLogic Server バージ ョ ン 6.1

WebLogic Server のバージ ョ ン 6.1 を実行し ている場合、 デフ ォル ト の管理ユーザーであ る

「system」 を使用できます。

別のユーザーを設定したい場合は、 以下を実行します。

1 WebLogic Administration Console で、 WLS-SPI で使用する予定のユーザーとパスワードを作成

します ( まだ存在しない場合 ) 。

2 weblogic.admin.mbean とい う名前のアクセス制御リ ス ト  (ACL) を作成します ( まだ存在し

ない場合 )。

3 この ACL について access という名前の権限を作成します ( まだ存在しない場合 )。

4 「access」 権限 ( ステップ 3 で作成 ) に対するユーザー ( ステップ 1 で作成 ) をユーザーのリ ス

トに追加します。

WebLogic Server バージ ョ ン 7.0 以上

WebLogic Server バージ ョ ン 7.0 以上を実行している場合は、 WebLogic Server のインス トール時に

設定した管理ユーザーか、 WebLogic Administrators または Monitors グループに所属するユーザー

を使用するこ とができます。

Administrators または Monitors グループに所属するユーザーを設定する場合、 WebLogic 
Administration Console を使用します。 ユーザーの作成方法およびユーザーをグループに割り当て

る方法の詳細については、 『WebLogic リ ソースのセキュ リ ティ』 の 「ユーザとグループ」 を参照

して ください (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/secwlres/
usrs_grps.html#199302 または http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs81/
secwlres/usrs_grps.html#1213764)。

Monitors グループに所属するユーザーは、 Start/Stop WebLogic アプ リ ケーシ ョ ン (OVO コンソー

ルから  WebLogic Server を起動または停止する ) を使用するこ と も、 JMX アクシ ョ ンを実装する

と きに JMX 呼び出し 「set」 (UDM を作成する場合に特定の属性に値を割り当てる ) を実行するこ

と もできません。
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WLS-SPI の設定 ( 管理サーバーから )

WLS-SPI を設定するには、 以下のタスクを実行します ( 各管理サーバーについて )

• タスク  1: WLSSPI-Messages テンプレート を指定する

• タスク  2: テンプレート、 アクシ ョ ン、 モニター、 コマンドを分配する

• タスク  3: Discovery を実行する

• タスク  4: 追加のプロパティを設定する

• タスク  5: 検出プロセスを確認する

• タスク  6: ノードを WebLogic ノード  グループに追加する

• タスク  7: WLS-SPI テンプレート を分配する

• タスク  8: 設定を完了する

• タスク  9: WLS-SPI 設定を確認する

タスク  1: WLSSPI-Messages テンプレート を指定する

WLSSPI-Messages テンプレート を管理対象ノードに指定します。

1 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウを開き、 管理対象ノードを強調表示します。

2 [ アクシ ョ ン ] メニューから、 [ エージェン ト ] → [ テンプレートの指定 ] を選択します。

[ ノード / テンプレートの指定 ] ウ ィンド ウが表示されます。
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3 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

4 [ テンプレート  ウィンドウ ] をク リ ッ ク します。 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィ ン

ド ウが表示されます。

5 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウの [ テンプレート  グループ ] ペインで、 [SPI
for WebLogic Server] テンプレート  グループを選択します。

6 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウの右ペインで、 [WLSSPI-Messages] テンプ

レート を選択します。
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7 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウ ィンド ウから  [ 選択テンプレートの取得 ] をク リ ッ ク しま

す。 右ペインに WLSSPI-Messages テンプレートが表示されます。

8 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウ ィンド ウから  [OK] をク リ ッ ク します。

タスク  2: テンプレート、 アクシ ョ ン、 モニター、 コマンドを分配する

1 WLS-SPI をインス トールする ノード  (1 つまたは複数 ) を強調表示します。

2 [ 登録ノード ] の [ アクシ ョ ン ] メニューから、 [ エージェン ト ] → [ ソフ トウェアと設定のイ

ンストール / 更新 ] を選択します。

3  [ ソフ ト ウェアと設定のインス トール / 更新 ] ウ ィンド ウで、以下のコンポーネン ト  チェッ ク

ボッ クスをオンにします。

• [ テンプレート ]

• [ アクシ ョ ン ]

• [ モニタ ]

• [ コマンド ]
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このダイアログを使用して、 プログラム  コンポーネン ト を管理対象ノードに配布します。

4 [ 強制アップデート ] チェッ クボッ クスをオンにします。

5 [ ノード ・ リス ト中のノード ] ボタンを選択します。

完了する と、 次のメ ッセージが管理対象ノードごとにメ ッセージ ブラウザに表示されます。

次の設定情報は正常に分配されました。 テンプレート  アクション コマンド  モニタ

これで、 WLS-SPI が選択した管理対象ノードにインス トールされました。

タスク  3: Discovery を実行する

1  OVO コンソールの [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウでノードを選択します (1 度に 1 つずつのノード

で Discovery アプリ ケーシ ョ ンを実行するこ とをお勧めします )。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューから  [ 登録アプリケ―シ ョ ン ] を選択します。

3 [登録アプリ ケ―シ ョ ン] ウ ィンド ウで、[WLSSPI] → [WLSSPI Admin] を選択し、[Discovery]
をダブルク リ ッ クます。
 ( 上記のよ うに表示されない場合は、 [ マップ ] → [ 再ロード ] を選択します。 )

4 [Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、 Discovery アプ リ ケーシ ョ ン

についての簡単な情報が記載されています。

[Next] を選択します。

5 2 つ目の [Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、検出プロセスが機能

するために必要と思われるプロパティについての情報が表示されます。

この情報を読んでから  [Next] を選択します。

6 LOGIN と  PASSWORD のプロパティをすでに設定してある場合、設定エディ タが表示されます。

44 ページの 「タスク  4: 追加のプロパティを設定する」 に進みます。
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LOGIN と  PASSWORD プロパティを設定していない場合、 [Set Access Info for Default Properties]
ウ ィ ンド ウが表示されます。

LOGIN と  PASSWORD のプロパティ を、 37 ページの 「タスク  2 : WebLogic Server ユーザーを設定
する」 で設定した  WebLogic のログインと パスワード に設定します。 デフォルト のログイン / パ
スワード  (WebLogic バージョ ン  6.1)、 または WebLogic Server のインスト ール時に設定したログ
イン / パスワード  (WebLogic バージョ ン  7.0 以上 ) を使用している場合であっても 、 LOGIN と
PASSWORD を設定する必要があり ます。

このウ ィンド ウで設定した LOGIN と  PASSWORD のプロパティは、 デフォルトの WebLogic の
ログインとパスワード と して使用されます ( これらはグローバル プロパティのレベルで設定
されます )。 つま り、 NODE レベルやサーバー固有の LOGIN と  PASSWORD のプロパティが設
定されていない場合、 WLS-SPI は、 すべての WebLogic Administration Server にアクセスする
のにこの WebLogic のログインとパスワードを使用する という こ とです。設定構造の詳細につ
いては、 141 ページの 「構造」 を参照して ください。

WebLogic Administration Server のログイン とパスワードが、 すべての OVO 管理対象ノード上
のすべての WebLogic のインスタンスについて同じである場合、 以下の手順を実行します。

a [Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウで [LOGIN] および [PASSWORD] プロパ

ティを設定します。

b 44 ページの 「タスク  4: 追加のプロパティを設定する」 に進みます。

WebLogic Administration Server のログイン とパスワードが、 管理対象ノード間では異なるが、
各管理対象ノード上では WebLogic Administration Server のすべてのインスタンス間で同じで
ある とい う場合は、 NODE レベルで LOGIN と  PASSWORD のプロパティ を設定して WLS-SPI
設定をカスタマイズする必要があ り ます ( 設定構造の詳細については、 141 ページの 「構造」
を参照して ください )。

a [Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウで、 [LOGIN] および [PASSWORD] プロパ

ティを、 も よ く使用される  WebLogic のログインとパスワードに設定します。

b [Customize] をク リ ッ ク して設定エディ タを起動し、NODE レベルで LOGIN と  PASSWORD
のプロパティを設定します。 設定エディ タの使用方法については、 付録 B 「設定」 を参照

して ください。

c 44 ページの 「タスク  4: 追加のプロパティを設定する」 に進みます。
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WebLogic Administration Server のログインとパスワードが、 管理対象ノード間で異なり、 かつ
各管理対象ノード上の WebLogic Administration Server のインスタンス間でも異なる とい う場
合は、 サーバー固有レベルで LOGIN、 PASSWORD、 NAME、 および PORT プロパティ を設定し
て、WLS-SPI 設定をカスタマイズする必要があ り ます ( 設定構造の詳細については、 141 ペー
ジの 「構造」 を参照して ください )。

a [Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウで、 [LOGIN] および [PASSWORD] プロパ
ティを、 も よ く使用される  WebLogic のログインとパスワードに設定します。

b [Customize] を選択して設定エディ タを起動し、サーバー固有レベルで LOGIN、PASSWORD、
NAME、 および PORT のプロパティ を設定します。 設定エディ タの使用方法については、 付
録 B 「設定」 を参照してく ださい。

c 44 ページの 「タスク  4: 追加のプロパティを設定する」 に進みます。

タスク  4: 追加のプロパティ を設定する

LOGIN および PASSWORD プロパティは、 検出プロセスに必要な基本のプロパティです。 ただし環
境によっては、 追加の設定情報が検出プロセスに必要です。

以下のプロパティの設定が必要かど うかを判断して ください ( これらのプロパティの詳細につい
ては、 152 ページの 「設定プロパティ」 を参照して ください )。

• ADDRESS - WebLogic Server が仮想 IP アドレスに設定されている場合に必要です。 ADDRESS
は、 WebLogic Server がリ スンしている ド メ イン名または IP アドレスです。

• ADMIN_PORTS - ド メ イン設定ファ イル (config.xml) がデフォルトのディ レク ト リにない場
合に必要です。

— <WebLogic_Install_Dir>/config/<WebLogic_Domain>/ (WebLogic 6.1 の場合 )

— <BEA_Home_Dir>/user_projects/<WebLogic_Domain>/ (WebLogic 7.0 または 7.0 SP1 
の場合 )

— <BEA_Home_DIR>/user_projects/domains/<WebLogic_Domain>/ (WebLogic 7.0 SP2 
以上の場合 )

こ こで、 <WebLogic_Install_Dir> は WebLogic Server がインス トールされているディ レ
ク ト リであ り、 <BEA_Home_Dir> は registry.xml ファ イルを格納しているディ レク ト リ
であ り、 <WebLogic_Domain> は WebLogic のド メ イン名です。

ADMIN_PORTS は WebLogic Admin サーバーのポート番号のリ ス トです。

• HOME_LIST - BEA の registry.xml ファ イルが正確でない場合、あるいは見つからない場合
( これが起き るのは BEA のインス トール ス ク リ プ ト を使わずに WebLogic Server のソフ ト
ウェアとサービス  パッ クをインス トールした場合 ) に必要です。 HOME_LIST は、 WebLogic
Server がインス トールされているディ レク ト リの リ ス トです。

• JAVA_HOME - Java がインス トールされているディ レク ト リが複数存在する場合、 またはユー
ザー独自の Java を使用している場合に必要です。 JAVA_HOME は、 Java がインス トールされて
いるデフォルトのディ レク ト リです。

• NODE_NAMES - リモートの WebLogic Server が仮想 IP アドレスで リ スンしている場合に必要で
す。 このプロパティを設定しないと、 WebLogic Server は検出されません。

• EXCLUDE_SAMPLES - このプロパティは、 デフォルトのプロパティ  レベルで 「true」 に設定し
て、 検出プロセスの実行にかかる時間を短縮する こ と をお勧めします。 このプロパテ ィ を
「true」 に設定する と、 WebLogic Server のサンプル プログラムは検出プロセスから除外されま
す。 検出プロセスの完了までには数分かかる場合があ り ます。

追加のプロパティを設定する必要がない場合は、 以下のいずれかを実行します。

• [Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウから  [Next] をク リ ッ ク します。
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• 設定エディ タから  [Next] を選択して変更を保存し、エディ タを終了します。[Confirm Operation]
ウィ ンド ウが表示されます。 [OK] を選択します。

以上のプロパティ  (1 つまたは複数 ) を設定する必要がある場合は、 以下の手順を実行します。

1 設定エディ タが起動されていない場合は、 [Customize] を選択して設定エディ タを開きます。

2 設定エディ タで、プロパティを設定します。設定エディ タの使用方法については、付録 B 「設

定」 を参照して ください。

3 [Next] を選択するこ とによってあらゆる変更を保存し、 エディ タを終了します。

4 [Confirm Operation] ウ ィ ンド ウが表示されます。操作が実行される ノードを確認します。 [OK]
を選択します。

タスク  5: 検出プロセスを確認する

環境内の管理対象ノードの数によっては、 確認が完了するまで数分かかり ます。

1 [Discovery アプ リ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウに以下のメ ッセージが表示される  (Discovery アプ リ
ケーシ ョ ンが正常に終了した ) こ とを確認します。

Discovery started on node: < ノード >
Finished running the Discovery application

Discovery アプ リ ケーシ ョ ンが正常に終了しなかった場合は、アプ リ ケーシ ョ ン  ウ ィ ンド ウに
以下のメ ッセージが表示されます。

Failed to run discovery on node < ノード >

検出プロセスの ト ラブルシューティングの方法については、 91 ページの 「検出プロセスの ト
ラブルシューティング」 を参照して ください。

2 各管理対象ノ ード のメ ッ セージ  ブラウザに以下のメ ッ セージが表示されるこ と を確認します。

WASSPI-602 - Updating the WLSSPI configuration data with discovered 
information

環境内の管理対象ノードの数によっては、 すべての管理対象ノードについてこれらのメ ッ
セージが表示されるのに数分かかり ます。

3 Service Navigator がすでに実行中である場合、[ ファイル ] → [ 設定の再ロード ] を選択します。
[ サービス ] ツ リーで、 [Application] ノードを開き、 WebLogic サービスを探します。

4 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行して、検出プロセスによって設定されたプロパティ
を確認します。 設定エディ タの詳細については、 174 ページの 「Config WLSSPI」 を参照して
ください。

[Cancel] を選択して設定に変更を加えた場合、 それらの変更は管理サーバー上の設定に残り
ます。選択した管理対象ノードの設定に変更を加えるには、 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウでそれ
らのノードを選択し、Discovery アプ リ ケーシ ョ ンを起動し、設定エディ タで [Next] を選択し
てから  [OK] を選択します。

[Cancel] を選択して設定に変更を加えた場合、 それらの変更は管理サーバー上の設定に残り
ます。選択した管理対象ノードの設定に変更を加えるには、 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウでそれ
らのノードを選択し、Discovery アプ リ ケーシ ョ ンを起動し、設定エディ タで [Next] を選択し
てから  [OK] を選択します。

次のタスクに進む前に、 検出プロセスが完了するまで待ちます。 検出プロセスの完了までに
は数分かかる場合があ り ます。
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タスク  6: ノードを WebLogic ノード  グループに追加する

WLS-SPI は、適切なテンプレート  グループがすでに指定された 1 つのノード  グループ (WebLogic)
を自動的に作成します。 WebLogic Server を実行する ノードをこのノード  グループに配置します。

1 OVO コンソールから [ 登録ノード  グループ ] と  [ 登録ノード ] の両方を開き、 WebLogic ノー
ド  グループと管理対象ノードを  ( 並べて ) 表示します。

2 WebLogic Server を実行している管理対象ノードを  WebLogic ノード  グループにド ラ ッグ & ド
ロ ップします。

タスク  7: WLS-SPI テンプレート を分配する

テンプレート を管理対象ノードに分配します。

1 [ 登録ノード  グループ ] ウ ィンド ウを開き、 WebLogic ノード  グループを強調表示します。

2 [ アクショ ン ] メ ニューから 、 [ エージェン ト ] → [ ソフ トウェアと設定のインストール / 更新 ]
を選択します。

3 [ ターゲッ ト  ノード ] セクシ ョ ンで [ ノード  リス ト中で要アップデートのノード ] ラジオ ボタ
ンを選択します。

4  [ ソフ ト ウェアと設定のインス トール / 更新 ] ウ ィ ンド ウで [ テンプレート ] チェッ クボッ ク
スをオンにします。

5 [ 強制アップデート ] を選択します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

メ ッセージ ブラウザに次のメ ッセージが表示されます。

次の設定情報は正常に分配されました。 テンプレート

これで WLS-SPI テンプレー ト が WebLogic ノード  グループに分配されました。 WLS-SPI のモニ
ターは、 特定の収集間隔に従って実行を開始できます。

タスク  8: 設定を完了する

設定が完了する前に、 管理サーバーと管理対象ノードの設定情報を更新する必要があ り ます。 以
下のいずれかを選択できます。

• 自動設定テンプレートが実行されるまで 10 分待つ

• Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ン  ( 管理サーバーと管理対象ノードの設定情報を更新する ) を
実行する。 詳細については、 174 ページの 「Config WLSSPI」 を参照して ください。

タスク  9: WLS-SPI 設定を確認する

Verify アプリ ケーシ ョ ンを実行して WLS-SPI が正常にインス トールおよび設定されているこ とを
確認します ( このアプ リ ケーシ ョ ンの詳細については 182 ページの「Verify」を参照して ください )。

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード  グループ ] ウ ィ ンド ウの WebLogic ノード  グループを選択
します。

HP OpenView Reporter を使用する場合は、 WLS-SPI を  Reporter に統合して情報をさ らに整理して

表示する  WebLogic Server のレポート を生成する方法について、第 5 章、「WLS-SPI で HP OpenView
のレポート作成 / グラフ作成の製品を使用」 を参照して ください。
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2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューから  [ 登録アプリケ―シ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケ―シ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] を選択し、 [Verify]
をダブルク リ ッ クます。

WLS-SPI のその他の設定

WebLogic Server の設定とアプリ ケーシ ョ ンの要件に基づき、 他の設定プロパティの設定、 または

他のコンポーネン トのインス トールおよび設定、あるいはその両方を  WLS-SPI の設定の 後に行

う必要があ り ます。 その他のプロパティの設定およびその他のコンポーネン トの設定は、 環境に
よ り異な り ます。

条件付きのプロパティ

WebLogic Server の設定と アプリ ケーショ ンの要件によっては、 1 つまたは複数の条件付きプロパ

ティ を設定する必要が生じる場合があり ます。条件に合致する場合は、条件の右にリ スト されてい
るプロパティ を設定します ( これらのプロパティ は検出プロセスで自動的には検出されません )。
プロパティ の詳細については、 152 ページの 「設定プロパティ」 を参照してく ださい。

表 1 条件付きのプロパティ

条件 設定するプロパティ

WebLogic Server バージ ョ ン 7.x または 8.1 を実行する。 VERSION

システム上の WebLogic Server 間で同じ名前を共有する。 検出プロセスは 
ALIAS プロパティを自動的に設定しますが、 この値はメ ッセージ、 レポー

ト、 およびグラフで使用される名前であるため、 編集したほうがよい場合
があ り ます。

ALIAS

OVO コンソールから  Start/Stop WebLogic アプ リ ケーシ ョ ンを使用して 
WebLogic Server を起動または停止する。

START_CMD、
STOP_CMD、 および 
USER

OVO コンソールから  Start WLS Console アプ リ ケーシ ョ ンを使用して 
WebLogic Administration Console を起動する。

ADMIN_HOST および
ADMIN_PORT

JMX Metric Builder アプリ ケーシ ョ ンの MBean 情報を利用して UDM を作

成する。

COLLECT_METADATA

OVO コンソールから  View Graphs アプリ ケーシ ョ ンを使用する  
(Performance Manager をインス トールする必要があ り ます )。

GRAPH_URL

WebLogic Server が仮想 IP アドレスに設定されている、 リモート  ノード上

に設定されている、 あるいはそのノードのプライマ リ  IP アドレスを使用

していない。

ADDRESS

ログ ファ イルの絶対パス名が WebLogic に設定されていない。 LOGFILE

絶対ログ ファ イル名が WebLogic Server のバージ ョ ン 6.1 に設定されてい

ない、 または WebLogic Server のインス トール ディ レク ト リ と起動ディ レ

ク ト リが異なる場所にある。

LAUNCH_DIR
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条件付きプロパティの設定

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューから  [ 登録アプリケ―シ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケ―シ ョ ン ] ウ ィンド ウで、[WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Config WLSSPI]
を選択します。
 ( 上記のよ うに表示されない場合は、 [ マップ ] → [ 再ロード ] を選択します。 )

4 [Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、 Discovery アプ リ ケーシ ョ ン

についての簡単な情報が記載されています。

[Next] を選択します。

5 2 つ目の [Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、検出プロセスが機能

するために必要と思われるプロパティについての情報が表示されます。

この情報を読んでから  [Next] を選択します。

6 設定エディ タで、プロパティを設定します。設定エディ タの使用方法については、付録 B 「設

定」 を参照して ください。

7 [Next] を選択するこ とによってあらゆる変更を保存し、 エディ タを終了します。

8 [Confirm Operation] ウ ィ ンド ウが表示されます。 [OK] を選択します。

UNIX 管理対象ノードでの非 root HTTPS エージェン トの設定 
(OVO 8.x のみ )

UNIX 管理対象ノードで非 root HTTPS エージェン ト を実行する場合、 またはその予定の場合、 以

下の手順を実行します (OVO 8.x のみ )。

1 HTTPS エージェン ト を非 root ユーザーに切り替えます。 詳細については、 『HTTPS エージェ
ン ト  コンセプ ト と設定ガイ ド』 を参照して ください。 このドキュ メン トは、 http://
h50146.www5.hp.com/doc/manual/openview/ で製品名 Operations for UNIX (OVOU)、 バージ ョ
ン  8.x を選択してダウンロードできます。

2 管理対象ノードで OV_SUDO 変数を設定します。root と して、または OVO エージェン ト  ユー
ザー権限を使用して、 以下の手順を実行します。

a OVO エージェン ト をすべて停止します。 以下のコマンドを実行します。

opcagt -kill

b OV_SUDO 変数を設定します。 以下のコマンドを実行します。

ovconfchg -ns ctrl.sudo -set OV_SUDO <sudo_program>

<sudo_program> は、 絶対パス名を含む sudo のインス トール先 (/usr/local/bin/
sudo など ) です。

[Cancel] を選択して設定に変更を加えた場合、 それらの変更は管理サーバー上の設定に残り
ます。選択した管理対象ノードの設定に変更を加えるには、 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウでそれ
らのノードを選択し、 Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンを起動し、 設定エディ タで [Next] を
選択してから  [OK] を選択します。

OS に対応した Sudo ソフ ト ウェア パッケージを UNIX 管理対象ノードにインス トールする必要
があ り ます。 Sudo は、 http://www.sudo.ws で入手可能な無償ソフ ト ウェアです。 各 OS に対応し
たソフ ト ウェア パッケージは、 ダウンロード  ページ (http://www.sudo.ws/sudo/download.html) の
下部から入手できます。 インス トールの詳細については、 リ リース  ノート を参照して ください。
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c OVO エージェン ト を起動します。 以下のコマンドを実行します。

opcagt -start

d OV_SUDO が設定されているこ とを確認します。 以下のコマンドを実行します。

ovdeploy -cmd set | grep SUDO

以下のよ うに表示されます。

OV_SUDO=<sudo_program>

3 管理対象ノードを設定します。非 root HTTPS エージェン ト環境で SPI を正常に実行するには、

以下の手順を実行する必要があ り ます。

a OVO 管理サーバーから、 管理対象ノードにアクシ ョ ン、 コマンド、 およびモニターを配

布します。

b [ 登録ノード ] ウ ィンド ウのノードを選択します。

c [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Init 
Non-Root] を選択します。

4 sudo と と もにインス トールされる  visudo エディ タを使用して /etc/sudoers ファ イルを編

集します。

a 管理対象ノードで、 root と してログオンします。

b /<SPI_Config_DIR>/wasspi_wls_sudoers ファ イルを開きます。

<SPI_Config_DIR> は、 管理対象ノードの SPI の設定ファイルの場所です。 詳細につ

いては、 139 ページの 「管理対象ノードのファ イルの位置」 を参照して ください。

c 別のウ ィンド ウで visudo コマンドを実行します ( たとえば、 /usr/local/sbin/
visudo と入力します )。

d wasspi_wls_sudoers ファ イルの次の行をコピーし、sudoers ファ イルに追加します。

Cmnd_Alias WLSSPI_ADMN = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S wasspi_wls_admin *
Cmnd_Alias WLSSPI_COLL = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S wasspi_wls_ca *
Cmnd_Alias WLSSPI_DISC = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl wasspi_wls_discovery.pl
Cmnd_Alias WLSSPI_LFEN = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S wasspi_wls_le *
Cmnd_Alias WLSSPI_SHSC = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S shs_collector.pl *

Cmnd_Alias WLSSPI_ADMNP = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S \
/var/opt/OV/bin/instrumentation/wasspi_wls_admin *
Cmnd_Alias WLSSPI_COLLP = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S \
/var/opt/OV/bin/instrumentation/wasspi_wls_ca *
Cmnd_Alias WLSSPI_DISCP = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl \
/var/opt/OV/bin/instrumentation/wasspi_wls_discovery.pl
Cmnd_Alias WLSSPI_LFENP = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S \
/var/opt/OV/bin/instrumentation/wasspi_wls_le *
Cmnd_Alias WLSSPI_SHSCP = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S \
/var/opt/OV/bin/instrumentation/shs_collector.pl *

<OV_Agent_username> <nodename> = NOPASSWD: WLSSPI_ADMN, WLSSPI_COLL, \
WLSSPI_DISC, WLSSPI_LFEN, WLSSPI_SHSC, WLSSPI_ADMNP, WLSSPI_COLLP, \
WLSSPI_DISCP, WLSSPI_LFENP, WLSSPI_SHSCP

<OV_Agent_username> は OVO エージェン トのユーザー アカウン ト 、 <nodename> 
は管理対象ノードの名前です。

e ファ イルを保存し、 visudo エディ タを終了します。 :wq と入力します。

エージェン ト  ユーザーを切り替えるたびにステップ 3 と  4 を実行します。
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4 WLS-SPI の使用方法とカスタマイズ方法
Smart Plug-in for BEA WebLogic Server (WLS-SPI) について十分に理解できるよ うになったので、ど

のテンプレートが も有用であるかと、どのテンプレート を変更したいかを判断できるでし ょ う。
この章では、 テンプレートについてさ らに詳し く説明し、 またそれらのテンプレートの変更方法
について説明します。

以下の ト ピッ クを取り上げます。

• テンプレートの基本的なカスタマイズ

• テンプレートの高度なカスタマイズ

• WLS-SPI のテンプレートの再インス トール

• テンプレート / アプリ ケーシ ョ ンを使用して注釈レポート とグラフを表示する方法

• サポート されていないプラ ッ ト フォーム上の WebLogic を監視する方法

• ラ イセンス数に対する  WLS-SPI ノードの確認

ユーザー定義メ ト リ ッ ク  (UDM) を作成する場合、 詳細については 『HP OpenView Smart Plug-in
User Defined Metrics User Guide』 を参照して ください。

テンプレートの基本的なカスタマイズ

WLS-SPI の使用を開始した後に、特定の WLS-SPI テンプレートの一部を変更する必要が生じる場

合があ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 しきい値の変更 ( メ ト リ ッ ク  テンプレート を変更するこ と

による )、 または警告通知の生成の変更などの基本的なカスタマイズについて説明します。

メ ト リ ッ ク  テンプレートの変更

以下のステップに従って、 多くのメ ト リ ッ ク属性は、 WebLogic Server のすべての監視対象のイン

スタンスについて変更できます。

1 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウを開きます。

2 [SPI for WebLogic Server] テンプレート  グループを開きます。

3 [WLSSPI-Metrics] テンプレート  グループを開きます。

4 必要なメ ト リ ッ ク をダブルク リ ッ ク して、[メ ッ セージ条件と 除外条件 ] ウィ ンド ウを開きます。

デフォルトのテンプレート をそのまま残しておくため、デフォルト  テンプレートのコピーを作成

します。 コピーを作成しておかないと、 次のバージ ョ ンにアップグレードする際にカスタマイズ
は上書きされてしまいます。
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5 変更したい条件をダブルク リ ッ ク します ( 通常は 1 つだけです )。[ 条件 ] ウ ィ ンド ウが表示さ

れます。

以下の属性を変更できます。

• [ しきい値 ]。 その値を超えた場合に、 問題が発生しよ う と しているか、 またはすでに発

生しているこ とを示す、 メ ト リ ッ ク  データの値を入力します。

• [ 継続時間 ]。 警告通知が生成される前に、 メ ト リ ッ クに対する入力データ値が設定され

たしきい値の超過が許容される時間を指定します。

• [ 重要度 ]。 特定のオペレータの環境における重要性に基づいて、 OVO 管理者によって

メ ッセージに割り当てられたレベル。 ボタンをク リ ッ ク して希望する重要度設定を選択
します。

• [ メ ッセージ テキスト ]。 管理オブジェク ト 、 管理オブジェク トに関連するイベン ト 、 ま

たは管理オブジェク トの問題についての、 構造化された、 判読可能な情報。 メ ッセージ
内の、 山カッ コ  <> で囲まれていて $ で始まるパラ メータは、 いずれも変更しないよ う注

意して ください。

• [ アクシ ョ ン ]。 メ ッセージ ソース  テンプレート または条件によって割り当てられた、

メ ッセージに対する応答。 この応答は自動の場合とオペレータが起動する場合があ り ま
す。 このセクシ ョ ンでは、 Performance Manager のグラフやレポート を生成した り、 カス

タム プログラムを追加した りできます。

[ 自動起動 ] アクシ ョ ン。 着信イベン ト またはメ ッセージによって実行されるアクシ ョ

ン。 オペレータの介入は不要です。 WLS-SPI と と もに配信された自動起動アクシ ョ ンに

よってスナップシ ョ ッ ト  レポートが生成されます。 そこにはしきい値を超えたこ とに

よってアクシ ョ ンが実行された時点のデータ値が示されます。 レポートは、 メ ッセージ
の注釈に表示できます。
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[ オペレータ起動 ] アクシ ョ ン。 特定のメ ッセージに応答して修復措置または予防措置を

と るのに使用されるアクシ ョ ン。 自動アクシ ョ ンとは異なり、 これらのアクシ ョ ンはオ
ペレータがボタンをク リ ッ ク して初めて実行されます。 WLS-SPI に付属のオペレータ起

動コマンドを使用する と、 しきい値を超えたためメ ッセージを生成したメ ト リ ッ クのグ
ラフを、 関連する他のメ ト リ ッ ク値と と もに表示できるよ うにな り ます ( メ ッセージの

詳細ウ ィンド ウの中の [ 開始 ] ボタンをク リ ッ ク します )。

以下の [ 条件 ] ウ ィ ンド ウの図は、 メ ト リ ッ ク  WLSSPI-0026 用の 10 とい う しきい値の設定を

示しています。 このメ ト リ ッ クは、 ク ラ イアン トが利用可能な EJB (Enterprise Java Bean) を待

たなければならない、 1 分あたりの回数の合計を監視します。 値が 10 を超える と、 ク ラ イア

ン トにとってのサーバーの応答時間に影響するよ うになるため警告通知 (警告メ ッセージ ) が
生成されます。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

7 46 ページの 「タスク  7: WLS-SPI テンプレート を分配する」 の説明に従って、 変更されたテン

プレート を再分配します。

警告通知生成の変更

警告通知は [ しきい値のモニタの変更 ] ウ ィンド ウの [ メ ッセージの生成 ] の設定によって、 1 回
または複数回生成されます。

メ ッセージの生成を変更するには、 以下の手順を実行します。

1 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウを開きます。

2 [SPI for WebLogic Server] テンプレート  グループを開きます。

3 [WLSSPI-Metrics] テンプレート  グループを開きます。

4 テンプレート を選択します。
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5 [ 変更 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [ しきい値のモニタの変更 ] ウ ィンド ウが表示されます。

6 メ ッセージの生成の変更 :

• [ リセッ ト して生成 ] : しきい値を超える と、 警告通知が 1 回生成されます。 同時にリ

セッ ト しきい値が有効にな り ます。 リセッ ト しきい値を超えたと きだけ、 元のしきい値
が再び有効になり ます。 そして再びしきい値を超える と、 別の警告通知が生成され、 プ
ロセスは初めからやり直しになり ます。

• [ リセッ トなしで生成 ]: 監視しきい値を超える と  1 回警告通知が生成されます。 メ ト

リ ッ ク値がしきい値を超えなくなる と警告通知は自動的にリセッ ト され、 しきい値を超
えた時点で再び生成されます。

• [ 連続生成 ]: メ ト リ ッ ク値が収集され、 しきい値を超えるたびにメ ッセージが送信され、

警告通知が生成されます。

7 [OK] をク リ ッ ク します。

8 46 ページの 「タスク  7: WLS-SPI テンプレート を分配する」 の説明に従って、 変更されたテン

プレート を再分配します。

テンプレートの高度なカスタマイズ

この項で示すテンプレート変更は、 デフォルトのテンプレート  グループをコピーし少数の設定を

カスタマイズするものから、 テンプレートのコマンド行内でメ ト リ ッ クのグループ全体を削除す
るものにまで及んでいます。 この項で述べる変更はすべて、単純なものも複雑なものも、WLS-SPI
メ ト リ ッ クについて多少と も高度な知識を必要とするため、 高度な変更と見なされます。
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カスタマイズするメ ト リ ッ クの選択

どのメ ト リ ッ クをカスタマイズし、 グループ内のどのテンプレート を使用するかを決定します。
次に以下を実行します。

1 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウを開きます。

2 使用するグループを強調表示し、 [ コピー ...] ボタンを選択します。

3 名前を変更してグループを保存します。

4 名前を変更したテンプレート  グループ内で、 元の各テンプレート をコピーし、 名前を変更し

ます。

5 名前を変更したテンプレート  グループ内の元のテンプレート を削除します。

6 必要に応じて、 新しいグループ内の名前を変更したテンプレート をカスタマイズします。

新しいテンプレート  グループを作成するこ と によって、元のデフォルト  テンプレート からカスタム

テンプレート を分離すること ができます。 それらをコピーして新しいグループ内に配置できます。

パラメータを用いて WLS-SPI コレクタ / アナライザのコマンドを使用

wasspi_wls_ca コマンドは、 どのコレク タ  テンプレートでも使用され、 収集間隔に基づいた名

前が付いています。 OVO の [ モニタするプログラム /MIB ID] テキス ト  ボッ クスで、 各コレクタ

テンプレート内のデフォルトのコマンド行パラ メータを表示できます。
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WebLogic Server コマンド  パラメータの使用方法

WLS-SPI のデータ収集は、wasspi_wls_ca コマンドで開始します。 このコマンドには、以下の表

に示すその他のパラ メータを添えるこ とができます。

パラメータ 機能 構文

-c 必須 (collector)。 コレク タ  テンプレートの名前を指

定します。 表示されるコレク タ  テンプレートの名前

と一致させる必要があ り ます。

 -c <collector_template_name> 

例 : -c WLSSPI-61-05min

-e (exclude)。 特定のサーバーを除外できます。 このオプ

ショ ンは、 -i オプショ ンと と もには使用できません。

-e <server_name>

例 : -e server2,server4

-i (include)。 監視する特定のサーバーを一覧表示でき

ます。 このオプシ ョ ンは、 -e オプシ ョ ンと と もには

使用できません。

-i <server_name>

例 : -i server1,server3

-m (metric)。 データを収集する対象となる メ ト リ ッ クの

番号または番号の範囲を指定します。

-m 
<metric_number|metric_number_range>

例 : -m 1,3-5,9-11,15

-matchver (match version)。 監視する特定の WebLogic Server の
バージ ョ ンを指定します。 このオプシ ョ ンは、
-minver オプシ ョ ンまたは -maxver オプシ ョ ンと と も

には使用できません。 一致するバージ ョ ンが見つか
らなかった場合、 このコマンドは実行されません。

-matchver <version_number>

例 : -matchver 6.1

-maxver (maximum version)。 監視する 高の WebLogic Server 
のバージ ョ ンを指定します。 バージ ョ ンの範囲を指
定するには、 -minver と と もに使用します。 バージ ョ

ンが何も見つからなかった場合、 このコマンドは実
行されません。

-maxver <version_number>

例 : -maxver 7

-minver (minimum version)。 監視する 低の WebLogic Server 
のバージ ョ ンを指定します。 バージ ョ ンの範囲を指
定するには、 -maxver と と もに使用します。 バージ ョ

ンが何も見つからなかった場合、 このコマンドは実
行されません。

-minver <version_number>

例 : -minver 7

-r (report)。 指定したメ ト リ ッ クの ASCII レポート を生

成します。

-r

-t (tag)。 既存のコレク タ  テンプレートにプレフ ィ ッ ク

スを付け、 メ ト リ ッ ク番号を指定するこ とによって
新しいテンプレート  グループを作成します。

-t <prefix>-

例 : wasspi_wls_ca -c 
WLSSPI-61-05min -m 220-223 -t DEV-
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構文例

• すべての設定済みサーバーから特定のデータを収集する場合

wasspi_wls_ca -c WLSSPI-61-05min -m 10-14,25,26

• 特定のサーバーからのみデータを収集する場合

wasspi_wls_ca -c STAGE-WLSSPI-61-05min -m 245,246,26
-i server1,server2

• 特定のサーバーからのデータを収集しない場合

wasspi_wls_ca -c STAGE-WLSSPI-61-15min -m 220-225
-e server1,server2

すべてのメ ト リ ックの収集間隔の変更

スケジュール設定されたすべてのメ ト リ ッ クの収集間隔を変更するには、 該当するコレクタ  テン

プレートの [ ポーリ ング周期 ] を変更します。 たとえば、 WLSSPI-81-05min コレク タ  テンプレー

トについて、 デフォル ト  メ ト リ ッ クの収集を  5 分から  10 分に変更するには、 以下の手順を実行

します。

1 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウを選択します。

2 テンプレート  グループ [SPI for WebLogic Server] を選択し、 [WLSSPI-Monitors] を開きます。

3 コレク タ  テンプレート  [WLSSPI-81-05min] を選択します。

4 [ 変更 ...] ボタンをク リ ッ ク して、 [ モニタ名 ] を  WLSSPI-81-10min に変更します。

5 [ ポーリ ング周期 ] を 5 分から  10 分に変更します。

6 以下のよ うにコマンド行の -c パラ メータを変更するこ とによって、 新しいテンプレート名

(WLSSPI-81-10min) を反映させます。
 wasspi_wls_ca -c WLSSPI-81-10min....

7 新しいテンプレート を分配します (46 ページの「タスク  7: WLS-SPI テンプレート を分配する」

の説明に従います )。

-x 以下のプロパティ / 値を指定できます。 -x <property>=<property_value>

alarm: off にする と、 メ ト リ ッ ク  モニター テンプ

レートに設定されているすべての警告通知条件を無
効にします。

-x alarm=off

prefix: デフォルト : JMXUDM_。 メ ト リ ッ ク  ID のプ

レフ ィ ッ クスを指定します。

-x prefix=SALES_

print: on にする と、 設定した警告通知やログ作成に

加えて、 メ ト リ ッ ク名、 インスタンス名、 およびメ
ト リ ッ ク値を STDOUT に出力します。

-x print=on

log: off にする と、 グラフ作成やレポート作成の機能

が停止します。

-x log=off

パラメータ 機能 構文
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選択したメ ト リ ッ クの収集間隔の変更

選択したメ ト リ ッ クの収集間隔を変更するには、 該当するコレクタ  テンプレート をコピーし、 新
しい間隔を反映した名前に変更した後、 変更する メ ト リ ッ ク以外のすべてのメ ト リ ッ クを削除し
ます。 新しい間隔を設定します。 元のテンプレート を編集するこ とによって、 変更する メ ト リ ッ
クを削除します。 たとえば、 メ ト リ ッ ク  70-77 の収集間隔を 10 分に変更するには、 以下の手順を
実行します。

1 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウを開きます。

2 テンプレート  グループ [SPI for WebLogic Server] を選択し、 [WLSSPI-Monitors] を開きます。

3 コレク タ  テンプレート  [WLSSPI-61-05min] を選択します。

4 [ コピー ...] ボタンをク リ ッ ク して、 モニター名を  WLSSPI-61-10min に変更します。

5 [ モニタするプログラム /MIB ID] テキス ト  ボッ クスで、 -m except 70-77 の後ろのすべてのメ
ト リ ッ クを削除します。

6 [ ポーリ ング周期 ] を 10 分に変更します。

7 -c の後のエン ト リ を WLSSPI-61-10min に変更します。

8 [OK] ボタンをク リ ッ ク します。

9 [WLSSPI-61-5min] テンプレート を選択します。

10 [ モニタするプログラム /MIB ID] テキス ト  ボッ クスから  [70-77] を削除します。

11 46 ページの 「タスク  7: WLS-SPI テンプレート を分配する」 の説明に従って、 変更されたテン
プレート を再分配します。

個々のサーバーのしきい値のカスタマイズ

しきい値は必要に応じてそれぞれカスタマイズして ください。 たとえば、 SERVER_1 についての
メ ト リ ッ ク  0012 のしきい値は 20 に設定するが、 他のすべてのサーバーについてはしきい値を  10
にしたいといった場合があ り ます。 そ うするには、 既存の条件をコピーしそれを変更するこ とに
よって例外と して機能するよ うにします。 以下の手順を実行します。

1 カスタマイズする メ ト リ ッ クをダブルク リ ッ ク して開きます ( たとえば WLSSPI-0012)。

[ メ ッセージ条件と除外条件 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

2 必要な条件を選択し、 [ コピー ...] ボタンをク リ ッ ク してその条件のコピーを作成します。

3 条件に WLSSPI-0012.2 とい う名前を付けます。
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4 [ オブジェク ト  パターン ] フ ィールドで、パターン  マッチに使用したい文字を入力します ( こ
の例では SERVER_1)。 たとえば、 名前に特定の文字列を含むすべてのサーバーと一致させる
には、[ オブジェク ト  パターン ] フ ィールドにその文字列を入力します ( パターン マッチの構
文については、 OVO のオンラ イン ヘルプまたは 『システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 を参
照して ください )。

5 [ パターンマッチのテスト ] ボタンをク リ ッ ク してパターンをテス ト し、パターン  マッチを確
認します ( 初に一致ファ イルを設定する必要があ り ます )。

6 [ しきい値 ] フ ィールドの値を  10 から  20 に変更します。

タグ付きのカスタム テンプレートの作成

高度なカスタマイズのためのも う  1 つのオプシ ョ ンは、 タグ オプシ ョ ン ( コマンド行上の -t) で
す。 これによって、 名前にタグを付けてカスタマイズしたテンプレート をコレク タ / アナライザ
で認識できます。 このオプシ ョ ンを使用する と、 WebLogic Server の特定の設定に関する条件を定
義したテンプレート を複数セッ ト持てる という柔軟性が加わり ます。

複数のノードをいくつかのグループで管理する と きにこのオプシ ョ ンを使う と、 特にタグを付け
たテンプレート を、 元の設定とは明確に分けて作成できます。 この場合、 テンプレートのコピー
を作成し、 それの名前をタグ付きの名前に変更し、 タグ付きの名前を選択するよ う コレク タ  テン
プレート を修正し、 それをさまざまなグループに割り当てます。

たとえば、 テンプレートのグループを作成し、 CLIENT01 が含まれるよ う各テンプレート名を変
更できます。 メ ト リ ッ ク  モニター テンプレートの名前は、 たとえば CLIENT01-WLSSPI_0012 と
します ( メ ト リ ッ ク番号はそのまま使用する必要があ り ます )。 コレク タ  テンプレートの名前は、
たとえば FIRST_CLIENT-61-05min と します。 次に、 SECOND_CLIENT 用に別のグループを設定
し、 名前に CLIENT02 が含まれるよ うそれらすべてのテンプレート を変更します。

新しいテンプレート  グループを作成するには

1 元のテンプレート  グループをコピーします。 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド
ウでグループを選択し、 [ コピー ...] ボタンをク リ ッ ク します。

2 新しいモニターと コレク タ  テンプレート をど う特定したいかに基づいて、 新しいグループに
名前を付けます。 たとえば、 テンプレート名に CLIENT01 を含んでいる場合は、 新しいテン
プレート  グループ名にもそれを含めます。

3 [ メ ッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウで新しいテンプレート  グループを展開して
すべてのテンプレート を表示し、 使用する各テンプレート を選択して [ コピー ...] ボタンをク
リ ッ ク し、 命名方式に従って名前を変更します。

• グループ内の新しいメ ト リ ッ ク  モニター テンプレートに与える名前は、 新しい名前の後
に元のメ ト リ ッ ク番号を付けたものがよいでし ょ う。 たとえば WLSSPI_0001 のコピーに
は、 CLIENT01-WLSSPI_0001 と命名します。

• 新しいコレク タ  モニター テンプレートに指定する名前にも、 識別用の名前を含めます。
また、 コマンド行に -t プロパティを挿入して、 新しいグループ用にスケジュール設定し
た収集も変更する と よいでし ょ う。 たとえば以下のよ うにします。

wasspi_wls_ca -c FIRST_CLIENT-61-10min -m 16 
-t CLIENT01-

この場合、 コピーしたコレク タ  テンプレートは、 以下の名前に変更されています。
 FIRST_CLIENT-61-10min

4 新しいグループから元のテンプレート をすべて削除します。
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テンプレート変数

WLS-SPI テンプレー ト では、 以下の変数が使用されます。 テンプレート を独自に作成する場合、

これらの変数を使用できます。

WLS-SPI のテンプレートの再インストール

WLS-SPI のテンプレートが OVO にインス トールされる と、 swinstall が実行された時点で以下

に示すコマンドが自動的にそれらのテンプレート をアップロード します。 以前のインス トールで
行ったカスタマイズされたテンプレートの設定があれば、 すべて上書きされます。

元々インス トールされていたデフォルトの SPI for BEA WebLogic Server テンプレート  グループを

復元するには、 先に現在のテンプレート をすべて削除してから、 以下のコマンドを実行します。

swinstall によって実行されるスク リプ ト

名前 説明

instancename マルチインスタンス  メ ト リ ッ クのためにメ ト リ ッ クのレポート を生成する

インスタンス。

例 : medRecServer_MedRecServer_wl_management_
internal2_com.bea.wli.bpm.runtime.JwfServlet_20

map_port 「port」 を参照して ください。 この変数は、 今後のリ リースで廃止される可

能性があ り ます。

map_servername スペースを下線 ( 「_」 ) で置き換えたアプリ ケーシ ョ ン  サーバー名。 スペー

スを使用できないサービス  マップ キーで使用します。

例 : my_server

node アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを実行する ノード。

例 : moo1.hp.com

port アプ リ ケーシ ョ ン サーバーがリ スンするポート。 PORT 設定プロパティに相

当します。

例 : 9001

servername アプ リ ケーシ ョ ン サーバー名。 NAME 設定プロパティに相当します。

例 : my server

OVO の
バージ ョ ン スクリプ ト

6.x 
以降

/opt/OV/bin/OpC/opccfgupld -silenta -replace 
-subentity /var/opt/OV/share/tmp/OpC_appl/wasspi/wls_set

5.x /opt/OV/bin/OpC/opccfgupld -silent -replace -subentity -index
/var/opt/OV/share/tmp/OpC_appl/wasspi/wls/wls_ito5_set/C/wls_set.idx
/var/opt/OV/share/tmp/OpC_appl/wasspi/wls/wls_ito5_set

a. -silent オプシ ョ ンの代わりに、 -verbose オプシ ョ ンを使用するこ と もできます。
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テンプレート / アプリケーシ ョ ンを使用して注釈レポート と
グラフを表示する方法

一部のテンプレートでは、 しきい値の違反やエラー条件に付属してアクシ ョ ンが定義されている
ので、 自動的にレポートがメ ッセージの注釈に表示されます。 それらのレポートは、 警告通知が
行われた時点のあたりでサーバーから収集したデータ値のスナップシ ョ ッ ト です。

その他のテンプレートには、 オペレータ  アクシ ョ ンが対応付けられているので、 これによってグ

ラフを生成できます。

データには、 以下のよ うにしてアクセスできます。

• メ ッセージの詳細を表示するには、OVO メ ッセージ ブラウザでメ ッセージをダブルク リ ッ ク

するか、単にメ ッセージを選択して [ 注釈 ] をク リ ッ ク します。 [ 注釈 ] ボタンを選択する と、

簡単に注釈が表示できます。そこで、 1 つのサーバーに関するデータ値を示すレポート を参照

できます。

• レポート を表示するには、 [ 登録ノード ] と  [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] の両ウ ィンド ウを開き

ます。続けてアプリ ケ―シ ョ ン ウ ィンド ウ  [WLSSPI] → [WLSSPI Reports] を開きます。ノー

ドを選択し、 必要な WLSSPI メ ト リ ッ ク  レポート上にド ラ ッグします。 これらのレポートに

は、 ノード上のすべてのサーバー データが表示されます。

• グラフを表示するには、 [ 登録ノード ] と  [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] の両ウ ィンド ウを開きま

す。 続けてアプ リ ケ―シ ョ ン ウ ィ ン ド ウ  [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] を開きます。 View
Graphs アプ リ ケーシ ョ ンにノードをド ラ ッグする と  Web ブラウザが起動され、 HP OpenView
Performance Manager ( 別途購入する必要があ り ます ) で利用可能なグラフ作成機能が表示され

ます。

この項で説明するレポート と  OpenView Reporter で生成されるレポート と を混同しないよ う注意

して ください。後者は、管理用のプレゼンテーシ ョ ン形式での Web ページと して生成される、 よ

り統合的な履歴データを示すものです。
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自動アクシ ョ ン レポート

多くのメ ト リ ッ クは、自動アクシ ョ ン  レポート を生成します。それらのレポートは、 OVO で警告

通知が発行される と直ちに生成されます。

レポートが生成されたことを知る方法

OVO から自動アクシ ョ ン レポート を実行する と、追加データについてのクエ リがサーバーに送信

されます。 メ ッセージ ブラウザで SUIAONE 列を表示するよ う設定してある場合、 「A」 列に 「S」
が現れます ( 図を参照 )。 これは、 生成されたレポートが [ メ ッセージの詳細 ] の [ 注釈 ] 領域に

表示できる という こ とを示しています。

レポートの表示方法

レポート を表示するには、 メ ッセージ ブラウザの [ 注釈 ...] ボタンをク リ ッ ク します。 列の説明

に、 さ らに詳しい内容があ り ます。
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自動生成レポート と手動生成レポートの違い

自動アクシ ョ ン  レポートは、 警告通知が行われた直後のシステムの状態を示します。 他方、 手動

でレポート を生成する と、 システムの現在の状態がわかり ます。 生成するには、 管理対象ノード
を  [ 登録ノード ] から  [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] の希望のレポートにド ラ ッグします ( 登録アプリ

ケ―シ ョ ンのレポートの詳細については、 次の項を参照して ください )。

登録アプリ ケ―シ ョ ンのレポート を使用する と、 自動アクシ ョ ン  レポートに似たレポート を手動

で生成できます。 これらのレポートは、管理対象ノード上にある  WebLogic Server のすべてのイン

スタンスについてのデータを表示している とい う点で異な り ます。 自動アクシ ョ ン  レポートは、

しきい値を超えた WebLogic Server の単一のインスタンスのデータを表示しています。
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登録アプリケ―シ ョ ンのレポート

登録アプリ ケ―シ ョ ンのレポートは、管理対象ノード上で設定された WebLogic Server のすべての

インスタンスについて生成されます。 この点が、 WebLogic Server の単一のインスタンスについて

生成される自動アクシ ョ ン レポー ト とは対照的です。 登録アプ リ ケーシ ョ ンから生成されたレ

ポートは、 管理対象ノード上の WebLogic Server の現在の状態を反映しています。

OVO でレポート を生成するには、 単に [ 登録ノード ] ウ ィンド ウから管理対象ノードを  [ 登録ア

プリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウの希望のレポートにド ラ ッグするだけです。

以下のレポートがメ ッセージの詳細の [ 注釈 ] 領域に表示されます。
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レポートのサンプル

以下の例は、 WLS-SPI のレポート形式を示しています。 このレポートは自動的に生成されます 
( 自動アクシ ョ ン  レポート )。

メ ト リ ッ ク  B-011 のレポート
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サポート されていないプラッ ト フォーム上の WebLogic を
監視する方法

WLS-SPI は、 HP-UX、 Linux (Red Hat)、 Solaris、 および Windows 2000 を実行するシステムにイン

ス ト ールされている  WebLogic Server を監視し ます。 ただし、 サポー ト されていないプラ ッ ト

フォームで実行中のシステム  ( 「 リ モート システム」 と呼ばれるシステム ) にインス トールされた

WebLogic Server を監視するよ うに WLS-SPI を設定するこ と もできます。

この項の目的は、 ユーザーの環境がリモート監視の設定に適しているかど うかを判断できるよ う
にするこ とです。 ユーザーの環境が以下に説明する基準を満たしていて、 ユーザーに WLS-SPI お
よび WebLogic Server を使用するための知識が十分備わっていれば、この項で示す例を参考にして

リモート監視を開始できます。

リモート  ノード  (WLS-SPI がサポート していないプラッ ト フォーム上で

動作 ) を監視するための要件

HP-UX、 Linux (Red Hat)、 Solaris、 Windows 2000 のいずれでもないプラ ッ ト フォーム上で動作し

ているシステムに WebLogic Server をインス トールしてある場合でも、 以下の条件に該当すれば、

WLS-SPI を使用してそのリモート  システムを監視できます。 後の条件はオプシ ョ ンです。

• そのリモート  システムは、購入したライセンスの対象範囲である  (Tier 1 の価格設定を使用 )。

• その WLS-SPI はサポート されているプラ ッ ト フォーム  (HP-UX、Solaris、または Windows 2000)
上の少なく と も  1 つの管理対象ノード上で動作している。

• ( オプシ ョ ン。 ログファ イルの監視用。 ) そのリモート  システムは、 OVO エージェン ト  ソフ

ト ウェアがサポート しているプラ ッ ト フォーム上で動作している。

概要

以下の項では、 リモート監視の概要を説明し、 その実装方法を示します。 また、 WLS-SPI と  OVO
エージェン ト  ソ フ ト ウ ェアの両方を使用して、 サポー ト されていないプラ ッ ト フォーム上の

WebLogic Server のメ ト リ ッ ク と ログファ イルにアクセスするための、WLS-SPI の設定方法も説明

します。

リモート監視 : 動作の仕組み

標準設定では、 WLS-SPI のプログラム / テンプレートは、 ローカルの管理対象ノード上に配布さ

れます。 標準でない設定では、 ローカル システムはプロキシと して使用され、 このプロキシを通

じて、 リモート  メ ト リ ッ ク情報にアクセスできるよ うにな り ます。
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リモート  システムにおけるデータの収集 / 解釈は、 データ収集が設定されたプロキシと して機能

する、 ローカルの管理対象ノードに依存します。

設定エン ト リの要件 : 設定には、 ローカル システム用と リモート  システム用の両方のエン ト リが

含まれています。複数のリモート  システムのエン ト リ を  1 つのローカル システムのセクシ ョ ンに

含めるこ とができます。 68 ページの例を参照して ください。 リモート  エン ト リが表示される様子

が、 ( システム IP アドレス と と もに ) 示されています。

テンプレート配布の要件 : テンプレートはローカル ノードに配布する必要があ り ます。 別個のテ

ンプレート  グループを必要とする場合は、 既存のテンプレート をコピーして名前を変更し、 -i ま
たは -e オプシ ョ ンを使用してコマンド行で WebLogic Server 名を指定できます。 これらのコマン

ド行パラ メータの使用方法の詳細は、 この章の前項 56 ページの 「WebLogic Server コマンド  パラ

メータの使用方法」 を参照して ください。

OVO エージェン トの配布の要件 ( オプシ ョ ンのログファ イル監視 ) : リモートの WebLogic のログ

ファ イルにアクセスするには、 そのリモート  システムに OVO エージェン ト  ソフ ト ウェアをイン

ス トールする必要があ り ます。標準の OVO プロセスを使用すれば、適正なログファ イル名を指定

するために WLS-SPI に付属の標準ログファ イル テンプレート を変更してから、 リモート  システ

ムにこれらを配布するこ とができます。

リモート  システムの監視の設定

以下のタスクを実行すると 、 HP-UX、 Linux (Red Hat)、 Solaris、 Windows 2000 のいずれでもないプ

ラッ ト フォーム上で動作しているシステム上にある  WebLogic Server をリ モート で監視できます。

ログファ イルのバージ ョ ン指定を使用した リモート  システムの監視はサポート されていません。
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タスク  1: リモートの WebLogic Server を設定する

OVO WebLogic 登録アプリ ケーシ ョ ンの Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを使用して、リモート
WebLogic Server と通信するローカルの各管理対象ノードを設定します。 この設定では、 リモート
WebLogic Server のためのエン ト リ を追加します。

1 リモート  WebLogic Server を監視する拠点となる  WebLogic 管理対象ノードを選択します。

2 設定では、 各リモート  WebLogic Server ごとに以下のエン ト リ を入力します。
SERVER<n>_ADDRESS=<DNS サーバー名または IP アドレス >

NUM_SERVERS が正しいサーバー数 (<n>) に設定されているこ と と、 HOME と  JAVA_HOME がグ
ローバル レベルで設定されているこ とを確認します。

以下の図は、 ローカルと リモートの WebLogic Server を同一ファイルに設定する方法について
示しています。 ただし、 リモート  サーバーの場合、 SERVER<n>_ADDRESS=<IP_address> の
行が追加されるこ とに注意して ください。

SERVER2_ADDRESS=15.75.27.109 または 
SERVER2_ADDRESS=harley.rose.hp.com

1 つのローカル WebLogic Server (SERVER1) と  1 つのリモート  WebLogic Server (SERVER2) を設
定する場合、 設定は以下のよ うにな り ます。

上記の設定では、 2 つの WebLogic Server が設定されています。 SERVER1 は、 HP-UX の管理対
象ノード上で動作するローカル サーバーです。 SERVER2 は OVO 管理対象ノード上で動作し
ますが、 これは Red Hat Linux システムではあ り ません (WLS-SPI がサポー ト していないプ
ラ ッ ト フォームです )。 リモート  システムの設定はローカル システムの設定と似ていますが、
SERVER2_ADDRESS=harley.rose.hp.com という別の行が含まれています。

3 SPI による リモート  ノードの監視を確認するために、 以下のコマンドを実行します。

wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_ca -m 5 -i <remote_server_NAME|ALIAS> 
-x print=on

リモート  サーバーにエイ リ アスが設定されている場合は、 ALIAS を使用します。

タスク  2: OpenView Performance Agent を統合する ( オプシ ョ ン )

OpenView Performance Agent (MeasureWare Agent と も呼ばれる ) の収集は、 リモート  システムでは
なく管理対象ノードで実行されます。 PerfView を使用していて、 リモート  システムのデータのグ
ラフを作成したい場合は、 ( ローカル ) 管理対象ノードで MeasureWare の統合が有効であるこ とを
確認する必要があ り ます。

タスク  3: ローカル ノードを WebLogic ノード  グループに割り当てる

ローカル管理対象ノードを  WebLogic ノード  グループに割り当てます。 リモート  システムと同じ

バージ ョ ンの WebLogic Server のノードに設定を配布しよ う と しているこ とを確認して ください。
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ログファイル用のリモート監視の設定 ( オプシ ョ ン )

リモート  システムのログファ イルの監視は、 以下の両方の条件に当てはまる場合にサポート され
ます。

1 そのリモート  システム上で OVO エージェン トが動作している

2 ログファ イルがローテーシ ョ ンされる と きに、 ログファ イルのファ イル名が変更されない

ログファ イル監視を設定するには、 OVO コンソールで WLS-SPI のログファ イル テンプレート を
コピーします。次に、 コピーしたログファ イル テンプレート を設定し、 リモート  システムに割り
当てた後、 これを配布します。

リモート  ログファイル用のログファイル テンプレートの設定

1 WebLogic のバージョ ン  グループの下にある  WebLogic ログ  テンプレート のコピーを開きます。

たとえば、 [SPI for WebLogic Server] → [WLSSPI-Logfiles]
2 [ ログファ イル ] テキス ト  ボッ クスに、 リモート  システム上のログファ イルの場所を入力し

ます (/<パス >/< ファイル名 >)。
3 リモートの OVO 管理対象ノードにログファ イル テンプレート を割り当てて配布します。

ログファ イル テンプレート と  OVO エージェン トの両方がリモート  システム上に存在しているの
で、 WebLogic Server のログファ イルを監視できるよ うにな り ます。
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リモート監視の制限

• WLS-SPI と  OVO エージェン トは、ログがローテーシ ョ ンするたびにログファ イル名が変更さ
れる場合には、 ログファ イルへのアクセスはサポート していません。

• リモート  システム上に OVO エージェン トが存在しなければ、 リモート  システム上の 
WebLogic のログファ イルの監視はできません。

• OpenView Operations の登録アプリ ケーシ ョ ンでは、 WLS-SPI アプ リ ケーシ ョ ンはリモート  シ
ステムでは実行できません。

ライセンス数に対する WLS-SPI ノードの確認

OVO レポート  ユーティ リ ティ を使用して、管理対象ノードにインス トールしたテンプレートの数

を確認するこ とができます。 管理対象ノードあた りのテンプレート数を調べる と、 管理対象のシ
ステム全般に一貫してテンプレート をインス トールしたかど うかが分かり ます。 さ らに、 このレ
ポート を実行するこ とによって、 購入したラ イセンス数がレポートの結果と矛盾していないこ と
も確認できます。

レポート を実行するには

1 OVO コンソールで、 チェ ッ ク したいノードまたはノード  グループを選択します。

2 [ アクシ ョ ン ] メニューから、 [ ユーティ リテ ィ ] → [ レポート ...] を選択します。

3 [ レポート ] ウ ィンド ウで リ ス ト されたレポートの中から、 [WLSSPI License Check] を選択

します。

4 出力先を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。
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5 WLS-SPI で HP OpenView のレポート作成 /
グラフ作成の製品を使用
Smart Plug-in for BEA WebLogic Server (WLS-SPI) を以下の HP OpenView のレポート作成およびグ

ラフ作成の製品 ( 要別途購入 ) と統合するこ とができます。

• HP OpenView Reporter (Reporter)

• HP OpenView Performance Agent (OVPA)

• HP OpenView Performance Insight (OVPI)

• HP OpenView Performance Manager (OVPM)

HP OpenView Reporter: Reporter は、 管理用の Web ページ レポート を生成します。 これは、 履

歴と傾向を表した情報を示します。 HP OpenView Operations に組み込まれている  Reporter のバー

ジ ョ ンとは異なり ます。

WLS-SPI は、Reporter と と もに動作してさまざまなレポート を生成し、WebLogic Application Server
についての情報を整理して表示します。

Reporter への WLS-SPI の統合方法については、 72 ページの 「HP OpenView Reporter との統合」 を

参照して ください。 Reporter に WLS-SPI を統合する と、 Reporter は毎晩、 設定済み管理対象ノー

ドでの WebLogic Application Server のパフォーマンス と可用性を示すレポート を生成します。

HP OpenView Performance Agent: OVPA は、システムの現在および過去のリ ソース  データに関

して、 収集、 要約、 タ イムス タンプの追加、 および警告状態の検出を行います。 OVPA は、 パ

フォーマンス、 リ ソース、 エンドツーエンドの ト ランザクシ ョ ン応答時間の測定値を提供する と
と もに、 ネッ ト ワークおよびデータベース測定情報もサポート します。 OVPA の詳細については、

『HP OpenView Performance Agent for UNIX ユーザー マニュアル』 を参照して ください。

OVPA を使用する場合、 WLS-SPI は自動的に OVPA を使用します。 HP OpenView Operations に組

み込まれている  HP OpenView Operations のサブエージェン ト  (CODA) を使用する場合 ( つま り、

OVPA をサポート しない場合 ) は、 管理対象ノードを設定する必要があ り ます。 詳細については、

72 ページの 「CODA の使用方法」 を参照して ください。

HP OpenView Performance Insight: OVPI は、データの収集、処理、 レポート生成を行うネッ ト

ワーク管理システムです。 データはレポー ト の生成に使用されます。 OVPI の詳細については、

『HP OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。WLS-SPI レポートの詳細と、

OVPI への WLS-SPI の統合方法については、 『Application Server Report Pack User Guide』 を参照し

て ください。

HP OpenView Performance Manager: OVPM は、 WLS-SPI メ ト リ ッ クのグラフ作成機能を提供

します。 HP OpenView Operations に組み込まれている  OVPM のバージ ョ ンとは異なり ます。

OVPM への WLS-SPI の統合方法については、 77 ページの 「HP OpenView Performance Manager と
の統合」 を参照して ください。OVPM に WLS-SPI を統合する と、翌日からグラフを使用できます。
71



CODA の使用方法

WLS-SPI は OpenView Performance Agent (OVPA または MeasureWare Agent) を使用しているかど

うかを検出できます。 使用している場合は WLS-SPI のインス トールに自動的に使用されます。

OVO 7.x に添付されている  HP OpenView Operations のサブエージェン ト  (CODA) を使用する場合

は、 管理対象ノードを設定する必要があ り ます。 この設定は OVPA をサポート していないこ とに

注意して ください。

CODA を使用するには、 nocoda.opt とい う名前の空のファ イルを設定し、 管理対象ノードに保

存します。

1 管理対象ノード上の以下のディ レク ト リに nocoda.opt ファ イルを作成します。

ディ レク ト リ  dsi2ddf が存在しない場合は、 これを作成します。

2 空のファイルを保存します。

HP OpenView Reporter との統合

Reporter に統合する前に、WLS-SPI を設定する必要があり ます (第 3 章、「WLS-SPI の設定」を参照 )。

WLS-SPI レポート  パッケージをアップグレード する場合、新しいバージョ ンをインスト ールする前

に旧バージョ ンを削除する必要があり ます。WLS-SPI レポート  パッケージの削除方法の詳細につい

ては、 30 ページの 「タスク  13: 新しいレポート  パッケージをインス トールする  ( オプシ ョ ン )」 を
参照してく ださい。

Reporter が動作する  Windows システムに WLS-SPI レポート  パッケージをインス トールする必要

があ り ます。

1 Windows のク ライアン ト  システムで、 CD-ROM ド ラ イブに Smart Plug-ins CD-ROM ( レポー

ト  パッケージを含むもの ) を挿入し、 Windows エクスプローラ上で、 以下のファイルをダブ

ルク リ ッ ク します。

¥OV_REPORTER¥WEBLOGIC_SPI_A.04.00¥WLSSPI-Reporter.msi

2 表示される指示に従います。

3 Reporter のステータス  ペイン ( 後の図を参照 ) をチェッ クするこ とによって、 Reporter 設定へ

の変更を確認します。

オペレーティング システム ファイルの位置

HP-UX、 Linux、 Solaris /var/opt/OV/conf/dsi2ddf/ 

Windows ¥usr¥ov¥conf¥dsi2ddf¥ 

Windows 2000 の管理対象ノードの場合、 インス トール中に、 インス トーラがシステムに旧

バージ ョ ンのインス トーラを検出したこ と を示すエラー メ ッセージが表示される こ とがあ

り ます。 このメ ッセージは無視してもかまいません。 そのまま続行して ください。
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Reporter Status ペイン  ([Reporter] ウ ィンド ウの一番下 ) には、 実行中のプログラムと発生した

エラーに関する情報が表示されます。 Reporter Status ペインをチェ ッ クする こ とによって、

Reporter が WLS-SPI レポート と と もに更新されたこ とを確認できます。

対象となる ノードに WLS-SPI レポート を割り当てる方法は、 Reporter のヘルプに説明されて

います。 ヘルプを表示するには、 Reporter のメ イン ウ ィ ンド ウの左側のパネルの [ レポート ]
または [ 検出されたシステム ] を選択し右ク リ ッ ク します。表示されたサブメニューから  [ レ
ポート  ヘルプ ] または [ 検出されたシステム ヘルプ ] を選択します。 「[ 検出されたシステム

グループ ] にレポート定義を割り当てるには」 の項を参照して ください。

4 必要に応じて、 レポート を割り当てるこ とによ りグループと単一システム  レポート を追加し

ます ( 詳細については、 Reporter ヘルプおよびオンラインの 『コンセプ ト  ガイ ド』 を参照し

て ください )。

WLS-SPI Reporter のレポート

HP OpenView Reporter と  WLS-SPI と の統合によ って利用可能になる レポー ト には、 WebLogic
Server システム上でのサーバーのパフォーマンス と可用性に関する統合されたデータが表示され

ます。 また、 その他のレポートには、 単一システムのデータが表示されます。 これらのレポート
は、 WLS-SPI レポート  パッケージを Reporter の Windows システムにインス トールした翌日から

利用可能とな り ます ( まだレポート  パッケージのインス トールを完了していない場合は、 72 ペー

ジの 「HP OpenView Reporter との統合」 を参照して ください )。

グループと単一システムの WLS-SPI レポートでは、フルネームでシステムを指定する必要が

あ り ます。 たとえば、 abc.xyz.com は受け付けられますが、 abc は受け付けられません。
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以下の表に、 すべての定義済みレポート を示します。

 

表 2 パフォーマンス

レポートのタイ トル 説明

WebLogic の
バージ ョ ン メ ト リ ッ ク

上位 20 のキューの

スループッ ト

すべてのサーバーについての上位 20 の実

行キューの平均スループッ ト を示します。

6.1、 7.0、 8.1 10

上位 20 のサーブレッ ト

平均実行時間

すべてのサーバーについての上位 20 の要

求されたサーブレッ トの平均実行時間を示
します。

6.1、 7.0、 8.1 240

上位 20 のサーブレッ ト

の要求率

上位 20 のサーバーが受信するサーブレッ

トの要求率の合計を示します。

6.1、 7.0、 8.1 242

実行キューのスレッ ド
の使用率

すべてのサーバーの上位 20 の実行キュー

について、 実行キューのスレッ ドの利用率
をパーセン トで表示します。

6.1、 7.0、 8.1 11

上位 20 の平均ト ランザ

クシ ョ ン スループッ ト

上位 20 のサーバーについて、 平均ト ラン

ザクシ ョ ン スループッ ト を示します。

6.1、 7.0、 8.1 76

上位 20 の EJB の
フ リー プール待機率

上位 20 のサーバーについて、 利用可能に

なるまで要求が EJB を待機した 1 分当たり

の回数を示します。

7.0、 8.1 25

上位 20 の EJB の
タイムアウ ト率

上位 20 のサーバーについて、 EJB が利用可

能になるまで待機している間に要求がタイ
ムアウ トになった 1 分当たりの回数を示し

ます。

7.0、 8.1 26

上位 20 の EJB の
ト ランザクシ ョ ン 
スループッ ト

上位 20 のサーバーについて、 EJB の平均ト

ランザクシ ョ ン スループッ ト を示します。

6.1、 7.0、 8.1 35

表 3 可用性

レポートのタイ トル 説明

WebLogic の
バージ ョ ン メ ト リ ッ ク

サーバーの可用性 すべてのサーバーについて、 アップタイムと
ダウンタイムの割合を示す、 日ごとのヒ ス ト
グラムを記載しています。

6.1 2
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表 4 単一システム レポート

レポートのタイ トル 説明

WebLogic の
バージ ョ ン メ ト リ ッ ク

サーバーの可用性の詳細 各 WebLogic Server について、 日ごとおよ

び 1 時間ごとのアップタイム ( 分 ) を示す

スペク トル グラフを記載しています。

6.1 2

JDBC のスループッ ト

および接続の使用率

各 WebLogic Server について、 JDBC 接続

プールの使用率に対するスループッ ト を
チャートで示します。

6.1、 7.0、 8.1 260、 262

JMS サーバー上のバイ ト

数単位のスループッ ト
および使用率

各 WebLogic Server について、 キューの使

用率に対するスループッ ト  (JMS サーバー

上の宛先についてのバイ ト数単位 ) を
チャートで示します。

6.1、 7.0、 8.1 252、 256

JMS サーバー上のメ ッ

セージ件数単位のスルー
プッ トおよび使用率

各 WebLogic Server について、 キューの使

用率に対するスループッ ト  (JMS サーバー

上のメ ッセージ件数単位 ) をチャートで示

します。

6.1、 7.0、 8.1 251、 255

サーバーについての
キューの使用率と
スループッ ト

各 WebLogic Server について、 スレッ ドの

使用率に対するスループッ ト を示します。

6.1、 7.0、 8.1 10、 11

サーバーについての上位 
20 のサーブレッ ト要求率

日ごとの上位 20 のサーブレッ トについて

の要求率 ( 秒単位の要求 ) のスタ ッ ク  エリ

ア チャートおよび各 WebLogic Server につ

いての上位 100 のサーブレッ トについての

データの表を示します。

6.1、 7.0、 8.1 242

サーバーについての
ト ランザクシ ョ ン 
スループッ ト

各 WebLogic Server について、 日ごとの平

均ト ランザクシ ョ ン  スループッ ト を示し

ます。

6.1、 7.0、 8.1 76

ト ランザクシ ョ ン ロール

バッ ク  タイプ

各 WebLogic Server について、 エラー タイ

プごとの ト ランザクシ ョ ン  ロールバッ ク

を示します。

6.1、 7.0、 8.1 72-75

上位 20 のステート フル 
EJB とエンティティ  EJB 
のキャ ッシュ使用率

各 WebLogic Server について、 上位 20 の 
EJB についての EJB キャ ッシュ使用率を

パーセン トで示します。

7.0、 8.1 238
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WLS-SPI OVPI のレポート

HP OpenView Performance Insight と  WLS-SPI と の統合によ って利用可能になる レポー ト には、

WebLogic Server システム上でのサーバーのパフォーマンス と可用性に関する統合されたデータ

が表示されます。 WLS-SPI レポー ト の詳細と、 OVPI への WLS-SPI の統合方法については、

『Application Server Report Pack User Guide』 を参照して ください。

以下の表に、 すべての定義済みレポート を示します。

レポートのタイ トル 説明 メ ト リ ッ ク

サーバーの可用性 —
スループッ ト

サーバー可用性チャートは、 アプリ ケーシ ョ ン  サーバー
の可用性のステータスを時間、 日、 月単位で表します。
ト ランザクシ ョ ン スループッ ト  チャートは、 アプリ
ケーシ ョ ン サーバーで毎秒処理される ト ランザクシ ョ ン
数を表示します。

2、 76

EJB プール使用率 EJB プールの使用率 235

JDBC スループッ ト —
使用率

接続プールの JDBC 接続のうち、 使用可能な接続の割合
と、 接続プールの接続を使用する  1 秒当たりのク ライア
ン ト数

260、 262

準リ アルタイム サーバー
可用性

過去 6 時間のサーバーのステータス 2、 76

サーブレッ トの要求率 —
応答時間

サーブレッ トの要求率は、 1 秒当たりのサーブレッ トの
要求数を示します。 サーブレッ トの応答時間チャート
は、 各サーブレッ トの平均実行時間を示します。

240、 242

EJB キャ ッシュ使用率 キャ ッシュ内の EJB の使用率 238

EJB ト ランザクシ ョ ン 
レポート

EJB フ リー プール待機率は、 フ リー プールからステート
レスな Session Bean を利用できなかった 1 分当たりの回
数を示します。 EJB ロード  タイムアウ ト率は、 EJB の待
機中にク ライアン トがタイムアウ ト した回数を示しま
す。 EJB ト ランザクシ ョ ン  スループッ トは、 1 秒当たり
の EJB ト ランザクシ ョ ンの数を示します。

25、 26、 35

実行キュー スループッ ト
— 使用率

実行キュー スループッ ト率は、 実行キューで 1 秒当たり
に処理された要求の数を示します。 キュー使用率チャー
トは、 サーバーの実行キューで使用されたスレッ ドの割
合を示します。

10、 11

JMS スループッ ト —
使用率

JMS スループッ ト  レポートは、 JMS を通過した 1 秒当た
りのメ ッセージ数およびバイ ト数を示します。 JMS 使用
率レポートは、 JMS キューの使用率を メ ッセージ数およ
びバイ ト数に基づいて示します。

251、 252、
255、 256

準リ アルタイム実行
キュー スループッ ト —
使用率

過去 6 時間の実行キューのスループッ トおよび使用率の
傾向

10、 11

サーバー ト ランザクシ ョ
ン ロールバッ ク

リ ソース、 アプ リ ケーシ ョ ン、 タイムアウ ト、 システム  
エラーが原因でロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの
割合

72 - 75
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HP OpenView Performance Manager との統合

WLS-SPI を  OVPM に統合するには、 以下の手順を実行します。

1 WLS-SPI をインス トールし、 設定します。 33 ページの 「タスク  1: 管理サーバーを設定して 
Web ブラウザを起動する」 が完了しているこ とを確認します。 さ らに、 GRAPH_URL プロパ
ティを設定したこ とを確認します。 GRAPH_URL プロパティの詳細については、 153 ページの
「プロパティの定義」 を参照して ください。

2 WLS-SPI グラフ作成パッケージをアップグレードする場合、 新しいバージ ョ ンをインス トー
ルする前に旧バージ ョ ンを削除する必要があ り ます。 WLS-SPI グラフ作成パッケージの削除
方法の詳細については、 31 ページの 「タスク  14: 新しいグラフ作成パッケージをインス トー
ルする  ( オプシ ョ ン )」 を参照して ください。

3 グラフ作成パッケージをインス トールします。

OVPM を実行している  Windows システムで、 以下の手順を実行します。

a CD-ROM ド ラ イブに Smart Plug-ins CD-ROM ( レポート  パッケージを含むもの ) を挿入し、
Windows エクスプローラ上で、 以下のファイルをダブルク リ ッ ク します。

¥OV_PM¥WEBLOGIC_SPI_A.04.00¥WINDOWS¥HPOvSpiWlsGc-4.00.000.msi

b 表示される指示に従います。

OVPM を実行している、 OVO 管理サーバー以外の HP-UX システムの場合は、 以下の手順を
実行し ます (OVPM が OVO 管理サーバーにイ ン ス ト ールされている場合、 フ ァ イルの
swinstall は SPI ソフ ト ウェアのインス トール時にすでに実行されています )。

a Smart Plug-ins CD-ROM ( グラフ作成パッケージを含むもの ) をマウン ト し、以下のコマン
ドを入力します。

swinstall -s <mount_point>/OV_PM/WEBLOGIC_SPI_A.04.00/HPUX/
HPOvSpiWlsGc-4.00.000.sdtape WLSSPI-GRAPHS

OVPM を実行している、OVO 管理サーバー以外の Solaris システムの場合は、以下の手順を実
行します (OVPM が OVO 管理サーバーにインス トールされている場合、 フ ァ イルのインス
トールは SPI ソフ ト ウェアのインス トール時にすでに行われています )。

a Smart Plug-ins CD-ROM ( グラフ作成パッケージを含むもの ) をマウン ト し、以下のコマン
ドを入力します。

/usr/sbin/pkgadd -d <mount_point>/OV_PM/WEBLOGIC_SPI_A.04.00/SOLARIS/
HPOvSpiWlsGc-4.00.000.sparc all

4 WebLogic Server メ ト リ ッ クのグラフを作成するには、 データ  ソース名 
WLSSPI_RPT_METRICS を使用します。

グラフの表示方法については、 OVPM のドキュ メン ト を参照して ください。 グラフは統合の翌日
から使用できます。

データ  ソースの説明

WLS-SLI によって収集されたメ ト リ ッ クは WLSSPI_RPT_METRICS データ  ソースに格納され、グ
ラフ化するこ とができます。 値を表示して ト レンドの分析に使用できます。

ク ラス WLSSPI_RPT_METRICS

列 属性

1 INTERVAL
2 METRICID
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警告通知条件を示すグラフの表示

WLS-SPI は、 グラフ作成という目的のために、 タイプ別にメ ト リ ッ クを整理しています。 この後

の項の表に示すメ ト リ ッ クについてのメ ッセージが生成される と、 そのメ ト リ ッ ク値とその他の
メ ト リ ッ ク値のチャート を表示できます。

警告通知条件 (オペレータ起動アクシ ョ ンが WLS-SPI モニター テンプレート を用いて定義されて

います ) に関連するグラフを表示するには、 以下の手順を実行します。

1 OVO メ ッセージ ブラウザでメ ッセージをダブルク リ ッ ク します。

2 [ メ ッセージ詳細 ] ウ ィンド ウで、 [ アクシ ョ ン起動 ] ボタンを選択します。

結果と して行われるアクシ ョ ンによ り、 メ ト リ ッ クの WLS-SPI グラフが表示されます。 このグラ

フはそのメ ト リ ッ クの値を、 同一グループ内の他のメ ト リ ッ クの値と と もにチャートにしたもの
です。

過去 / 現在の状態を示すグラフの表示

View Graphs アプ リ ケーシ ョ ンを使用すれば、 利用可能な 4 つのグラフはいずれも、 手動でも生

成できます。

手動でグラフを生成するには、 以下の手順を実行します。

1 OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウ と  [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウを開き

ます。

2 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 グラフを生成する ノードを選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] をダブルク リ ッ ク し、 次のウ ィンド ウで 
[WLSSPI Admin] をダブルク リ ッ ク します。

4 ノードを  View Graphs アプ リ ケーシ ョ ン上にド ラ ッグ & ド ロ ップします。

グラフで利用可能な WLS-SPI メ ト リ ッ ク

以下の表に、 収集されたメ ト リ ッ ク値のマップ可能なグラフを示します。 これらの表に含まれる
メ ト リ ッ クのいずれかを表示する場合は、View Graphs アプリ ケーシ ョ ンを使用してグラフ化でき

ます。 このグラフは Web ブラウザに表示されます。

3 “1”
4 VALUE
5 VALUEID
6 SERVERNAME
7 PREFIX および OBJECTNAME
8 SORTID

列 属性

表 5 JVM

メ ト リ ッ ク番号 / 名前 メ ト リ ッ クの説明

B005_JVMMemUtilPct JVM で使用される ヒープ空間の割合 
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表 6 サーバーのパフォーマンス

メ ト リ ック番号 / 名前 メ ト リ ッ クの説明

B010_ExQueThruRate 1 秒当たりに実行キューで提供される要求数

B011_ExQThrdUtilPct サーバーの実行キューのために使用中であるスレッ ドの割合

B012_ExQueWaitCnt 提供されるまで待機しているク ラ イアン トの要求数

B013_ SocketTrafficRt 1 秒当たりに開かれるソケッ ト接続の数

B014_ActiveSocketCnt 開かれているソケッ ト接続の数

表 7 Enterprise Java Beans (EJB)

メ ト リ ッ ク番号 / 名前 メ ト リ ッ クの説明

B025_EJBPoolWtRtSum フ リー プールから  EJB bean を利用できなかった 1 分当たりの

回数

B026_EJBTimeoutRtSum EJB bean の待機中にク ライアン トがタイムアウ ト した 1 分当た

りの回数

B035_EJBTranThruRt 1 秒当たりの EJB ト ランザクシ ョ ンの数

B036_EJBTranRbRt 1 秒当たりの、 ロールバッ ク される  EJB ト ランザクシ ョ ンの数

表 8 JDBC

メ ト リ ッ ク番号 / 名前 メ ト リ ッ クの説明

B061_JDBCConPlWtCnt 接続プールからの接続を待機しているク ラ イアン トの数

B063_JDBCConLkRtSum ク ローズされていない JDBC 接続と接続プールでの 1 分当たり

の 大アイ ドル時間を超えた JDBC 接続の数

表 9 コネクタ  サービス

メ ト リ ック番号 / 名前 メ ト リ ッ クの説明

B078_CnctrLeakRtSum ク ローズされていないコネクタ接続と接続プールでの 1 分当た

りの 大アイ ドル時間を超えたコネク タ接続の数
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表 10 ト ランザクシ ョ ン

メ ト リ ック番号 / 名前 メ ト リ ッ クの説明

B070_TranAveTime ト ランザクシ ョ ンの平均コ ミ ッ ト時間

B071_TranRollbackPct 合計を基準と した場合の ト ランザクシ ョ ン  ロールバッ クの割合

B072_TranResErrRbPct リ ソース  エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの

割合

B073_TranAppErrRbPct アプリ ケーシ ョ ン  エラーのためロールバッ ク された ト ランザク

シ ョ ンの割合

B074_TranTimErrRbPct タイムアウ ト  エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ

ンの割合

B075_TranSysErrRbPct システム エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの

割合

B076_TranThruRate 1 秒当たりに処理される ト ランザクシ ョ ンの数

B077_TranHeurCnt 経験則による決定を返すト ランザクシ ョ ンの割合

B079_TranCapUtil ト ランザクシ ョ ン容量の利用の割合

表 11 クラスタ

メ ト リ ック番号 / 名前 メ ト リ ッ クの説明

B080_ClsOutMesFailRt ク ラスタに再送される  1 分当たりのマルチキャス ト  メ ッセージ

数

B081_ClsInMesFailRt サーバーによって失われた、 ク ラスタからの 1 分当たりのマル

チキャス ト  メ ッセージ数

表 12 セキュリテ ィ

メ ト リ ック番号 / 名前 メ ト リ ッ クの説明

B085_InvLoginAttCnt 無効なログイン試行の数

表 13 WebLogic Time Service

メ ト リ ッ ク番号 / 名前 メ ト リ ッ クの説明

B091_TimeSerThruRt 1 秒当たりに実行される ト リガーの数
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グラフを生成するオペレータ  アクションを用いて Web ページの表示を開始

Performance Manager のグラフは、 メ ッセージの説明、 プロパティ、 またはメ ッセージ ブラウザで

[ アクシ ョ ン起動 ] をク リ ッ クするこ とによって、ほとんどの WLS-SPI 警告通知メ ッセージから生

成できます。 オペレータ  アクシ ョ ンによ り  Web ブラウザが起動し、 これによ り、 そのメ ッセージ

を生成したメ ト リ ッ ク、 およびそれと関連するその他のメ ト リ ッ クのグラフを表示できます。

日付の範囲の指定

Web ページの表示内で、 1 日、 1 週間、 1 箇月、 または 1 年という日付の範囲を指定できます。 表

示された設定の変更手順については、 オンライン  ヘルプを参照して ください。

統合の例

各 SERVERNAME の METRICID の各 OBJECTNAME をレポートするこ とによって、 データ  ソー

スに格納されているマルチインスタンス  データをグラフ化する方法の例を、 以下に示します。 結

果と して、 すべてのインス タンスのすべてのデータが 1 つのグラ フでレポー ト されます。 各

SERVERNAME のデータを別のグラフで表示するこ と もできます。
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この例では、 OVPM の Java インタフェース  オプシ ョ ンも使用しています。

1 OVPM の [Java インタフェース ] オプシ ョ ンを起動します。 [Performance Manager Java 
Interface] ウ ィ ンド ウが表示されます。

2 [Performance Manager Java Interface] ウ ィンド ウで以下の手順を実行します。

a ウ ィ ンド ウ上部の [ デザイン ] タブをク リ ッ ク し、 次にウ ィンド ウ右側の [ ソース ] タブ

をク リ ッ ク します。

b [ データ  ソース ] テキス ト  ボッ クスの横にある   をク リ ッ ク して、 データ  ソース

(WLSSPI_RPT_METRICS) を選択します。

c [ デフォルトの選択 ] テキス ト  ボッ クスの横にある   をク リ ッ ク して、 データ  ソース

が属する ノードを選択します。
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3 ウ ィ ンド ウ右側の [ 全般 ] タブをク リ ッ ク します。

4 このウ ィンド ウで以下の手順を実行します。

a [ 種類 ] ド ロ ップダウン リ ス トから  [折れ線グラフ ] を選択します。 これで折れ線グラフ

が作成されます。

b [ 表示期間 ] を入力します。

c [ ポイン ト間隔 ] ド ロ ップダウン  リ ス ト を使用して間隔を入力します。

d グラフのキーをアルファベッ ト順に並べ替えたい場合は、[ ラベル ( 名前順 )] をク リ ッ ク

します。
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5 ウ ィ ンド ウ右側の [ メ ト リ ッ ク ] タブをク リ ッ ク し、 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 [ メ ト リ ッ

クの選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

6 [ メ ト リ ッ クの選択 ] ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a WLSSPI_RPT_METRICS データ  ソースの横の [+] をク リ ッ ク してツ リーを展開します。

b [VALUE] の横のチェッ ク  ボッ クスを選択します。

c [OK] をク リ ッ ク します。
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7 [ メ ト リ ッ ク ] タブが選択されたウ ィンド ウに、 VALUE が表示されます。 VALUE が表示さ
れている行を選択し、 [ プロパティ ] をク リ ッ ク します。 [ メ ト リ ッ クのプロパティ ] ウ ィン
ド ウが表示されます。

8 [ メ ト リ ッ クのプロパティ ] ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a [ ラベル ] テキス ト ボッ クスに、 以下を入力します。

— @@SERVERNAME:@@OBJECTNAME ( すべての SERVERNAME を表示するグラフを作成
している場合 ) 

— @@OBJECTNAME (1 つの SERVERNAME を表示するグラフを作成している場合 )

b [ マーカー ] ド ロ ップダウン リ ス ト で、 [ なし ] 以外のマーカーを選択します。

c [ データがない場合 ] ド ロ ップダウン リ ス ト で、 次のよ うに選択します。

— [前の値 ] - データがデータ  ソースから失われている場合、 前の値を使用する

— [ゼロ ] - データがデータ  ソースから失われている場合、 ゼロの値を使用する

d [ フ ィルタ ] テキス ト  ボッ クスの横の  をク リ ッ ク します。 [ メ ト リ ッ ク  フ ィルタ ]
ウ ィ ンド ウが表示されます。

9 [ メ ト リ ッ ク  フ ィルタ ] ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a 初のド ロ ップダウン  リ ス トから  METRICID を選択します。

b 2 番目のド ロ ップダウン  リ ス トから  = を選択します ( まだ選択されていない場合 )。
WLS-SPI で HP OpenView のレポート作成 / グラフ作成の製品を使用 85



c テキス ト  ボッ クスにメ ト リ ッ ク番号 ( たとえば、 11) を入力します。

d [OK] をク リ ッ ク します。

10 [ メ ト リ ッ クのプロパティ ] ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a [ フ ィルタ ] テキス ト  ボッ クスに以下を追加します。

— &&SERVERNAME=@&&OBJECTNAME=@@ - 1 つのグラフですべての SERVERNAME と  
OBJECTNAME の組み合わせを表示したい場合

— &&SERVERNAME=”<server_name>”&&OBJECTNAME=@ - 1 つのグラフに 1 つの 
SERVERNAME と、 マルチインスタンス  メ ト リ ッ クに関連するすべての 
OBJECTNAME を表示したい場合

[ フ ィルタ ] テキス ト  ボッ クスを編集できない場合は、 グラフ  テンプレート  ファ イルで

この項目を編集できます。 詳細については、 87 ページの手順 13 を参照して ください。

b [OK] をク リ ッ ク します。

11 ウ ィ ンド ウ上部の [ 名前を付けて保存 ] をク リ ッ ク します。 [ 名前を付けて保存 ] ウ ィンド ウ

が表示されます。

12 [ 名前を付けて保存 ] ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a [ ファ ミ リ ] テキス ト  ボッ クスにファ ミ リ  ( たとえば、 WLSSPI_Graphs) を入力します。

ファ ミ リ名は、 グラフを編成するためのグループと して使用されます。

b グラフを一意に識別する名前 ( たとえば metric_11) を [ 名前 ] テキス ト  ボッ クスに入力し

ます。

c [ カテゴ リ ] テキス ト  ボッ クスへのテキス トの入力は任意です。

d [OK] をク リ ッ ク します。VPI_GraphsUser<family>.txt と いう 名前のグラフ  テンプレー

ト  ファ イル ( たと えば、 VPI_GraphsUserWLSSPI_Graphs.txt) に情報が保存されます。

このウ ィンド ウの詳細については、 オンライン  ヘルプを参照して ください。
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13 グラフ  テンプレート  ファ イルを編集します。 このファ イルは、 作業中の OVPM インスタン

スのシステムの OpenView データ  ディ レク ト リにあ り ます。 グラフ  ファ イルは以下のよ うな

ものになり ます。

グラフ  テンプレート  ファ イルには、 1 つのグラフの複数のデータ  セッ ト を入れるこ とができ

ます。

a 各グラフの 初のセクシ ョ ンの末尾に SUMFROMRAW: を追加します ( 上記の例では、

SYSTEMNAME: moo1 の後に SUMFROMRAW: を追加します )。 こ うする と、 OVPM はデータ  
ソースからデータを要約するこ とができ、 GUI を使用して追加されなくな り ます。

b 86 ページの手順 10 で [ メ ト リ ッ クのプロパティ ] ウ ィンド ウの [ フ ィルタ ] テキス ト  ボッ

クスを編集できなかった場合は、 FILTER フ ィールドを編集します。

#*********************************************

#* user Defined Graph Templates
#* Last Updated: 07/25/04 04:31_30 AM by [1.2.3.4] moo1
#**********************************************
FAMILY: WLSSPI_Graphs
GRAPH: Metric11

#* OpenView Performance Manager

GRAPHBACKGROUND: None
DATERANGE: 1 day
GRAPHMULTIPLEGRAPHS: Yes
POINTSEVERY: raw
DATASOURCE: mwa
SYSTEMNAME: moo1

CLASS: WLSSPI_RPT_METRICS:WLSSPI_RPT_METRICS
METRIC: VALUE
FILTER: METRICID=11&&SERVERNAME=@&&OBJECTNAME=@
LABEL: @@SERVERNAME:@@OBJECTNAME
COLOR: Auto
MARKER: rectangle
MISSINGDATA: previous
END_GRAPH:

#*---------------------------------------------------
GRAPH: Metric11_2
GRAPHBACKGROUND: None
DATERANGE: 1 day
GRAPHMULTIPLEGRAPHS: Yes
POINTSERVERY: raw
DATASOURCE: mwa
SYSTEMNAME: moo1

CLASS: WLSSPI_RPT_METRICS:WLSSPI_RPT_METRICS
METRIC: VALUE
FILTER: METRICID=11
LABEL: @@SERVERNAME:@@OBJECTNAME
COLOR:Auto
MARKER: rectangle
MISSINGDATA: previous
END_GRAPH:
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c ファ イルを保存します。 グラフ  ファ イルは次のよ うにな り ます。

#*********************************************

#* user Defined Graph Templates
#* Last Updated: 07/25/04 04:31_30 AM by [1.2.3.4] moo1
#**********************************************
FAMILY: WLSSPI_Graphs
GRAPH: Metric11

#* OpenView Performance Manager

GRAPHBACKGROUND: None
DATERANGE: 1 day
GRAPHMULTIPLEGRAPHS: Yes
POINTSEVERY: raw
DATASOURCE: mwa
SYSTEMNAME: moo1

CLASS: WLSSPI_RPT_METRICS:WLSSPI_RPT_METRICS
METRIC: VALUE
FILTER: METRICID=11&&SERVERNAME=@&&OBJECTNAME=@
LABEL: @@SERVERNAME:@@OBJECTNAME
COLOR: Auto
MARKER: rectangle
MISSINGDATA: previous
END_GRAPH:

#*---------------------------------------------------
GRAPH: Metric11_2
GRAPHBACKGROUND: None
DATERANGE: 1 day
GRAPHMULTIPLEGRAPHS: Yes
POINTSERVERY: raw
DATASOURCE: mwa
SYSTEMNAME: moo1

SUMFROMRAW:

END_GRAPH:
MISSINGDATA: previous
MARKER: rectangle
COLOR:Auto
LABEL: @@SERVERNAME:@@OBJECTNAME
FILTER: METRICID=11&&SERVERNAME=@&&OBJECTNAME=@
METRIC: VALUE
CLASS: WLSSPI_RPT_METRICS:WLSSPI_RPT_METRICS

SUMFROMRAW:
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14 [Performance Manager Java Interface] ウ ィンド ウで [表示 ] タブをク リ ッ ク します。

15 このウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a [ ソース ] テキス ト  ボッ クスの下のウ ィンド ウで、データ  ソースが属するサーバーに移動

します。

b [ グラフ ] ウ ィ ンド ウで、 グラフのファ ミ リに移動し、 作成したグラフを選択します。

c [表示期間 ] ダイアログ  ボッ クスと  [ポイント 間隔 ] テキスト  ボッ クスに情報を入力します。
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d [ 表示 ] をク リ ッ ク します。 グラフが表示されます。

16 SPI からグラフ作成を有効にします。

a OVO コンソールから、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウを開き、 グラフ作成を有効にしたいノー

ドまたはノード  グループを選択します。

b [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウを開きます。

c [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] を選択します。

d [UDM Graph Enable] をダブルク リ ッ ク します。

[ デザイン ] タブからグラフを編集した場合は、 SUMFROMRAW: エン ト リがグラフ  テンプレート

ファ イルから削除されます。グラフ  テンプレート  ファ イルを編集して、このエン ト リ を再入力す

る必要があ り ます。
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6 基本的なト ラブルシューティングと
エラー メ ッセージ
Self-Healing Info アプリケーシ ョ ンの使用

望ましいト ラブルシューテ ィング方法 : 次の HP サポート  サイ トから利用可能な相互参照機能に
よ り、 ト ラブルシューティング情報が強化されています。
http://support.openview.hp.com/self_healing.jsp 
このサイ トから利用可能な情報および検索機能にアクセスするには、 まず HP サポート契約の追
加の利点である、 セルフ ヒーリ ング サービス  ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをダウンロード して設
定しておく必要があ り ます。セルフ ヒーリ ング サービスの web サイ トへのリ ンクが自動的に設定
され、 そこでご自分の SPI の問題と同様の問題や解決法を突き合わせて、 ト ラブルシューティン
グの効率を高めるこ とができます。 このソフ ト ウェアのダウンロード、 設定、 使用方法、 および
HP Web サイ ト  サポート  サービスへの自動リ ンクに関する詳細については、 『HP OpenView Smart
Plug-ins CD for OpenView Operations for UNIX Installation Guide』 の 「The Self-Healing Services Client
Software」 の項を参照して ください。

別のト ラブルシューテ ィング方法 : セルフ ヒーリ ング サービスがノードにインス トールおよび設
定されていない場合は、 Self-Healing Info アプ リ ケーシ ョ ンを使用するこ とができます。 こ
のアプリ ケーシ ョ ンも  SPI ト ラブルシューティング データを収集し、 ファ イルに保存します。 そ
のファ イルを  HP サポートに提出して、 支援を受けるこ とができます。 このアプ リ ケーシ ョ ンの
使用方法の詳細については、 178 ページの 「Self-Healing Info」 を参照して ください。

検出プロセスのト ラブルシューティング

問題 : WLSSPI Discovery テンプレートが、 WLS-SPI 設定の検出と更新を自動的に行いません。

解決策 :

1 検出されない管理対象ノードのメ ッセージ ブラウザでエラーの有無を確認します。 エラー 
メ ッセージが表示されていれば、 その指示に従います。

2 WebLogic アプ リ ケーシ ョ ン サーバーが管理対象ノードにインス トールされているこ とを確
認します。 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーがインス トールされていない場合、 アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーをインス トールし、 第 3 章、 「WLS-SPI の設定」 に一覧表示されている設定タスクを
実行します。

3 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン  サーバーのステータスを確認します。アプリ ケーシ ョ ン  サーバー
が動作している必要があ り ます。詳細については、 37 ページの 「タスク  1 : アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーのステータスを確認する」 を参照して ください。

Self-Healing Info アプリ ケーシ ョ ンによって作成されるファ イルは、 一部の Windows 管理対

象ノードでは隠しファ イルになる場合があ り ます。 ファ イルが表示されない場合は、 Windows エ
クスプローラを開き、 [ ツール ] メニューから  [ フォルダ オプシ ョ ン ] を選択して ください。

[ 表示 ] タブをク リ ッ ク します。 [ ファ イルとフォルダの表示 ] の下の [ すべてのファイルとフォ

ルダを表示する ] を選択して ください。
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4 LOGIN/PASSWORD プロパティが設定されているこ と と、 設定された WebLogic ユーザーに正し
い権限があるこ とを確認します。 詳細については、 第 3 章、 「WLS-SPI の設定」 を参照して く
ださい。

5 Windows 管理対象ノードに、 HKEY_LOCAL_MACHINE¥¥Software¥¥BEA 
Systems¥¥BEAHOMELIST レジス ト リ  キーが存在しない場合、 これを設定するか、 ファ イル 
%SystemDrive%¥BEA¥beahomelist を作成するか、 またはこの管理対象ノード用に 
BEA_HOME_LIST プロパティを設定します。

6 Java のホーム ディ レク ト リ を確認します (93 ページの 「Java ホーム  ディ レク ト リの確認」 を
参照 )。

7 WebLogic Server 7.0 または WebLogic Server 7.0 SP1 を実行していて、 ド メ イン設定ファ イル 
( たとえば config.xml) をデフォルト  ディ レク ト リに保存しなかった場合は、 以下の手順の
いずれかを実行し ます ( デフォル ト  ディ レ ク ト リ は <BEA_Home_Dir>/user_projects/
<WebLogic_Domain_X>/ です。 こ こで、 <BEA_Home_Dir> は、 registry.xml ファ イルのあ
るディ レク ト リ )。

• Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンを使用して、 手動でサーバーを設定します。 または、
以下の手順を実行します。

• Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンを使用して、 手動で ADMIN_PORTS ( ド メ イン設定ファ
イルに一覧表示されている  WebLogic Admin サーバーのポート番号 ) を設定します。 それ
らの WebLogic Admin サーバーが動作している ノードに対してグローバルの LOGIN と  
PASSWORD を設定する必要があ り ます。

8 WebLogic Server 7.0 SP2 以上を実行していて、ド メ イン設定ファ イル ( たとえば、config.xml)
をデフォルト  ディ レク ト リに保存しなかった場合は、 以下の手順のいずれかを実行します 
( デフォルト  ディ レク ト リは <BEA_Home_Dir>/user_projects/domains/
<WebLogic_Domain_X>/ です。 こ こで、 <BEA_Home_Dir> は、 registry.xml ファ イルのあ
るディ レク ト リ )。

• Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンを使用して、 手動でサーバーを設定します。 または、
以下の手順を実行します。

• Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンを使用して、 手動で ADMIN_PORTS ( ド メ イン設定ファ
イルに一覧表示されている  WebLogic Admin サーバーのポート番号 ) を設定します。 それ
らの WebLogic Admin サーバーが動作している ノードに対してグローバルの LOGIN と  
PASSWORD を設定する必要があ り ます。

9 同一のシステムで WebLogic Server 6.1 と  8.1 を実行中の場合、HOME プロパティを設定します。

10 UNIX 管理対象ノードで、 BEA_HOME_LIST および HOME_LIST のディ レク ト リ  パス名にス
ペースが含まれていないこ とを確認します。 現時点では、 検出プロセスはディ レク ト リ名の
中のスペースをサポート していません。

11 Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンが動作していないこ とを確認します。設定にアクセスできる
プロセスは 1 時点で 1 つだけです。 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンが動作している場合は、
設定 ( 検出プロセスなど ) にアクセスする必要のある他のプロセスは、この設定が利用可能に
なるまで停止します。

12 OVO 管理サーバーが重複メ ッセージを抑制しているかど うかを確認します。

a OVO コンソールから、 [ アクシ ョ ン ] → [ サーバ ] → [ 設定 ] を選択します。 [ 管理サーバ
の設定 ] ウ ィンド ウが表示されます。

b [ 重複メ ッセージの除外と計数 ] チェッ ク  ボッ クスを探します。このチェッ ク  ボッ クスが
選択されている場合は、 選択解除します。

13 OVO 管理サーバーを再起動します。

a [ ファイル ] → [終了 ] を選択して、 動作しているすべての OVO GUI を停止します。
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b OVO 管理サーバー プロセスを停止します。 次のコマンドを入力します。
/opt/OV/bin/ovstop opc ovoacomm

c すべての OVO 一時ファイルを削除します。 すべての保留メ ッセージ ( データベースに保
存されていないメ ッセージ ) とすべての保留アクシ ョ ン ( 自動アクシ ョ ン、 オペレータ起
動アクシ ョ ン、予定されているアクシ ョ ン、およびコマンド  ブロードキャス ト ) は失われ
ます。 次のコマンドを入力します。
rm -f /var/opt/OV/share/tmp/OpC/mgmt_sv/*

d OVO 管理サーバー プロセスを再起動します。 次のコマンドを入力します。
/opt/OV/bin/OpC/opcsv -start
/opt/OV/bin/OpC/opcsv -status

e OVO GUI を再起動します。 次のコマンドを入力します。
opc

問題 : WLSSPI Discovery テンプレートが、 誤った情報を設定に追加しています。

解決策 :

1 LOGIN と  PASSWORD が正しいこ とを確認します。 詳細については、 37 ページの 「タスク  2 : 
WebLogic Server ユーザーを設定する」 を参照して ください。

2 Java のホーム ディ レク ト リ を確認します。詳細については、 93 ページの 「Java ホーム  ディ レ
ク ト リの確認」 を参照して ください。

3 設定を更新し、 設定エディ タの [AUTO_DISCOVER] チェッ ク  ボッ クスを選択解除するこ とに
よって、 WLSSPI Discovery テンプレートが設定情報に上書きしないよ うにします。

Java ホーム ディ レク ト リの確認

WLSSPI Discovery テンプレート を正常に使用するには、 Java のホーム ディ レク ト リ を (Windows
と  UNIX の両方の管理対象ノード上で ) 正し く設定する必要があ り ます。

Discovery テンプレートはこの情報を検索しますが、 この情報を検出できない場合、 またはその情
報が正確でない場合には、 Discovery テンプレートは完全には機能しません。

Discovery テンプレート を実行したい各管理対象ノード上で、以下のいずれか 1 つが正しいこ とを
確認します (Discovery テンプレートによる優先順位順に記載 )。

• 設定の中で、 JAVA_HOME が正し く定義されているこ と。 設定を編集 / 表示するには、 以下に
示すよ うに Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンを実行します。

a OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウのノードを選択します。

b [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

c [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Config
WLSSPI] を選択します。 ( 項目が表示されない場合は、 [ マップ ] → [ 再ロード ] を選択
します。 )

d [Introduction] ウ ィ ンド ウが表示されます。

[Next] を選択します。

e 設定エディ タで、 JAVA_HOME プロパティを設定します。 設定エディ タの使用方法につい
ては、 143 ページの 「設定エディ タの使用法」 を参照して ください。

f [Save] を選択して、 設定に加えた変更を保存します。 変更を一度保存したら、 自動的に
元に戻すこ とはできません。

g [Finish] または [Next] を選択するこ とによってあらゆる変更を保存し、 エディ タを終了
します。
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[Next] を選択すると 、 [Confirm Operation] ウィ ンド ウが表示されます。 [OK] を選択します。

h JAVA_HOME プロパティが追加または編集された管理対象ノード上の Discovery アプ リ
ケーシ ョ ンを実行します。 Discovery アプ リ ケーシ ョ ンを実行する と、 サービス  マップが
更新されます。

• Java が各 BEA ホーム ディ レク ト リ  ( ファ イル beahomelist に記載されている各ディ レク ト
リ ) にインス トールされているこ と。

• JAVA_HOME システム変数が正し く定義されているこ と。

Windows の管理対象ノードで、 以下の手順を実行します。

a [スタート ] → [設定 ] → [ コン ト ロール パネル ] を選択します。

b [システム ] をダブルク リ ッ ク します。

c [詳細 ] タブを選択します。

d [環境変数 ] を選択します。

e [ システム環境変数 ] のリ ス ト をスク ロールします。 JAVA_HOME の値を確認します。
JAVA_HOME が存在しない場合、 この変数が定義されていません。

UNIX の管理対象ノードで、 以下の手順を実行します。

a echo $JAVA_HOME と入力します。

出力を確認します。 出力が返されない場合、 JAVA_HOME が定義されていません。

設定のト ラブルシューティング

問題 : WLS-SPI 設定に記載されている  WebLogic 管理サーバーについての情報に欠落があるかま
たは不正確です。

解決策 : LOGIN と  PASSWORD が正しいこ とを確認します。 詳細については、 37 ページの 「タスク
2 : WebLogic Server ユーザーを設定する」 を参照して ください。 これが、 リモート  ノード上で動
作している  (OVO 管理対象ノード上で動作していない ) WebLogic 管理サーバーについての情報が
誤っている場合の も一般的な理由です。

問題 : WLSSPI Discovery テンプレートが、 設定に不正確な情報を上書きします。

解決策 : 設定を更新し、 設定エディ タの [AUTO_DISCOVER] チェッ ク  ボッ クスを選択解除するこ
とによって、 WLSSPI Discovery テンプレートが設定情報に上書きしないよ うにします。

問題 : サーバーが実行されているのに、Server status is unknown (down) とい う メ ッセージ
がメ ッセージ ブラウザに表示されます。

解決策 : PORT、PROTOCOL、PASSPHRASE の各プロパティを正し く設定しているこ とを確認します。

• PROTOCOL が t3 ( 非 SSL の場合 ) または t3s (SSL の場合 ) のいずれかの値に設定されているこ
とを確認します。

• アプ リ ケーシ ョ ン サーバーが SSL を使用している場合は、 PORT が有効な SSL ポート番号に
設定されていて、 PROTOCOL が t3s に設定されているこ とを確認します。

[Cancel] を選択して設定に変更を加えた場合、 それらの変更は管理サーバー上の設定に

残り ます。 選択した管理対象ノードの設定に変更を加えるには、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド

ウでそれらのノードを選択し、 Discovery アプ リ ケーシ ョ ンを起動し、 設定エディ タで 
[Next] を選択してから  [OK] を選択します。
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• アプ リ ケーシ ョ ン サーバーが SSL を使用していない場合は、 PORT が有効な非 SSL ポート番
号に設定されていて、 PROTOCOL が t3 に設定されているこ とを確認します。

• キース ト アにパスワードが定義されている場合は、 誤入力されている可能性もあるため、
PASSPHRASE を リセッ ト して ください。

アプリケーシ ョ ンのト ラブルシューティング

問題 : 「Default Server」 サーバーについて設定変数 SERVER<n>_START_CMD が欠けています。

解決策 : Start WebLogic アプリ ケーシ ョ ンを正常に実行できるよ うにするには、START_CMD プロパ
ティ と  USER プロパティを設定する必要があ り ます。Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンを使用して
これらのプロパティを設定します。このアプリ ケーシ ョ ンの詳細については、174 ページの「Config
WLSSPI」 を参照して ください。

問題 : 「Default Server」 サーバーについて設定変数 SERVER<n>_STOP_CMD が欠けています。

解決策 : Stop WebLogic アプリ ケーシ ョ ンを正常に実行できるよ うにするには、 STOP_CMD プロパ
ティ と  USER プロパティを設定する必要があ り ます。Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンを使用して
これらのプロパティを設定します。このアプリ ケーシ ョ ンの詳細については、174 ページの「Config
WLSSPI」 を参照して ください。

エラー メ ッセージ

この項では、 WebLogic Server 自体の動作状況ではな く、 Smart Plug-in for BEA WebLogic Server
(WLS-SPI) の動作状況に関して検出された、 エラー メ ッセージに関する詳細情報について説明し
ます。 こ こで説明するエラーメ ッセージはすべて WLSSPI メ ッセージグループ内のメ ッセージの
日本語訳です。 実際のソフ ト ウェアでは英語で表示されます。

次の図のメ ッセージは、 初のメ ッセージ以外は WLS-SPI の動作状況に関してのエラーや警告で
す。 これらのエラーは、 WLSSPI メ ッセージグループに属している と認識されます ( 以下の図の
MsgGroup 列を参照 )。

どの問題についても、 新のエラー メ ッセージのみが表示されます ( 古いエラー メ ッセージは自
動的に受諾されます )。 このよ うにして、 メ ッセージ ブラウザに表示されるエラー メ ッセージの
数を減らしています。
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WASSPI-1

WASSPI-2

説明 ロ ッ ク  ファ イル <filename> を作成するこ とができません。 ファ イルはすでに存在します。

重要度 危険

指示文 原因

一時ロ ッ ク  ファ イルは、 複数の WLS-SPI データ  コレク タ  プロセスが同じデータ  ファ イルにア

クセスしよ う と して起こる衝突を避けるために使用されます。 このエラーは、 ファ イルがすでに
存在するために、 アクセスを数回試行してもロ ッ ク  ファ イルを作成できない場合に発生します。

処置

同じ名前のファイルがすでに存在する場合、 このファ イルは WLS-SPI データ  コレク タを前回実

行したと きに削除されていません。 手動で削除する必要があ り ます。

説明 SPI 設定にアクセスできません。

重要度 危険

指示文 原因

WLS-SPI 設定ファイルが見つからなかったか、 またはアクセスできませんでした。 ファ イルが存

在しないか、 またはファイルの読み取りに問題があ り ます。

処置

1 WLS-SPI データ  コレク タを実行するコレクタ  テンプレートが、 コマンド行の正しいディ レク
ト リ を指定しているこ とを確認します。 オプシ ョ ン  
-Dwasspi.config.dir=<configDirectory> が、 データ  コレク タのコマンド行の呼び出し
で指定される必要があ り ます。 設定ディ レク ト リ  <configDirectory> については、 139 ペー
ジの 「管理対象ノードのファ イルの位置」 を参照して ください。

2 WLS-SPI 設定ファイル SiteConfig と  SPIConfig は手順 1 のコマンド行で指定されたディ レ
ク ト リにあ り ます。 このディ レク ト リにない場合は、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] 
→ [WLSSPI Admin] ウ ィンド ウからアクセスして、 Config WLSSPI を実行し、 これらのファ
イルを再インス トールします。

3 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原
因を特定します ( たとえば、 I/O 例外 )。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI 
Admin] ウ ィンド ウからアクセスする  View Error File アプ リ ケーシ ョ ンを使用して管理対象
ノードの WLS-SPI エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプ
で識別できます。
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WASSPI-3

説明 コマンド行を解析している と きにエラーが発生しました。

重要度 危険

指示文 原因

WLS-SPI データ  コレク タ  コマンド行が、 コレク タ  テンプレートで誤って指定されています。

処置

1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 データ  コレク タ  
コマンド行の構文エラーを特定します。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI 
Admin] ウ ィンド ウからアクセスする  View Error File アプ リ ケーシ ョ ンを使用して管理対象
ノードの WLS-SPI エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプ
で識別できます。

2 WLS-SPI に出荷時から含まれているコレク タ  テンプレートにエラーが発生した場合は、
WLS-SPI を再インス トールします。

3 WLS-SPI に出荷時は含まれていなかったコレクタ  テンプレートにエラーが発生した場合は、
誤ったコマンド行を含むコレク タ  テンプレート を修正します。 WLS-SPI データ  コレク タ  コ
マンド行の詳細については、 55 ページの 「パラ メータを用いて WLS-SPI コレク タ / アナライ
ザのコマンドを使用」 を参照して ください。
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WASSPI-4

WASSPI-5

説明 メ ト リ ッ ク定義でエラーが発生しました。

重要度 危険

指示文 原因

WLS-SPI データ  コレク タは、 メ ト リ ッ ク定義 XML ドキュ メン ト を読み取れませんでした。 この

エラーは、 設定プロパティの欠落、 I/O エラー、 XML 解析エラー、 ファ イルの欠落、 または直列

化データ  ファ イルの破損によって起こ り ます。

処置

1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原
因を特定します。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィンド ウから
アクセスする  View Error File アプ リ ケーシ ョ ンを使用して管理対象ノードの WLS-SPI エラー 
ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプで識別できます。

2 UDM_DEFINITIONS_FILE プロパティが WLS-SPI 設定から欠落している場合は、 WLS-SPI を
再インス トールして、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウ
からアクセスする  Config WLSSPI  アプリ ケーシ ョ ンを実行します。

3 問題が WLS-SPI に出荷時から含まれている メ ト リ ッ ク定義ファイル 
(MetricDefinitions.xml) にある場合は、 WLS-SPI を再インス トールします。 [ 登録アプリ
ケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  Config WLSSPI 
アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

4 問題が WLS-SPI に出荷時は含まれていなかったユーザー定義メ ト リ ッ ク定義ファイルにある
場合は、 この XML ファ イルが MetricDefinitions.dtd の仕様に従っているこ とを確認し
ます。 ユーザー定義メ ト リ ッ クの作成の詳細については 『HP OpenView Smart Plug-in User 
Defined Metrics User Guide』 を参照して ください。 独自に作成したユーザー定義メ ト リ ッ ク定
義ファ イルを再インス トールします。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI 
Admin] ウ ィンド ウからアクセスする  Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行して、 SPI 設
定の UDM_DEFINITIONS_FILE プロパティが正し く指定されているこ とを確認します。

5 根本的なエラーが ClassNotFound である場合は、 内部エラーです。 HP のサポート担当者へ
報告してください。

説明 メ ト リ ッ ク  <metric_number> を処理している と きにエラーが発生しました。

重要度 重要警戒

指示文 原因

データの収集または指定されたメ ト リ ッ クの計算をしよ う と してエラーが発生しました。

処置

WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因

を特定します。 このエラー メ ッセージの前のエラー メ ッセージに問題の詳細が表示されていま

す。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィンド ウからアクセスする  
View Error File アプリ ケーシ ョ ンを使用して管理対象ノードの WLS-SPI エラー ログを表示でき

ます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプで識別できます。
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WASSPI-6

WASSPI-7

説明 必要なプロパティ  <property_name> が WLS-SPI の設定から欠落しています。

重要度 重要警戒

指示文 原因

必要なプロパティが WLS-SPI の設定から欠落しています。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  
Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。 この管理対象ノード上の WebLogic Server 
に正しいサーバー情報を指定しているこ とを確認します。

2 プロパティが、 問題になっている管理対象ノード上の WLS-SPI の設定ファイル (UNIX プラ ッ
ト フォーム上では /var/opt/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig または /var/opt/OV/
conf/wls/SiteConfig、 Windows プラ ッ ト フォーム上では /usr/OV/wasspi/wls/conf/
SiteConfig) で正し く指定されているこ とを確認します。

説明 サーバー <server_name> (url=<URL>、 port=< ポート >) に接続できません。

重要度 重要警戒

指示文 原因

指定されたサーバーは、 指定されたポートで動作していません。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  
Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。 管理対象ノード上の WebLogic Server につ
いて正しいサーバー名とポート情報を指定しているこ とを確認します。

2 SERVER<n>_NAME プロパティ と  SERVER<n>_PORT プロパティが問題になっている管理対象
ノード上の WLS-SPI の設定ファ イル (UNIX プラ ッ ト フォーム上では /var/opt/OV/wasspi/
wls/conf/SiteConfig または /var/opt/OV/conf/wls/SiteConfig、 Windows プラ ッ ト
フォーム上では /usr/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig) で正し く指定されているこ とを
確認します。

3 WebLogic Server がその管理対象ノード上で動作しているこ とを確認します。
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WASSPI-8

WASSPI-9

説明 ファ イル <file_name> にグラフ作成データまたはレポート作成データを保存している と きにエ

ラーが発生しました。

重要度 危険

指示文 原因

指定されたグラフ作成データ  ファ イルまたはレポート作成データ  ファ イルが見つからなかった

か、 またはファイルへアクセスしよ う と して I/O エラーが発生しました。

処置

1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原
因を特定します。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィンド ウから
アクセスする  View Error File アプ リ ケーシ ョ ンを使用して管理対象ノードの WLS-SPI エラー 
ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプで識別できます。

2 ステップを特定して、 問題を再現します。

3 ト レース記録をオンにして ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ
ンド ウからアクセスする  Start Tracing アプ リ ケーシ ョ ンを使用 )、 問題を再現します。 利用
可能なアプリ ケーシ ョ ンの詳細については、 16 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。

ト レース記録情報は、 /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/trace.log ( アーカイブ ファ イル
には 3 桁の数値が filename に追加されます ) に保存されます。 こ こで、 /<OvAgentDir>/ は
通常、 /var/opt/OV/ です。

4 前のステップで収集した情報を  HP のサポート担当者に連絡してください。

説明 プロパティ  <property_name> を検索できません。

重要度 危険

指示文 原因

必要なプロパティが WLS-SPI の設定ファイルの 1 つから欠落しています。

処置

1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 欠落しているプロ
パティを特定します。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウ
からアクセスする  View Error File アプリ ケーシ ョ ンを使用して管理対象ノードの SPI エラー 
ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプで識別できます。

2 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。 問題になっている管理対象ノード上
の WebLogic Server について正しい情報を指定しているこ とを確認します。

3 欠落しているプロパティが、 問題になっている管理対象ノード上の WLS-SPI の設定ファイル 
(UNIX プラ ッ ト フォーム上では /var/opt/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig または 
/var/opt/OV/conf/wls/SiteConfig、 Windows プラ ッ ト フォーム上では /usr/OV/
wasspi/wls/conf/SiteConfig) で正し く指定されているこ とを確認します。
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WASSPI-10

WASSPI-11

説明 ファ イル <filename> へのアクセスで問題が発生しました。

重要度 危険

指示文 原因

指定されたファイルは見つからないか、 作成できないか、 またはアクセスできません。 このファ
イルは一時ファイルの可能性があ り ます。

処置

1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題になっている
ファ イルと問題の根本的な原因を特定します。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → 
[WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  View Error File アプ リ ケーシ ョ ンを使用して
管理対象ノードの WLS-SPI エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイム
スタンプで識別できます。

2 一時ファイルを作成するために十分なディ スク領域があるこ とを確認します。

説明 WLS-SPI の設定ファ イルで、 サーバーは指定されていません。

重要度 重要警戒

指示文 原因

問題になっている管理対象ノードの WLS-SPI の設定で指定されている  WebLogic Server の数は 0 
です。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。 管理対象ノード上の WebLogic Server 
について正しいサーバー名とポート情報を指定しているこ とを確認します。

2 WLS-SPI の設定ファ イル (UNIX プラ ッ ト フォーム上では 
/var/opt/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig または /var/opt/OV/conf/wls/
SiteConfig、 Windows プラ ッ ト フォーム上では /usr/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig) 
の NUM_SERVERS プロパティが、 管理対象ノード上の WebLogic Server の数を指定しているこ
とを確認します。
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WASSPI-12

WASSPI-13

説明 Opcmon は、 コマンド  <opcmon_command> にエラー コード  <error_number> を返しました。

重要度 危険

指示文 原因

WLS-SPI コレク タが開始した opcmon プロセスは、 エラー (0 以外 ) 終了コードを返しました。

処置

1 ステップを特定して、 問題を再現します。

2 ト レース記録をオンにして ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ
ンド ウからアクセスする  Start Tracing アプ リ ケーシ ョ ンを使用 )、 問題を再現します。 利用
可能なアプリ ケーシ ョ ンの詳細については、 16 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。

ト レース記録情報は、 /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/trace.log ( アーカイブ ファ イル
には 3 桁の数値が filename に追加されます ) に保存されます。 こ こで、 /<OvAgentDir>/ は
通常、 /var/opt/OV/ です。

3 前のステップで収集した情報を  HP のサポート担当者に連絡してください。

説明 opcmon プロセスを実行中に例外が発生しました。

重要度 危険

指示文 原因

WLS-SPI データ  コレク タはプロセスを実行して、 opcmon を呼び出そう と しました。 しかし、 プ

ロセスを作成できなかったか、 またはプロセスが中断されました。

処置

UNIX システムでは、 カーネル設定パラ メータ  NPROC と  MAXUPRC が十分大きな値に設定されて

いて、 プロセスの作成が可能であるこ とを確認します。
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WASSPI-14

WASSPI-15

説明 ファ イル <filename> が見つかり ません。

重要度 危険

指示文 原因

WLS-SPI データ  コレク タが要求したファ イルは見つかり ませんでした。

処置

1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題になっている
ファ イルと問題の根本的な原因を特定します。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → 
[WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  View Error File アプ リ ケーシ ョ ンを使用して
管理対象ノードの WLS-SPI エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイム
スタンプで識別できます。

2 WLS-SPI を再インス トールします。

3 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

説明 XML ドキュ メン ト  <filename> を解析している と きにエラーが発生しました。

重要度 危険

指示文 原因

指定された XML ドキュ メン ト を解析している と きにエラーが発生しました。

処置

1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原
因を特定します。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィンド ウから
アクセスする  View Error File アプ リ ケーシ ョ ンを使用して管理対象ノードの WLS-SPI エラー 
ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプで識別できます。

2 ユーザーが XML ドキュ メン ト を作成した場合は、 その文書を修正します。 ユーザー定義メ ト
リ ッ ク定義の正しい形式の詳細については、 『HP OpenView Smart Plug-in User Defined Metrics 
User Guide』 を参照して ください。

3 その XML ドキュ メン トが WLS-SPI に出荷時から含まれている場合は、 [ 登録アプリ ケーシ ョ
ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択して、 WLS-SPI 設定ア
プリ ケーシ ョ ンを実行し、 WLS-SPI の設定ファ イルを再インス トールします。
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WASSPI-16

WASSPI-17

説明 メ ト リ ッ ク  <metric_number> に誤ったフ ィルタが指定されました。

重要度 重要警戒

指示文 原因

メ ト リ ッ ク  フ ィルタがメ ト リ ッ ク定義 XML ドキュ メン トで誤って指定されています。

処置

1 メ ト リ ッ クが、 ユーザーが作成した XML 文書で指定されている場合は、 その文書を修正しま
す。 ユーザー定義メ ト リ ッ ク定義の正しい形式の詳細については、 『HP OpenView Smart 
Plug-in User Defined Metrics User Guide』 を参照して ください。

2 そのメ ト リ ッ クが WLS-SPI に出荷時から含まれていた定義済みメ ト リ ッ クである場合は、
[ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 WLS-SPI 設定アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 WLS-SPI の設定ファイルを再インス トール
します。

説明 サーバー <server_name> (url=<URL>、 port=<port_number>) 上の MBean サーバーにアクセスで

きませんでした。

重要度 危険

指示文 原因 
WLS-SPI データ  コレク タが WebLogic Server 上の JMX MBean サーバーへのアクセスを要求して

いる間に問題が発生しました。 これは、 以下の内容が原因です。

1 アプリ ケーショ ン  サーバー上の JMX MBean サーバーを探す JNDI ルッ ク アッ プに失敗しま
した。

2 WLS-SPI の設定で指定されているログイン名には、 アプリ ケーシ ョ ン  サーバーでの正しい権
限があ り ません。

3 WLS-SPI の設定で指定されているパスワードは誤っています。

処置

1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原
因を特定します。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィンド ウから
アクセスする  View Error File アプ リ ケーシ ョ ンを使用して管理対象ノードの WLS-SPI エラー 
ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプで識別できます。

2 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。 問題になっているサーバーのログイ
ン名とパスワードが正しいこ とを確認します。

3 WebLogic Administration Console で、 ユーザーは有効な WebLogic ユーザーで、 正しい権限を
持っているこ とを確認します。 正しい権限を設定するには、 37 ページの 「タスク  2 : 
WebLogic Server ユーザーを設定する」 を参照して ください。

4 WebLogic Administration Console で、 MBean サーバー 
(weblogic.management.home.<server_name>) が問題となっているサーバーの JNDI ツ
リーにあるこ とを確認します。 左側のペインにあるサーバーを右ク リ ッ クする と、 JNDI ツ
リーが表示されます。 こ こに JNDI ツ リーがない場合は、 WebLogic Server を再起動します。
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WASSPI-18

WASSPI-19

WASSPI-20

説明 データ  ソース  <datasource_class_name> へのログ記録時にエラーが発生しました。 ログ記録

プロセスが終了コード  <exit_code> を返しました。

重要度 危険

指示文 原因

WLS-SPI データ  コレク タが開始した ddflog プロセスは、 0 以外のエラー コードを返しました。

処置

1 ステップを特定して、 問題を再現します。

2 ト レース記録をオンにして ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ
ンド ウからアクセスする  Start Tracing アプ リ ケーシ ョ ンを使用 )、 問題を再現します。 利用
可能なアプリ ケーシ ョ ンの詳細については、 16 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。

ト レース記録情報は、 /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/trace.log ( アーカイブ ファ イル
には 3 桁の数値が filename に追加されます ) に保存されます。 こ こで、 /<OvAgentDir>/ は
通常、 /var/opt/OV/ です。

3 前のステップで収集した情報を  HP のサポート担当者に連絡してください。

説明 <filename> の XSLT ト ランスフォーマのインスタンス作成で問題が発生しました。

重要度 重要警戒

指示文 原因

自動アクシ ョ ン レポート出力を指定している  XSL ドキュ メン トにエラーが発生しました。

処置

1 WLS-SPI を再インス トールします。

2 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

説明 メ ト リ ッ ク  <metric_number> のレポート作成で問題が発生しました。

重要度 重要警戒

指示文 原因

指定されたメ ト リ ッ クのテキス ト  レポート作成中にエラーが発生しました。

処置

1 WLS-SPI を再インス トールします。

2 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。
基本的なト ラブルシューテ ィングとエラー メ ッセージ 105



WASSPI-21

WASSPI-23

説明 ファ ク ト リ実装 「<class name>」 をインスタンス化する と きに問題が発生しました。

重要度 危険

指示文 原因 
ク ラス名を指定する  java プロパティに誤りがあるか、 このク ラスが AppServerFactory インタ

フェースを実装していません。

処置

java プロパティ  appserver.implementation に、 AppServerFactory インタフェースを実装する

ク ラスの完全修飾名が設定されているこ とを確認します。

java コマンド行で設定する場合の例を示します。

-Dappserver.implementation=com.hp.openview.wasspi.WLSAppServerFactory

説明 サーバー <server_name> のコレクタ / アナライザの初期化時にエラーが発生しました。

重要度 危険

指示文 原因 
このサーバーの監視の準備中に例外が発生しました。

処置 
1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題を特定しま

す。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  
View Error File アプ リ ケーシ ョ ンを使用して管理対象ノードの SPI エラー ログを表示でき
ます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプで識別できます。

2 ステップを特定して、 問題を再現します。

3 ト レース記録をオンにして ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ
ンド ウからアクセスする  Start Tracing アプリ ケーシ ョ ンを使用 )、 問題を再現します。

ト レース記録情報は、 /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/trace.log ( アーカイブ ファ イ
ルには 3 桁の数値が filename に追加されます ) に保存されます。 こ こで、 /<OvAgentDir>/ は
通常、 /var/opt/OV/ です。

4 Gather Info アプ リ ケーシ ョ ンを実行します ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → 
[WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  Gather Info アプ リ ケーシ ョ ンを使用 )。

5 前のステップで収集した情報を  HP のサポート担当者に連絡してください。
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WASSPI-24

WASSPI-26

説明 サーバー <server_name> ( ログイン  <login>) へのログインでエラーが発生しました。

重要度 危険

指示文 原因

指定したサーバーへのログイン中にセキュ リ ティの例外が発生しました。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。 LOGIN と  PASSWORD の設定プロパティ
が正し く設定されているこ とを確認します。

2 WebLogic Administration Console で、 ログインは有効な WebLogic ユーザーで、 正しい権限を
持っているこ とを確認します。 正しい権限を設定するには、 37 ページの 「タスク  2 : 
WebLogic Server ユーザーを設定する」 を参照して ください。

説明 <server_name> のデータ  ログ記録プロセスがタイムアウ トにな り ました。

重要度 重要警戒

指示文 原因 
OVPA または CODA のいずれか ( サーバーの設定による ) が異常終了し、 タイムアウ トにな り ま

した。

処置 
1 コマンド  mwa restart を使用して OVPA を再起動します。

2 コマンド  opcagt -start を使用して CODA を再起動します。
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WASSPI-27

WASSPI-30

WASSPI-31

説明 RMI コレク タが <command> を処理できません。

重要度 注意

指示文 原因 
rmid 関連の処理を実行する と きに例外が発生しました。

処置 
1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題を特定しま

す。[ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  
View Error File アプ リ ケーシ ョ ンを使用して管理対象ノードの SPI エラー ログを表示でき
ます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプで識別できます。

2 ステップを特定して、 問題を再現します。

3 ト レース記録をオンにして ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ
ンド ウからアクセスする  Start Tracing アプリ ケーシ ョ ンを使用 )、 問題を再現します。

ト レース記録情報は、 /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/trace.log ( アーカイブ ファ イ
ルには 3 桁の数値が filename に追加されます ) に保存されます。 こ こで、 /<OvAgentDir>/ 
は通常、 /var/opt/OV/ です。

4 Gather Info アプ リ ケーシ ョ ンを実行します ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → 
[WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  Gather Info アプ リ ケーシ ョ ンを使用 )。

5 前のステップで収集した情報を  HP のサポート担当者に連絡してください。

説明 ポート  <port> で <rmid_path> の起動に失敗しました。

重要度 危険

指示文 原因 
指定されたパスはすでに使用されています。

処置 
管理対象ノードの WLI-SPI 設定ファ イル (UNIX プラ ッ ト フォームでは /var/opt/OV/wasspi/
wls/conf/SPIConfig または /var/opt/OV/conf/wls/SPIConfig、 Windows プラ ッ ト フォー

ムでは /usr/OV/wasspi/wls/conf/SPIConfig) で RMID_PORT プロパティを設定して、 使用さ

れていない rmid ポート を指定します。 上書きされないよ うにするため、 RMID_PORT は 
Dynamic definitions コ メン トの後に追加してください。

説明 <command> の処理中に RMI コレク タ との接続が切断されました。

重要度 注意

指示文 N/A
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WASSPI-32

WASSPI-33

WASSPI-34

WASSPI-35

説明 MBean <JMX-ObjectName> のメ タデータを取得できません。

重要度 注意

指示文 N/A

説明 サーバー <server name>、 バージ ョ ン  <version> が一致するアクシ ョ ンが存在しません。

重要度 注意

指示文 原因 
JMXAction 要素で定義された FromVersion タグと  ToVersion タグの値が、 サーバー バージ ョ ンと

一致していません。

処置 
そのアクシ ョ ンがサーバーで有効な場合、 JMXAction 定義の FromVersion/ToVersion 要素を調整

するか、 サーバーの VERSION プロパティを調整します。

説明 メ ト リ ッ ク  <metric id> にアクシ ョ ンが定義されていません。

重要度 注意

指示文 原因 
アクシ ョ ン  -m オプシ ョ ンで指定されたメ ト リ ッ ク  ID に JMXActions 要素が定義されていません。

処置 
指定したメ ト リ ッ ク  ID に誤りがある場合は、 アクシ ョ ン  -m オプシ ョ ンを修正します。 誤りでな

い場合は、 メ ト リ ッ ク定義に JMXActions 定義を追加します。

説明 アクシ ョ ン  <action command-line> の実行中にエラーが発生しました。

重要度 重要警戒

指示文 原因 
アクシ ョ ンの実行中に予期しないエラーが発生しました。

処置 
管理対象ノードのエラー ログで、 エラー メ ッセージの後に記録された障害原因を確認します。
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WASSPI-36

WASSPI-37

WASSPI-38

説明 サーバー <server name> の MBean <JMX objectname> が、 オペレーシ ョ ン <operation 
name> を公開しません。

重要度 注意

指示文 原因 
アクシ ョ ンの JMXCalls 要素が、 この MBean で公開されないオペレーシ ョ ンを定義しています。

処置 
JMXCalls 要素を修正するか、 要素からオペレーシ ョ ンを削除します。

説明 サーバー <server name> の MBean <JMX objectname> が属性 <attribute name> を書き込み

可能属性と して公開しません。

重要度 注意

指示文 原因 
アクシ ョ ンの JMXCalls 要素が、 この MBean で公開された書き込み可能属性を読み取り専用属性

と して定義しています。

処置 
カスタム MBean の場合は、 MBean の管理インタフェースを更新して属性を書き込み可能属性に

します。 カスタム  MBean でない場合は、 JMXCalls 要素から属性定義を削除します。

説明 サーバー <server name> の MBean <JMX objectname> が、 属性 <attribute name> を公開し

ません。

重要度 注意

指示文 原因 
アクシ ョ ンの JMXCalls 要素が、 この MBean で公開されない属性を定義しています。

処置 
JMXCalls 要素を修正するか、 要素から属性を削除します。
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WASSPI-39

WASSPI-40

WASSPI-41

説明 MBean <JMX objectname> でオペレーシ ョ ン <operation name> を呼び出すと きにエラーが発

生しました。

重要度 重要警戒

指示文 原因 
この MBean のオペレーシ ョ ンを呼び出すと きに予期しないエラーが発生しました。 管理対象リ

ソースが例外をスローした可能性があ り ます。

処置 
管理対象ノードのエラー ログで、 エラー メ ッセージの後に記録された障害原因を確認します。

説明 MBean <JMX objectname> の属性 <attribute name> を設定する と きにエラーが発生しました。

重要度 重要警戒

指示文 原因 
この MBean の属性を設定する と きに予期しないエラーが発生しました。 管理対象リ ソースが例

外をスローした可能性があ り ます。

処置 
管理対象ノードのエラー ログで、 エラー メ ッセージの後に記録された障害原因を確認します。

説明 MBean <JMX objectname> から 属性 <attribute name> を取得すると きにエラ ーが発生しま

した。

重要度 重要警戒

指示文 原因 
この MBean から属性を取得する と きに予期しないエラーが発生しました。 管理対象リ ソースが

例外をスローした可能性があ り ます。

処置 
管理対象ノードのエラー ログで、 エラー メ ッセージの後に記録された障害原因を確認します。
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WASSPI-42

WASSPI-43

WASSPI-201

説明 コマンド  <command> の実行中にエラーが発生しました。

重要度 危険

指示文 原因 
WLS-SPI コレク タによ り起動されたコマンドでエラーが検出されました。

処置 
1 ステップを特定して、 問題を再現します。

2 ト レース記録をオンにして ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ
ンド ウからアクセスする  Start Tracing アプリ ケーシ ョ ンを使用 )、 問題を再現します。

ト レース記録情報は、 /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/trace.log ( アーカイブ ファ イ
ルには 3 桁の数値が filename に追加されます ) に保存されます。 こ こで、 /<OvAgentDir>/ 
は通常、 /var/opt/OV/ です。

3 Gather Info アプ リ ケーシ ョ ンを実行します ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → 
[WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  Gather Info アプ リ ケーシ ョ ンを使用 )。

4 前のステップで収集した情報を  HP のサポート担当者に連絡してください。

説明 イベン ト  <event-type> の公開中にエラーが発生しました。

重要度 重要警戒

指示文 原因 
パブリ ッ シャがメ ト リ ッ ク または収集イベント を処理すると きに予期しないエラーが発生しま
した。

処置 
管理対象ノードのエラー ログで、 エラー メ ッセージの後に記録された障害原因を確認します。

説明 ファ イル <filename> が見つかり ません。

重要度 危険

指示文 原因 
設定ファイルが見つかり ません。

処置 
1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択

して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

2 エラーが発生した管理対象ノード上の WebLogic Server には、 正しい情報が指定されているこ
とを確認します。
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WASSPI-202

WASSPI-203

WASSPI-204

説明 ファ イル <filename> を読み込めません。

重要度 危険

指示文 原因

1 ファ イルは開かないか、 または見つかり ません。

2 権限が正し くないか、 またはディ レク ト リが破損しています。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

2 エラーが発生した管理対象ノード上の WebLogic Server に、 正しい情報を指定したこ とを確認
します。

3 OVO ユーザーがこのファイルを読み込むには、 この権限で正しいこ とを確認します。

説明 ファ イル <filename> を書き込めません。

重要度 危険

指示文 原因

権限が正し くないか、 または、 ファ イルまたはディ レク ト リが破損しています。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

2 エラーが発生した管理対象ノード上の WebLogic Server に、 正しい情報を指定したこ とを確認
します。

3 OVO ユーザーがこのファイルを書き込むには、 この権限で正しいこ とを確認します。

説明 opcmsg <message> を送信しよ う と してエラーが発生しました。

重要度 危険

指示文 原因

opcmsg の実行中に問題が発生しました。 「opcmsg」 が欠落しているか、 実行の権限がない (OVO 
インス トール エラー ) か、 またはシステム  プロセス  テーブルが一杯になっている可能性があ り

ます。

処置

1 OVO が正し く インス トールされ、 管理対象ノードに配布されているこ とを確認します。

2 プロセス  テーブルが一杯になっていないこ とを確認します。 一杯になっている場合は、 シス
テム管理者にプロセス  テーブルを増やすよ うに求めるこ とを検討します。
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WASSPI-205

WASSPI-206

WASSPI-207

説明 opcmon <command> を送信しよ う と してエラーが発生しました。

重要度 危険

指示文 原因

opcmon の実行中に問題が発生しました。 「opcmon」 が欠落しているか、 実行の権限がない (OVO 
インス トール エラー ) か、 またはシステム  プロセス  テーブルが一杯になっている可能性があ り

ます。

処置

1 OVO が正し く インス トールされ、 管理対象ノードに配布されているこ とを確認します。

2 プロセス  テーブルが一杯になっていないこ とを確認します。 一杯になっている場合は、 シス
テム管理者にプロセス  テーブルを増やすよ うに求めるこ とを検討します。

説明 ディ レク ト リ  <directory> を読み込めません。

重要度 危険

指示文 原因

ディ レク ト リの権限のために OVO ユーザーがディ レク ト リ を読み込めないか、 またはディ レク

ト リが破損しています。

処置

このディ レク ト リについては、 OVO ユーザーはこの権限で正しいこ とを確認します。

説明 <filename> を <filename> に移動できません。

重要度 危険

指示文 原因

1 権限が不十分です。

2 ディ スクの空き領域が不十分です。

3 ファ イル テーブルに問題があ り ます。

処置

1 OVO ユーザーの権限が正しいこ とを確認します。

2 ファ イルを作成するために十分なディ スクの空き領域があるこ とを確認します。

3 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。
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WASSPI-208

WASSPI-209

説明 使用前に、 WLSSPI を設定する必要があ り ます。

重要度 危険

指示文 原因

このノードでは、 WLS-SPI は設定されていません。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

2 エラーが発生した管理対象ノード上の WebLogic Server に、 正しい情報を指定したこ とを確認
します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Verify] を選択して、
Verify アプ リ ケーシ ョ ンを実行し、 WLS-SPI が正し く設定されているこ とを確認します。

説明 WebLogic Server にアクセスできません。

重要度 危険

指示文 原因

1 サーバーが停止中か、 または応答しません。

2 WLS-SPI の設定が誤っています。

処置

1 WebLogic Server は作動中で、 正常に動作しているこ とを確認します。

2 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

3 エラーが発生した管理対象ノード上の WebLogic Server に、 正しい情報を指定したこ とを確認
します。

4 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Verify] を選択して、
Verify アプ リ ケーシ ョ ンを実行し、 WLS-SPI が正し く設定されているこ とを確認します。
基本的なト ラブルシューテ ィングとエラー メ ッセージ 115



WASSPI-210

WASSPI-211

WASSPI-213

説明 WLSSPI を設定できません。

重要度 危険

指示文 原因

WLS-SPI 設定プロセスが失敗しました。

処置

1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原
因を特定します。 このエラー メ ッセージの前のエラー メ ッセージに問題の詳細が表示されて
います。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセス
する  View Error File アプリ ケーシ ョ ンを使用して管理対象ノードの WLS-SPI エラー ログを
表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプで識別できます。

2 WLS-SPI を再インス トールします。

3 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

説明 ディ レク ト リ  <directory> を作成できません。

重要度 危険

指示文 原因

OVO ユーザーがディ レク ト リ を作成するには権限が不十分であるか、 またはディ スクの空き領

域が不十分です。

処置

OVO ユーザーにはこのディ レク ト リについての正しい権限があ り、 十分なディ スクの空き領域

があるこ とを確認します。

説明  プログラム <name> へのパラ メータが不正です。 用法 : <usage>.

重要度 危険

指示文 原因

プログラムのパラ メータが不正です。

処置

パラ メータを修正します。
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WASSPI-214

WASSPI-215

説明 プログラム  <program_name> を実行できません。

重要度 危険

指示文 原因

プログラムの実行に失敗しました。 プログラムが欠落しているか、 権限が正し くないか、 または
プロセス  テーブルが一杯になっている可能性があ り ます。

処置

1 ファ イルが存在するこ と を確認します。 こ れが WLS-SPI プログラ ムで、 ファ イルが欠落し
ている場合は、 WLS-SPI を再インスト ールし 、 [ 登録アプリ ケーショ ン ] から 、 [WLSSPI] 
→ [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択して、 Config WLSSPI アプリ ケーショ ンを
実行します。

2 OVO ユーザーの権限が正しいこ とを確認します。

説明 WebLogic Server は、 <directory> に見つかり ませんでした。

重要度 危険

指示文 原因

WLS-SPI の設定で HOME と指定されているディ レク ト リは、 管理対象ノードにあ り ません。

処置

1 WebLogic Server が管理対象ノードにインス トールされているこ とを確認します。

2 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

3 エラーが発生した管理対象ノード上の HOME には、 正しい情報が指定されているこ とを確認し
ます。
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WASSPI-216

WASSPI-218

WASSPI-219

説明 サーバー <server_name>用の設定変数 <name>があ り ません。

重要度 危険

指示文 原因

要求された WLS-SPI の設定プロパティは見つかり ません。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

2 エラーが発生した管理対象ノード上の設定には、 正しい情報が指定されているこ とを確認し
ます。

説明  <server_name> の WebLogic 監視は Off になっています。

重要度 注意

指示文 原因

指定したサーバーの収集はオフになっています。

処置

必要があれば、 管理対象ノードの WLS-SPI の設定ディ レク ト リにある  SiteConfig ファ イルの

設定を COLLECT = ON と してオンにできます。 この設定ディ レク ト リは、 UNIX プラ ッ ト フォー

ム上では /var/opt/OV/wasspi/wls/conf/ または /var/opt/OV/conf/wls/、 Windows プラ ッ

ト フォーム上では /usr/OV/wasspi/wls/conf/ にあ り ます。

説明 <server_name> の WebLogic 監視は ON になっています。

重要度 危険

指示文 原因

指定したサーバーの収集はオンになっています。

処置

必要があれば、 管理対象ノードの WLS-SPI の設定ディ レク ト リにある  SiteConfig ファ イルの

設定を COLLECT = OFF と してオフにできます。 この設定ディ レク ト リは、 UNIX プラ ッ ト

フォーム上では /var/opt/OV/wasspi/wls/conf/ または /var/opt/OV/conf/wls/、 Windows 
プラ ッ ト フォーム上では /usr/OV/wasspi/wls/conf/ にあ り ます。
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WASSPI-222

説明 <filename> は存在しません。

重要度 危険

指示文 原因

指定されたファイルは存在しません。 これがログ ファ イルである場合は、 ログ ファ イルに記録
されているエン ト リはあ り ません。 これがプロパティ  ファ イルである場合は、 設定が行われて
いません。

処置

• ログ ファ イル - ファ イルに書き込むエン ト リがない場合は、 アクシ ョ ンは不要です。 そ うで
ない場合は、 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI 
Config ] を選択して、 Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンを実行します。

• プロパティ  ファ イル - [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → 
[WLSSPI Config ] を選択して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

説明 <filename> が空白です。

重要度 危険

指示文 原因

指定されたファイルは空白です。 これがログ ファ イルである場合は、 ログ記録されたエン ト リ
がないか、 またはエン ト リが消えています。 これがプロパティ  ファ イルである場合は、 正し く
設定されていません。

処置

• ログ ファ イル - ファ イルに書き込むエン ト リがない場合は、 アクシ ョ ンは不要です。 そ うで
ない場合は、 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI 
Config ] を選択して、 Config WLSSPI アプリ ケーシ ョ ンを実行します。

• プロパティ  ファ イル - [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → 
[WLSSPI Config ] を選択して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

• 設定 - [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config ] 
を選択して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。
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WASSPI-224

説明 ファ イル <filename> を読み込めません。

重要度 危険

指示文 原因

1 ファ イルは開かないか、 または見つかり ません。

2 権限が正し くないか、 またはディ レク ト リが破損しています。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。 エラーが発生した管理対象ノード上
の WebLogic Server に、 正しい情報を指定したこ とを確認します。

2 OVO ユーザーがこのファイルを読み込むには、 この権限で正しいこ とを確認します。

説明 ddfcomp は、 <name> の設定エラーを返しました。

重要度 危険

指示文 原因

ddfcomp はエラーを返しました。 MeasureWare と  CODA がシステムにインス トールされていない
か、 または、 MeasureWare または CODA が正し く設定されていません。

処置

1 MeasureWare と  CODA がインス トールされていない場合、 このエラーは無視できます。

2 ステップを特定して、 問題を再現します。

3 ト レース記録をオンにして ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ
ンド ウからアクセスする  Start Tracing アプ リ ケーシ ョ ンを使用 )、 問題を再現します。 利用
可能なアプリ ケーシ ョ ンの詳細については、 16 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。

ト レース記録情報は、 /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/trace.log ( アーカイブ ファ イル
には 3 桁の数値が filename に追加されます ) に保存されます。 こ こで、 /<OvAgentDir>/ は
通常、 /var/opt/OV/ です。

4 前のステップで収集した情報を  HP のサポート担当者に連絡してください。
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WASSPI-226

WASSPI-227

説明 ログファ イルが見つかり ません。 WLSSPI Config を実行したこ とを確認して ください。

重要度 危険

指示文 原因

ログファ イル リ ス トは空白です。

処置

1 WLS-SPI を再インス トールします。

2 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

説明 ファ イル <filename> を読み込めません。

重要度 危険

指示文 原因

1 ファ イルは開かないか、 または見つかり ません。

2 権限が正し くないか、 またはディ レク ト リが破損しています。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

2 エラーが発生した管理対象ノード上の WebLogic Server に、 正しい情報を指定したこ とを確認
します。

3 OVO ユーザーがこのファイルを読み込むには、 この権限で正しいこ とを確認します。

説明 ファ イル <filename> を読み込めません。

重要度 危険

指示文 原因

システムには OpenView エージェン トがインス トールされていません。

処置

Performance Agent が必要である場合は再インス トールします。 そ うでない場合は、 このメ ッセー

ジは無視できます。
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WASSPI-229

説明 ddflog は、 <logfile-name>: <system-error-msg> のログ記録エラーを返しました。

重要度 注意

指示文 原因

ddflog はエラーを返しました。 このエラーは、 パフォーマンス  データのログ記録をサポートする

よ うに WLS-SPI が正し く設定されていないために発生しました。

処置

1 問題が発生したノードで、 WLS-SPI を再設定します。

2 そう でない場合は、 システム  エラ ー メ ッ セージがあれば、 こ れを手がかり に問題を調査し
ます。

3 ト レース記録をオンにして ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ
ンド ウからアクセスする  Start Tracing アプ リ ケーシ ョ ンを使用 )、 問題を再現します。 利用
可能なアプリ ケーシ ョ ンの詳細については、 16 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。

ト レース記録情報は、 /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/trace.log ( アーカイブ ファ イル
には 3 桁の数値が filename に追加されます ) に保存されます。 こ こで、 /<OvAgentDir>/ は
通常、 /var/opt/OV/ です。

4 前のステップで収集した情報を  HP のサポート担当者に連絡してください。

説明 ディ レク ト リ  <directory_name> にアクセスできません。

重要度 注意

指示文 原因

ディ レク ト リが存在しないか、 またはエージェン ト を実行しているユーザーがディ レク ト リへの
適正な権限を持っていません。

処置

Performance Agent が必要である場合は再インス トールします。 そ うでない場合は、 このメ ッセー

ジは無視できます。
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WASSPI-231

WASSPI-232

説明 <time-interval> 経過後の <filename> をロ ッ クできません。

重要度 危険

指示文 原因

WLS-SPI プロセスがハングしているか、 または予想よ り も長い時間がかかっています。

処置

1 管理対象ノードの OVO エージェン ト を停止します。 すべての OVO と  WebLogic プロセスが
停止したこ とを確認します。

2 ロ ッ ク  ファ イルがまだそこにあるかど うかを確認します。 ある場合は、 それを削除します。

3 エージェン ト を再起動します。

説明 Java ランタイム エンジンを起動できません。

重要度 危険

指示文 原因

1 SiteConfig ファ イルの JAVA_HOME プロパティが正し く設定されていません。

2 Java がユーザーのシステムに正し く インス トールされていません。

処置

1 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

2 エラーが発生した管理対象ノ ード 上に JAVA_HOME の正しい情報を指定したこ と を確認します。

説明 コマンド行ではサーバー <name> が指定されていますが、 設定では指定されていません。

重要度 危険

指示文 原因

1 -i または -e オプシ ョ ンは wasspi_wls_ca コマンド行で指定されていますが、サーバー名は 
SiteConfig ファ イルで指定されていません。

2 Java がユーザーのシステムに正し く インス トールされていません。

処置

1 コマンド行で正しいサーバー名を指定します。

2 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

3 設定で正しいサーバー名を指定したこ とを確認します。
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WASSPI-234

WASSPI-235

説明 WLS 5.x サーバー <name> の高度な監視はできません。

重要度 注意

指示文 原因

1 WebLogic Server バージ ョ ン 5 インスタンスからのメ ト リ ッ クの取得を試みました。

2 メ ト リ ッ ク と高度な監視は、 WebLogic Server バージ ョ ン 5 ではサポート されていません。

処置

1 wasspi_wls_ca のコマンド行では、 WebLogic Server バージ ョ ン 5 を指定しません。

2 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] から、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [WLSSPI Config] を選択
して、 Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

3 正しいサーバー バージ ョ ンを指定したこ とを確認します。

4 WebLogic Server をバージ ョ ン 6.0 以上にアップグレード します。

説明 プログラム <file> の実行中にエラーが発生しした。 戻り値 : <n>

重要度 危険

指示文 原因 
SPI がツールまたは補助プログラムを実行しよ う と しましたが、 そのと きにエラーが発生しまし

た。 メ ッセージの <file> はツールまたはプログラムを示し、 <n> は戻り値を示します。

処置 
ツールが SPI ツールの場合、 SPI のインス トールと設定が正し く行われているこ とを確認します。

正し く行われていない場合は、 SPI のインス トールまたは設定を再度行います。 システム  ツール

の場合は、 システムにツールの実行を妨げる問題がないかど うかを確認します。

説明 MeasureWare エージェン トの再起動に失敗しました。

重要度 注意

指示文 原因

SPI が MeasureWare エージェン ト を自動的に再起動しよ う と しましたが、 失敗しました。

処置

mwa restart server コマンドを使用して MeasureWare エージェン ト を手動で再起動します。
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WASSPI-237

WASSPI-238

説明 スタイルシート  <xsl> を持つ <xml> で XSLT を実行する と き、 エラーが発生しました。
<message>

重要度 危険

指示文 原因 
ユーザー定義メ ト リ ッ クのグラフ作成準備の一環と して、 UDM XML の変換が行われます。 この

メ ッセージは、 変換の失敗を示します。

処置 
<message> を確認します。 も可能性が高いのは、 XML の誤りです。 ユーザー定義メ ト リ ッ ク

定義の正しい形式の詳細については、 『HP OpenView Smart Plug-in User Defined Metrics User Guide』
を参照して ください。

説明 データ  ソース  <datasource> を設定しています。

重要度 情報

指示文 これは情報メ ッセージであ り、 このデータ  ソースが現在作成中で、 レポートおよびグラフ作成の

各種ツールに使用できるこ とを示します。

説明 ユーザー定義メ ト リ ッ クが見つかり ません。

重要度 注意

指示文 原因

UDM Graph Enable アプ リ ケーシ ョ ンが実行されましたが、 UDM メ ト リ ッ ク定義が存在しませ

ん。

処置

UDM XML ファ イルの名前が正し く設定されているこ とを確認します。 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] 
→ [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィンド ウからアクセスする  Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ

ンを実行し、 UDM_DEFINITIONS_FILE プロパティが正し く設定されているこ とを確認します。
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WASSPI-302

WASSPI-303

説明 ファ イル <file> を削除できません。

重要度 危険 / 注意

指示文 原因

 SPI がファイルを削除しよ う と しましたが、 削除できませんでした。 ファ イル保護機能が OVO 
ユーザーによるファ イル削除を許可しないよ うに設定されているか、 ファ イルの削除を妨げる問
題がシステムで発生している可能性があ り ます。

処置 

ファ イル保護の設定が正しいこ とを確認します。

説明 OVO サーバーで WLS-SPI の設定を更新しています。

指示文 これは、 WebLogic Discovery で実行される正常な処理です。 処理が正常に行われる と、 このメ ッ

セージの [A] ( アクシ ョ ン ) 列のエン ト リが R ( 実行中 ) から  S ( 成功 ) に変わり ます。

ただし、 この列のエン ト リが F ( 失敗 ) に変わった場合、 処理は正常に行われていません。 この

ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してください。

問題が引き続き発生する場合は、 『HP OpenView Smart Plug-in for BEA WebLogic Server 設定ガイ

ド』 を参照して ください。 「WLS-SPI の設定」 という章で、 WLS-SPI の手動設定の方法について

説明しています。

説明 OVO サーバーで WebLogic SPI の設定が更新されました。

指示文 WebLogic Discovery が管理対象ノードで WebLogic Server を検出しました。 WebLogic Discovery 
は、 OVO サーバーの WLS-SPI の設定を更新しました。
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説明 WebLogic Server が見つかり ません。

指示文 原因 
ノードに WebLogic Server がインス トールされていません。

処置 
WebLogic Server がノードにインス トールされていないこ とを確認します。

原因 
このノードには実行中の WebLogic Server があ り ません。

処置 
このノードで 「Weblogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを実行する前に、 この SPI で監視するすべ
ての WebLogic Server が実行中であるこ とを確認して ください。 Weblogic Discovery の実行時に実
行されている  WebLogic Server のみが自動的に設定されます。

WebLogic Server が実行中かどう かを確認するには、 WebLogic Administration Console でステータス
をチェッ ク します。 WebLogic Server の起動後、「 WebLogic Discovery」 アプリ ケーショ ンを再度実
行してく ださい。 このアプリ ケーショ ンを起動する前に、 このノ ード を必ず選択してく ださい。

原因 
Discovery がこのノ ード で実行中の WebLogic Server をすべて検出するには、 さらに情報が必要です。

処置 
「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを使用してこのノードに以下のプロパティを設定します。 ア

プ リ ケーシ ョ ンを起動する前に、 このノードを必ず選択してください。

• JAVA_HOME - このノードで実行中の WebLogic Server で使用される  java インス トール ディ レク
ト リ 。 WebLogic が複数インス トールされている場合、 1 つの java インス トール ディ レク ト リ
を選択します。 たとえば、 JAVA_HOME=/opt/bea/jdk1.3.1 です。

• HOME_LIST - このノードに存在するすべての WebLogic Server のインス トール ディ レク ト リ を
セ ミ コロンで区切った リ ス ト 。 たとえば、 HOME_LIST=/opt/weblogic6.1;/opt/
weblogic7 と指定します。

入力した値が正しいこ とを確認して ください。 たとえば、
HOME_LIST=<home_dir1>;<home_dir2> と指定し、 <home_dir1> が WebLogic 6.0 または 6.1 
のホーム ディ レク ト リの場合、 ファ イル <home_dir1>/lib/weblogic.jar が存在するこ
とを確認します。 <home_dir1> が WebLogic 7 または 8 のホーム ディ レク ト リの場合、 ファ
イル <home_dir1>/server/lib/weblogic.jar が存在するこ とを確認します。

• ADMIN_PORTS - WebLogic Admin サーバーがリ スンしているポート をセ ミ コロンで区切った リ
ス ト 。 WebLogic Server が仮想 IP アドレスで リ スンしている場合、 以下のよ うにそのアドレス
も指定して ください。 たとえば、 ADMIN_PORTS=15.8.155.197:7001;7045 のよ うにします。
こ こで、 15.8.155.197 は、 サーバーがリ スンしている仮想 IP アドレスです。

• LOGIN=<weblogic_user_id> および PASSWORD=<weblogic_user_password> - 
<weblogic_user_id> はこの SPI でサーバーを監視するために使用する  WebLogic ユーザーであ
り、 <weblogic_user_password> は、 そのユーザーのパスワードです。

注意 : このノードに複数の WebLogic Admin サーバーがあ り、 それらのサーバーが同一のログ
インおよびパスワードを共有していない場合、 [Set Access Info for Default Properties] ウ ィ ンド
ウで [LOGIN] と  [PASSWORD] を もよ く使用される  WebLogic ログインおよびパスワードに
設定します。 [Customize] を選択して設定エディ タを起動し、 サーバー固有レベルで LOGIN、
PASSWORD、 NAME、 および PORT の各プロパティを設定します。 NAME は WebLogic Admin サー
バーの名前、 PORT は Admin サーバーがリ スンするポートです。

ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。
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指示文 ( 続き ) 原因 
LOGIN、 PASSWORD、 NAME、 HOME_LIST、 または ADMIN_PORTS に指定された値に誤りがあ り ま

す。

処置 
OVO コンソールでノードを選択し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。 ログイ

ンとパスワードが正しいこ とを確認します。 HOME_LIST に割り当てられた値が正しいこ とを確認

します。

たとえば、 HOME_LIST=<home_dir1>;<home_dir2> と指定し、 <home_dir1> が WebLogic 6.0 ま
たは 6.1 のホーム ディ レク ト リの場合、 ファ イル <home_dir1>/lib/weblogic.jar が存在す

るこ とを確認します。 <home_dir1> が WebLogic 7 または 8 のホーム  ディ レク ト リの場合、 ファ

イル <home_dir1>/server/lib/weblogic.jar が存在するこ とを確認します。

ADMIN_PORTS プロパティに指定されたポートが WebLogic Admin サーバーのポートであ り、 それ

らのポートが実行中であるこ とを確認します。 ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ

ケーシ ョ ンを起動します。

問題が引き続き発生する場合は、 『HP OpenView Smart Plug-in for BEA WebLogic Server 設定ガイ

ド』 を参照して ください。 「WLS-SPI の設定」 という章で、 WLS-SPI の手動設定の方法について

説明しています。

手動による設定が失敗する場合は、 以下の手順を実行して ください。

1 ノードを選択し、 「WLSSPI Admin」 アプ リ ケーシ ョ ン グループの 「Gather Info」 アプ リ ケー
シ ョ ンを実行します。

2 HP OpenView のサポート担当者に連絡します。

説明 BEA ホーム ディ レク ト リ  <directory> は無効です。

指示文 原因 
ノードに BEA_HOME_LIST プロパティが設定されていますが、 ディ レク ト リ  ( メ ッセージに表示

されるディ レク ト リ ) は有効な BEA ホーム  ディ レク ト リではあ り ません。

処置 
ノードを選択し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

ノードに BEA_HOME_LIST が設定されており、 この リ ス トに Discovery で無効とみなされたディ

レク ト リが含まれているかど うかを確認します。

管理対象ノードにこのディ レク ト リが存在するかど うかを確認し、 存在する場合は、 このディ レ
ク ト リに flicense.bea ファ イルと  registry.xml ファ イルが含まれているかど うかを確認

します。

このディ レク ト リが存在しない場合、 またはこのディ レク ト リに先ほどのファ イルが含まれてい
ない場合、 管理対象ノード内の正しい BEA ホーム  ディ レク ト リ を探し、 「Config WLSSPI」 アプ

リ ケーシ ョ ンを使用して BEA_HOME_LIST プロパティの値を修正します。

管理対象ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。
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説明 BEA ホーム ディ レク ト リ  <directory> が見つかり ません。 

指示文 原因 
ノードに BEA_HOME_LIST プロパティが設定されていますが、 ディ レク ト リ  ( メ ッセージに表示

されるディ レク ト リ ) が存在しません。

処置 
ノードを選択し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

ノードに BEA_HOME_LIST が設定されており、 Discovery によ り存在しないこ とが判明したディ レ

ク ト リがこの リ ス トにが含まれているかど うかを確認します。

管理対象ノードにこのディ レク ト リが存在するかど うかを確認し、 存在する場合は、 このディ レ
ク ト リに flicense.bea ファ イルと  registry.xml ファ イルが含まれているかど うかを確認し

ます。

このディ レク ト リが存在しない場合、 またはこのディ レク ト リに先ほどのファ イルが含まれてい
ない場合、 管理対象ノード内の正しい BEA ホーム  ディ レク ト リ を探し、 「Config WLSSPI」 アプ

リ ケーシ ョ ンを使用して BEA_HOME_LIST プロパティの値を修正します。

管理対象ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。
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説明 BEA ホーム ディ レク ト リが見つかり ません。

指示文 原因 
BEA ホーム ディ レク ト リの リ ス トが見つかり ません。 ノードに WebLogic Server がインス トール

されていません。

処置 
WebLogic Server がノードにインス トールされていないこ とを確認します。

原因 
WebLogic Discovery スク リプ トが、 ノードで BEA ホーム ディ レク ト リ を検出しませんでした。

処置 
「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを使用してこのノードに以下のプロパティを設定します。 ア

プ リ ケーシ ョ ンを起動する前に、 ノードを必ず選択してください。

• JAVA_HOME - このノードで実行中の WebLogic Server で使用される  java インス トール ディ レク
ト リ 。 WebLogic が複数インス トールされている場合、 1 つの java インス トール ディ レク ト リ
を選択します。 たとえば、 JAVA_HOME=/opt/bea/jdk1.3.1 です。

• HOME_LIST - このノードに存在するすべての WebLogic Server のインス トール ディ レク ト リ を
セ ミ コロンで区切った リ ス ト 。 たとえば、 HOME_LIST=/opt/weblogic6.1;/opt/
weblogic7 と指定します。

入力した値が正しいこ とを確認して ください。 たとえば、
HOME_LIST=<home_dir1>;<home_dir2> と指定し、 <home_dir1> が WebLogic 6.0 または 6.1 
のホーム ディ レク ト リの場合、 ファ イル <home_dir1>/lib/weblogic.jar が存在するこ
とを確認します。 <home_dir1> が WebLogic 7 または 8 のホーム ディ レク ト リの場合、 ファ
イル <home_dir1>/server/lib/weblogic.jar が存在するこ とを確認します。

• ADMIN_PORTS - WebLogic Admin サーバーがリ スンしているポート をセ ミ コロンで区切った リ
ス ト 。 WebLogic Server が仮想 IP アドレスで リ スンしている場合、 以下のよ うにそのアドレス
も指定して ください。 たとえば、 ADMIN_PORTS=15.8.155.197:7001;7045 のよ うにします。
こ こで、 15.8.155.197 は、 サーバーがリ スンしている仮想 IP アドレスです。

• LOGIN=<weblogic_user_id> および PASSWORD=<weblogic_user_password> - 
<weblogic_user_id> はこの SPI でサーバーを監視するために使用する  WebLogic ユーザーであ
り、 <weblogic_user_password> は、 そのユーザーのパスワードです。

注意 : このノードに複数の WebLogic Admin サーバーがあ り、 それらのサーバーが同一のログ
インおよびパスワードを共有していない場合、 [Set Access Info for Default Properties] ウ ィ ンド
ウで [LOGIN] と  [PASSWORD] を もよ く使用される  WebLogic ログインおよびパスワードに
設定します。 [Customize] を選択して設定エディ タを起動し、 サーバー固有レベルで LOGIN、
PASSWORD、 NAME、 および PORT の各プロパティを設定します。 NAME は WebLogic Admin サー
バーの名前、 PORT は Admin サーバーがリ スンするポートです。

ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。
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WASSPI-325

説明 WebLogic レジス ト リ  ファ イル <filename> を読み取るこ とができません。

指示文 原因

WebLogic レジス ト リ  ファ イルが存在しません。

処置

ノードでファ イルの有無を確認します。 ファ イルがない場合、 ファ イルは手動で削除されていま
す。 registry.xml ファ イルは、 WebLogic のインス トール時に BEA ホーム ディ レク ト リ内に

作成されます。 このファ イルは削除しないでください。 このファ イルの詳細については、
WebLogic のインス トールに関する ドキュ メン ト を参照して ください。

原因 
このファ イルを含むディ レク ト リが、 BEA ホーム ディ レク ト リでないにもかかわらず、 ノード

の BEA_HOME_LIST プロパティの値と して設定されています。

処置

ノードを選択し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

ノードに BEA_HOME_LIST が設定されており、 その値にレジス ト リ  ファ イルのディ レク ト リが含

まれているかど うかを確認します。 ノードにこのディ レク ト リが存在するかど うかを確認し、 存
在する場合は、 このディ レク ト リに license.bea ファ イルと  registry.xml ファ イルが含ま

れているかど うかを確認します。

このディ レク ト リが存在しない場合、 またはディ レク ト リにこれらのファ イルが含まれていない
場合、 ノード内の正しい BEA ホーム  ディ レク ト リ を探し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ン

を使用して BEA_HOME_LIST プロパティに指定されている値を修正します。

ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

説明 セキュ リ テ ィ  アクセス  エラー。 ポート  <port_number> の Weblogic Server <server> に LOGIN 
プロパティがあ り ません。

指示文 原因 
WebLogic Server に LOGIN プロパティが設定されていません。

処置 
1 こ のサーバーに WebLogic ユーザーがまだ設定さ れていない場合、 WebLogic Administration 

Console を使用して、 こ の SPI でこ のサーバーを監視するために使用するユーザーを作成し
ます。

2 ノードを選択し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。 このサーバーに正し
い LOGIN プロパティ と  PASSWORD プロパティを設定します ( 既存の暗号化データを上書き
します )。

3 ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。
基本的なト ラブルシューテ ィングとエラー メ ッセージ 131



WASSPI-326

WASSPI-327

WASSPI-328

説明 セキュ リ テ ィ  アクセス  エラー。 ポート  <port_number> の Weblogic Server <server> に 
PASSWORD プロパティがあ り ません。

指示文 原因 
WebLogic Server に PASSWORD プロパティが設定されていません。

処置

1 こ のサーバーに WebLogic ユーザーがまだ設定さ れていない場合、 WebLogic Administration 
Console を使用して、 こ の SPI でこ のサーバーを監視するために使用するユーザーを作成し
ます。

2 ノードを選択し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。 このサーバーに正し
い LOGIN プロパティ と  PASSWORD プロパティを設定します ( 既存の暗号化データを上書き
します )。

3 ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

説明 セキュ リ テ ィ  アクセス  エラー。 ポート  <port_number> の Weblogic Server <server> に LOGIN 
プロパティ と  PASSWORD プロパティがあ り ません。

指示文 原因 
WebLogic Server に LOGIN プロパティ と  PASSWORD プロパティが設定されていません。

処置

1 こ のサーバーに WebLogic ユーザーがまだ設定さ れていない場合、 WebLogic Administration 
Console を使用して、 こ の SPI でこ のサーバーを監視するために使用するユーザーを作成し
ます。

2 ノードを選択し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。 このサーバーに正し
い LOGIN プロパティ と  PASSWORD プロパティを設定します ( 既存の暗号化データを上書き
します )。

3 ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

説明 セキュ リ テ ィ  アクセス  エラー。 ポート  <port_number> の Weblogic Server <server> の LOGIN 
プロパティ、 PASSWORD プロパティ、 またはその両方が無効です。

指示文 原因

WebLogic Server に設定されている  LOGIN、 PASSWORD、 またはその両方が無効です。

処置

1 こ のサーバーに WebLogic ユーザーがまだ設定さ れていない場合、 WebLogic Administration 
Console を使用して、 こ の SPI でこ のサーバーを監視するために使用するユーザーを作成し
ます。

2 ノードを選択し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。 このサーバーに正し
い LOGIN プロパティ と  PASSWORD プロパティを設定します ( 既存の暗号化データを上書き
します )。

3 ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。
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WASSPI-330

説明 ADMIN_PORTS プロパティが設定されている場合は、 グローバルなログインとパスワードが必要

です。

指示文 原因 
管理対象ノードに ADMIN_PORTS プロパティが設定されていますが、 設定されている  LOGIN プロ

パティ、 PASSWORD プロパティ、 またはその両方がグローバルではあ り ません。

処置 
1 OVO コンソールで 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを使用して、 ADMIN_PORTS プロパ

ティに割り当てられている値を表示します。

2 WebLogic Administration Console を使用して、 WLS-SPI でサーバーを監視するために使用する  
WebLogic ユーザーを作成します ( 存在しない場合 )。

3 OVO コンソールで 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを使用して、 ノードの LOGIN プロパ
ティ と  PASSWORD プロパティを設定します。

注意 : ADMIN_PORTS プロパティに複数の WebLogic 管理サーバーのポートが設定されている場
合、 これらの WebLogic 管理サーバーに同じユーザー ID が設定されているこ とを確認します。
それが不可能な場合は、 管理サーバーに NAME、 PORT、 LOGIN、 および PASSWORD の各プロパ
ティを手動で設定する必要があ り ます。

4 ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

説明 設定されているログイン、 パスワード、 またはその両方がグローバルではあ り ません。

指示文 原因 
設定されている  LOGIN プロパティ または PASSWORD プロパティがグローバルではあ り ません。

個々の WebLogic 管理サーバーにログインとパスワードが設定されている場合、 グローバルなロ

グインとパスワードは不要です。 しかし、 すべての WebLogic 管理サーバーが同じログインとパ

スワードを共有する場合、 以下の手順でグローバルな LOGIN プロパティ と  PASSWORD プロパティ

を設定できます。

処置

1 ノードに LOGIN プロパティ と  PASSWORD プロパティがまだない場合、 OVO コンソールで
「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを使用してプロパティを追加します。

2 ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。
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WASSPI-402

WASSPI-403

説明 WebLogic SPI インス トルメンテーシ ョ ンが見つかり ません。

指示文 原因 
WebLogic Discovery が正し く処理を行うために必要な一部のファイルが見つかり ませんでした。

処置

 アクシ ョ ン、 コマンド、 およびモニターをノードに配布します。

説明 ローカル ホス ト を取得できません。

指示文 原因 
管理対象ノードのホス トの IP アドレスが見つからないか、 セキュ リ ティ違反があったため、 ホ

ス ト名が見つかり ません。

処置

 システム管理者に連絡してください。

説明 WebLogic の Java インス トール ディ レク ト リが見つかり ません。

指示文 原因

管理対象ノードの各 BEA ホーム ディ レク ト リから  Java インス トール ディ レク ト リが手動で削除

されたか、 WebLogic インス トール スク リプ トで Java インス トール ディ レク ト リがインス トール

されていません。

処置

1 ノ ード で実行中の WebLogic Server で使用される  Java インスト ール ディ レク ト リ を見つけます。

2 ノードを選択し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。 ノードに JAVA_HOME プ
ロパティを追加します。

3 ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。
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WASSPI-405

説明 weblogic.jar ファ イルが見つかり ません。

指示文 原因 
WebLogic Server がノードにインス トールされていません。

処置

 WebLogic Server が管理対象ノードにインス トールされているこ とを確認します。

原因

Discovery が WebLogic Server のインス トール ディ レク ト リ を検出できませんでした。

処置 
1 OVO コンソールでノードを選択し、 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。 この

ノードの HOME_LIST プロパティを設定します。

2 ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

説明 SiteConfig ファ イルの読み取り中にエラーが発生しました。

指示文 原因 
権限が正し くないか、 または、 ファ イルまたはディ レク ト リが破損しています。

処置 
1 OVO エージェン トのユーザーがファイル %OvAgentDir%/wasspi/wls/conf/

SiteConfig に書き込むには、 この権限で正しいこ とを確認します。 システム管理者に連絡
し、 修正を依頼して ください。

2 ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

3 問題が引き続き発生する場合は、 「Gather Info」 アプ リ ケーシ ョ ンを実行し、 HP サポートに連
絡します。 サポート担当者に以下の情報を提供します。

— 問題再現に関する手順やその他の情報

— 「Gather Info」 アプ リ ケーシ ョ ンで生成されたファイル
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説明 ノードの WLSSPI 設定の取得がタイムアウ トにな り ました。

指示文 原因 
管理サーバーと管理対象ノード との通信に失敗しました。

処置

ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。 起動に失敗する場合
は、 システム管理者に連絡してください。

原因

WLSSPI 設定を取得するために管理サーバーから管理対象ノードにアクセスしましたが、 2 分経
過しました。

処置

ノードを選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

原因 
ノードで WebLogic Discovery を実行する と きに 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンが実行中で
した。

処置

管理サーバーで 「Config WLSSPI」 アプ リ ケーシ ョ ンが実行中でないこ とを確認します。 ノード
を選択し、 「WebLogic Discovery」 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

原因

管理サーバーで Discovery スク リプ トの実行に失敗しました。

処置

管理サーバー上で以下のト レース  ファ イルをコピーします。
%OvInstallDir%/install/WASSPI/WLSSPI/English/Discovery/log

ト レース  ファ イルは <node_name>_disc_server.log です。 <node_name> は、 管理対象ノー
ドのプライマ リ  ノード名です。 ト レース  ファ イルにエラー メ ッセージが含まれている場合は、
以下の手順を実行します。

1 ノードを選択し、 「WLSSPI Admin」 アプ リ ケーシ ョ ン グループの 「Gather Info」 アプ リ ケー
シ ョ ンを実行します。

2 HP サポートに連絡し、 サポート担当者に以下の情報を提供します。

— 問題再現に関する手順やその他の情報

— 「Gather Info」 アプ リ ケーシ ョ ンで生成されたファイル
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その他のすべてのエラー 

説明 WLS-SPI エラー ログに不明なエラーが表示されています。

重要度 重要警戒

指示文 処置

1 WLS-SPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題を特定しま
す。[ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ ンド ウからアクセスする  
View Error File アプリ ケーシ ョ ンを使用して管理対象ノードの SPI エラー ログを表示できま
す。 エラー メ ッセージは、 日付 / タイムスタンプで識別できます。

2 ステップを特定して、 問題を再現します。

3 ト レース記録をオンにして ([ 登録アプリケーシ ョ ン ] → [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] ウ ィ
ンド ウからアクセスする  Start Tracing アプ リ ケーシ ョ ンを使用 )、 問題を再現します。 利用
可能なアプリ ケーシ ョ ンの詳細については、 16 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。

ト レース記録情報は、 /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/trace.log ( アーカイブ ファ イル
には 3 桁の数値が filename に追加されます ) に保存されます。 こ こで、 /<OvAgentDir>/ は
通常、 /var/opt/OV/ です。

4 前のステップで収集した情報を  HP のサポート担当者に連絡してください。
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A ファイルの位置
WLS-SPI 設定ファ イルとエラー ログは特定のディ レク ト リにあ り ます。

OVO 管理サーバーのファイルの位置

管理対象ノードのファイルの位置

DCE ベースの管理対象ノード、 またはすでに WLS-SPI を実行しており、 非 root HTTPS エージェ

ン ト環境に切り替え中の UNIX 管理対象ノード  (UNIX のみ。 これらのディ レク ト リが存在しない

場合は、 この後のファイル位置テーブルを参照して ください ): 

オペレーティング システム ファイル ファイルの位置

HP-UX 設定 /opt/OV/wasspi/wls/conf

Solaris 設定 /opt/OV/wasspi/wls/conf

オペレーティング システム ファイル ファイルの位置

HP-UX、 Solaris、 Linux 設定 /var/opt/OV/wasspi/wls/conf

HP-UX、 Solaris、 Linux エラー ログ /var/opt/OV/wasspi/wls/log

AIX 設定 /var/lpp/OV/wasspi/wls/conf

AIX エラー ログ /var/lpp/OV/wasspi/wls/log

Windows (DCE) 設定 ¥usr¥ov¥wasspi¥wls¥conf

Windows (DCE) エラー ログ ¥usr¥ov¥wasspi¥wls¥log

Windows (HTTPS) 設定 ¥Program Files¥HP OpenView¥data¥
wasspi¥wls¥conf

Windows (HTTPS) エラー ログ ¥Program Files¥HP OpenView¥data¥
wasspi¥wls¥log
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非 root HTTPS エージェン ト環境で新し く設定された WLS-SPI 管理対象ノード  (UNIX のみ ):

オペレーティング システム ファイル ファイルの位置

HP-UX、 Solaris、 Linux 設定 /var/opt/OV/conf/wlsspi

HP-UX、 Solaris、 Linux エラー ログ /var/opt/OV/log/wlsspi

AIX 設定 /var/lpp/OV/conf/wlsspi

AIX エラー ログ /var/lpp/OV/log/wlsspi
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B 設定
この付録には、 設定構造についての詳細、 設定エディ タの使用方法、 設定プロパティの説明、 お
よび設定例が記載されています。

構造

設定例については、 166 ページの 「サンプル設定」 を参照して ください。 設定の基本構造は以下

のよ うにな り ます ( 先頭に # が付く行はコ メン ト と して扱われ、 無視されます )。

# グローバル プロパティ
property=<value> ...

# GROUP ブロック
GROUP <group_name>
{
<node_name> ...
}

# NODE ブロック
NODE <node_name | group_name>
{
property=<value> ...
}

グローバル プロパティ

# グローバル プロパティ
<property>=<value> ...

グローバル レベルで定義されたプロパティはすべてのノードに適用されます。 ただし、 これらの

グローバル プロパティは、 GROUP または NODE ブロ ッ クで設定されるプロパティやサーバー固

有のプロパティによって無効にするこ とができます。

GROUP ブロック

# GROUP ブロック
GROUP <group_name>
{
<node_name> ...
}

GROUP ブロッ クは、共通のプロパティ を持つノ ード をまと めてグループ化するために使用します。
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<group_name> は共通のプロパテ ィ を持つノード  グループを識別し ます。 GROUP ブロ ッ ク

<group_name> が設定の中で繰り返し定義されている場合は、 後の定義が優先されます。

<node_name> はグループのノードを一覧表示するもので、 OVO で設定したプライマ リ  ノード名

です。

NODE ブロ ッ クを使用してグループの共通プロパティを設定します。

設定エディ タを使用して、 <Group_Name> フォルダの [Default Properties] 項目を選択し、 GROUP
ブロ ッ クのプロパティを表示、 設定、 または編集します。

NODE ブロック

# NODE ブロック
NODE <node_name | group_name>
{
<property>=<value> ...
}

NODE ブロ ッ クで設定されるプロパテ ィは、 ( グループの共通プロパテ ィ を設定するために )
<group_name> によって定義されるグループまたは ( 単一のノードのプロパティ を設定するため

に ) 指定される  <node_name>に属すノードに適用されます。

グループについては、 GROUP ブロ ッ クで定義される  <group_name> を入力して、 グループの共

通プロパティを定義します。

単一のノードについては、 <node_name> を入力して、 プロパティを定義します。

NODE ブロ ッ クでプロパティが繰り返し定義されている場合は、 後の定義が優先されます。

設定エディ タを使用して、 <Node_Name> フォルダの [Default Properties] 項目を選択し、 NODE ブ
ロ ッ ク  プロパティを表示、 設定、 または編集します。

サーバー固有のプロパティ

SERVER<n>_property と して指定される各プロパティは、WebLogic Server 固有のインスタンスを

参照します。 複数の WebLogic Server インスタンスが指定の管理対象ノードで動作している場合

は、 番号 <n> でサーバーを区別します。 番号は 「1」 から始ま り、 WebLogic Server の各インスタ

ンスには一意の番号が割り当てられます。

プロパティ優先順位

設定で定義されるプロパティの優先順位 ( 高い順 ) は以下のよ うにな り ます。

1 SERVER<n>_property ( サーバー固有 )

2 NODE <node_name> {<property>} ( ノードについて定義されたプロパティ )

3 NODE <group_name> {<property>} ( グループについて定義されたプロパティ )

4 <property> ( グローバル プロパティ )

GROUP ブロ ッ クで指定したノード名は、 OVO で設定したプライマ リ  ノード名である、 OVO 変
数 $OPC_NODES が返す値に一致します。
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設定エディ タの使用法

設定エディ タを使用して、 設定を表示し、 編集します。 設定の更新にはこのエディ タのみを使用
する必要があ り ます。

設定エディ タの主な機能には、 以下のものがあ り ます。

• ツ リー

• ボタン

• アクシ ョ ン

Config WLSSPI - ツリー

Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンの メ イ ン  ウ ィ ン ド ウの左側のペイ ンに表示される  Config
WLSSPI ツ リーには、 ツ リー構造の WLS-SPI 設定が表示されます。

以下にツ リーの例を示します。

こ こで、 アイコンは以下のよ うに定義されます。

アプ リ ケーシ ョ ン サーバーまたはグループが設定されていない場合は、 [Application Servers] フォ

ルダおよび [Groups] フォルダは表示されません。 Config WLSSPI を初めて実行していて、 ツール

を起動する前にノードを選択しなかった場合、 [Nodes] フォルダは表示されません。

設定プロパティを表示できます。

設定プロパティを表示して、 設定できます。
143



以下の表は、 ツ リーの各項目とその項目についての簡単な説明を一覧表示しています。

項目名 説明

Application Servers すべてのアプリ ケーシ ョ ン  サーバーのリ ス ト を含むフォルダ。

このフォルダは、 Defaults ( グローバル プロパティ )、
Group_Name(s) (GROUP ブロ ッ ク )、 または Node_Name(s) 
(NODE ブロ ッ ク ) の下で表示できます。

<Application_Server_Name> WebLogic Server で定義されるサーバー名

Configuration WebLogic 環境についてのすべての WLS-SPI 設定情報を含む

フォルダ

Default Properties 設定されている設定プロパティを一覧表示します。 この項目
は、 Defaults ( グローバル プロパティ )、 Group_Name(s) 
(GROUP ブロ ッ ク )、 または Node_Name(s) (NODE ブロ ッ ク ) の
下に表示されます。

Defaults グローバル プロパティ を表すフォルダ。 このレベルで設定され

たデフォルト  プロパティ は、 すべてのノ ード に適用されます。

ただし、 これらのプロパティ は、 Group_Name と  Node_Name フォ

ルダで設定したプロパティ で無効にできます ( 詳細については、

142 ページの 「プロパティ優先順位」 を参照してく ださい )。

Groups GROUP ブロ ッ クを表すフォルダ

<Group_Name> 共通プロパティを持つノード  グループの名前を識別するフォル

ダ。 このレベルで設定されたデフォルト  プロパティは、 指定さ

れたグループに属するすべてのノードに適用されます。 これら
のプロパティは、 Node_Name フォルダで設定されたプロパティ

で無効にできます ( 詳細については、 142 ページの 「プロパ

ティ優先順位」 を参照して ください )。

Nodes NODE ブロ ッ クを表すフォルダ

<Node_Name> OVO で設定したプライマ リ  ノード名である、 OVO 変数 
$OPC_NODES が返す値と名前が一致する、 単一のノードを表す

フォルダ。 このレベルで設定されるデフォルト  プロパティは、

指定されたノードのみに適用されます ( 詳細については、

142 ページの 「プロパティ優先順位」 を参照して ください )。
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Config WLSSPI - ボタン

以下のボタンが Config WLSSPI で利用可能です。

Config WLSSPI - アクシ ョ ン

実行できるアクシ ョ ンは、 ツ リーで選択した項目とアクシ ョ ンにアクセスする場所によって異な
り ます。 以下のアクシ ョ ンは、 [File] メニューの [Actions] メニューから、 またはツ リーの項目を

右ク リ ッ ク して、 アクセスできます。

ボタン 説明

Cancel Config WLSSPI を終了します。

設定プロパティを設定しても保存しないと、 これらの変更は保存されません。

アプ リ ケーシ ョ ン サーバー、 ノード、 またはグループを追加または削除して、 変更

を保存しなかった り、 設定プロパティを変更したり した場合は、 [Confirm Cancel] 
ウ ィンド ウが表示されます。 変更を保存して終了するには [Save and Exit]、 変更を

保存しないで終了するには [Exit without Save]、 また、 設定の編集を続行するには 
[Return to Editing] ( 変更は保存されない ) を選択します。

Finish Config WLSSPI を終了します。 ノードを選択しないで Config WLSSPI を起動する と、

[Next] ボタンが代わりに表示されます。

Next Config WLSSPI を終了します。 Config WLSSPI を起動する前に選択したノードを一覧

表示する  [Confirm Operation] ウ ィ ンド ウが表示されます。 選択した管理対象ノード

の設定は、 ユーザーの変更で更新されます。 選択していなかったノード  ([Confirm 
Operation] ウ ィ ンド ウには表示されません ) に変更を加えた場合、 その変更は OVO 
管理サーバーの設定には保存されますが、 その管理対象ノードの設定を変更するに
は、 登録ノードからそれらの管理対象ノードを選択して、 Config WLSSPI を再起動

してから、 終了する必要があ り ます。

Save OVO 管理サーバーの設定の変更を保存し、 設定の編集を続行します。 [File] → 
[Save] を選択して、 変更を保存するこ と もできます。

アクシ ョ ン 説明 選択されたツリー項目

Add Application 
Server

アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを追加しま

す。 詳細については、 146 ページの

「Add Application Server」 を参照して く

ださい。

Application Servers
Defaults
<Group_Name>

<Node_Name>

Add Group 共通プロパティを持つノードを割り当
てられるグループを作成します。 詳細
については、 147 ページの 「Add 
Group」 を参照して ください。

ツ リーのあらゆる項目

ツ リーのあらゆる項目

Add Node 管理対象ノードを  [Nodes] フォルダに

追加します。 詳細については、
147 ページの 「Add Node」 を参照して

ください。

ツ リーのあらゆる項目

ツ リーのあらゆる項目
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Add Application Server

WLS-SPI 設定のグローバル プロパティ、GROUP、 または NODE レベルで WebLogic Server のイン
スタンスを追加します。

ノードでサーバー名が重複している  (NAME プロパティが同じ値に設定されている ) 場合は、 ( 各
サーバーを一意に識別するために ) ALIAS プロパティ設定のプロンプ トが表示されます。 ALIAS
プロパティの詳細については、 153 ページの 「プロパティの定義」 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを追加するには、 以下の手順を実行します。

1 ツ リーの以下の項目の 1 つを右ク リ ッ ク します。 Defaults ( グローバル プロパティ  レベル )、
Application Servers ( グローバル プロパティ  レベル )、 <Group_Name> (GROUP レベル )、 また
は <Node_Name> (NODE レベル ) 。 次に、 [Add Application Server] を選択します。

[WLSSPI Configure Tool: Add App Server] ウ ィンド ウが表示されます。

Exit Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを終

了します。 このアクシ ョ ンは、 [File] 
メニューから利用可能です。 変更が保
存されなかった場合は、 [Confirm 
Cancel] ウ ィ ンド ウが表示されます。

ツ リーのあらゆる項目

ツ リーのあらゆる項目

Remove Application 
Server/Remove ALL 
App Servers

1 つのアプリ ケーシ ョ ン サーバーまた

は一覧表示されたすべてのアプリ ケー
シ ョ ン サーバーを削除します。 詳細に

ついては、 148 ページの 「Remove 
Application Server/Remove ALL App 
Servers」 を参照して ください。

Application Servers
<Application_Server_Name>

Remove Group/
Remove ALL Groups

1 つの WLS-SPI グループまたはすべて

の一覧表示された WLS-SPI グループ

を削除します。 詳細については、
148 ページの 「Remove Group/Remove 
ALL Groups」 を参照して ください。

Groups
<Group_Name>

Remove Node/Remove 
ALL Nodes

1 つまたはすべての管理対象ノードを

削除します。 詳細については、
149 ページの 「Remove Node/Remove 
ALL Nodes」 を参照して ください。

Nodes
<Node_Name>

Save 変更を設定に保存します。 このアク
シ ョ ンは設定に変更を加えた場合の
み、 [File] メニューから利用可能です。

ツ リーのあらゆる項目

ツ リーのあらゆる項目

[Set Configuration 
Properties] タブ

WLS-SPI 設定プロパティ を設定しま

す。 詳細については、 149 ページの

「[Set Configuration Properties] タブ」 を

参照して ください。

<Application_Server_Name>

Default Properties

[View Current 
Configuration] タブ

WLS-SPI 設定プロパティ を表示しま

す。 詳細については、 150 ページの

「[View Current Configuration] タブ」 を

参照して ください。

ツ リーのあらゆる項目

ツ リーのあらゆる項目

アクシ ョ ン 説明 選択されたツリー項目
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2 [Application Server Name] を入力します。 これは、 WebLogic Server で定義されたアプリ ケー
シ ョ ン サーバーの名前で、 大文字と小文字とを区別します。 WebLogic Administration Console 
には、 ド メ インにあるすべての設定されたアプリ ケーシ ョ ン  サーバーのサーバー名が表示さ
れます。 これらの名前を  [Application Server Name] に使用します。

3 [Application Server Port] を入力します。 これは、 WebLogic Server がリ スンするポートです。
WebLogic Administration Console には、 ド メ インにあるすべての設定されたアプリ ケーシ ョ ン  
サーバーのポート番号が表示されます。 これらを  [Application Server Port] に使用します。

4 [OK] を選択します。

NAME と  PORT プロパティが設定されます。

アプ リ ケーシ ョ ン サーバーが追加され、 そのプロパティが表示されます。 このサーバーに追
加の設定プロパテ ィ を設定する こ と も でき ます。 詳細については、 149 ページの 「[Set
Configuration Properties] タブ」 を参照して ください。

5 [Save] を選択して、 変更を保存します。

このアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを追加した くない場合は、 アプリ ケーシ ョ ン  サーバー名を右
ク リ ッ ク し、 [Remove Application Server] を選択してから、 [Save] を選択します。

Add Group

ノードを  WLS-SPI 設定で共通プロパティ を持っているグループに割り当てます。

グループを追加するには、 以下の手順を実行します。

1 ツ リーの項目を右ク リ ッ ク し、 [Add Group] を選択します。

[WLSSPI Configure Tool: Configuration Editor: Add Group] ウ ィンド ウが表示されます。

2 [Enter the name of the Group] にグループ名を入力します。 このグループ名は共通プロパティを
持つノード  グループを識別し、 大文字と小文字とを区別しません。

3 [ 了解 ] を選択します。

グループが追加され、 そのグループの [Set Configuration Properties] タブが表示されます。

4 [Add Node to Group] を選択し、 リ ス トから ノードを  1 つ選択してグループに追加し、 [ 了
解 ] を選択します。 すべてのノードをグループに追加し終えるまでこのステップを繰り返し
ます。

5 [Select a Property to Set] プルダウン リ ス ト を使用して、 このグループの設定プロパティを
設定します。 詳細については、 149 ページの 「[Set Configuration Properties] タブ」 を参照して
ください。

6 [Save] を選択して、 変更を保存します。

このグループを追加した くない場合は、 グループ名を右ク リ ッ ク し、 [Remove Group] を選
択してから、 [Save] を選択します。

Add Node

管理対象ノードを WLS-SPI 設定に追加します。

ノードを追加するには、 以下の手順を実行します。

1 ツ リーのいずれかの項目を右ク リ ッ ク し、 [Add Node] を選択します。

設定に追加できる追加の管理対象ノードがない場合は、メ ッセージ All available managed
nodes have been added to the configuration が表示されます。 [ 了解 ] をク リ ッ ク し
て、 このアクシ ョ ンを終了します。

そ うでない場合は、 [WLSSPI Configure Tool: Configuration Editor: Add Node] ウ ィ ンド ウが表示
されます。
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2 プルダウン メニューから、 追加する ノードを選択します。

3 [OK] を選択します。

ノードが追加され、 そのノードの [Set Configuration Properties] タブが表示されます。

4 [Select a Property to Set] プルダウン リ ス ト を使用して、 このノードの設定プロパティを設
定します。 詳細については、 149 ページの 「[Set Configuration Properties] タブ」 を参照して く
ださい。

5 [Save] を選択して、 変更を保存します。

このノードを追加したくない場合は、 ノード名を右ク リ ッ ク し、 [Remove Node] を選択して
から、 [Save] を選択します。

Remove Application Server/Remove ALL App Servers

1 つの WebLogic Server またはすべての一覧表示された WebLogic Servers を  WLS-SPI 設定から削
除します。

アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー名を右ク リ ッ ク し、[Remove Application Server] を選択します。

選択されたアプリ ケーシ ョ ン  サーバー名はリ ス トから削除され、 その設定プロパティは設定
から削除されます。

2 [Save] を選択して、 そのアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを永久に削除します。

[Cancel] を選択して、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーの削除をキャンセルします ( このアプ リ
ケーシ ョ ン サーバー名は、 Config WLSSPI を次回実行する と きに表示されます )。 [Confirm
Cancel] ウ ィンド ウで、 [Exit without Save] を選択します。

すべてのアプリ ケーシ ョ ン サーバーを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 [Application Servers] フォルダを右ク リ ッ ク して、 [Remove ALL App Servers] を選択します。

選択された [Application Servers] フォルダと選択されたフォルダに一覧表示されたすべてのア
プリ ケーシ ョ ン サーバーが削除されます ( 一覧表示されたアプリ ケーシ ョ ン  サーバーのすべ
ての設定プロパティが設定から削除されます )。

2 [Save] を選択して、 それらのアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを永久に削除します。

[Cancel] を選択し て、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーの削除をキ ャ ンセルし ます
([Application Servers] フォルダと フォルダに一覧表示されているすべてのアプ リ ケーシ ョ ン
サーバー名は、Config WLSSPI を次回実行する と きに表示されます )。 [Confirm Cancel] ウ ィ ン
ド ウで、 [Exit without Save] を選択します。

Remove Group/Remove ALL Groups

WLS-SPI グループまたはすべての一覧表示された WLS-SPI グループを  WLS-SPI 設定から削除し
ます。

グループを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 グループ サーバー名を右ク リ ッ ク し、 [Remove Group] を選択します。

選択されたグループはリ ス トから削除され、 その設定プロパティは設定から削除されます。

2 [Save] を選択して、 そのグループを永久に削除します。

[Cancel] を選択して、グループの削除をキャンセルします ( このグループ名は、Config WLSSPI
を次回実行する と きに表示されます )。 [Confirm Cancel] ウ ィ ン ド ウで、 [Exit without Save]
を選択します。
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Remove Node/Remove ALL Nodes

1 つの管理対象ノードまたはすべての一覧表示された管理対象ノードを  WLS-SPI 設定から削除し
ます。

ノードを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 ノード名を右ク リ ッ ク し、 [Remove Node] を選択します。

選択されたノードはリ ス トから削除され、 その設定プロパティは設定から削除されます。

2 [Save] を選択して、 そのノードを永久に削除します。

[Cancel] を選択して、 ノードの削除をキャンセルします ( このノード名は、Config WLSSPI を
次回実行する と きに表示されます )。 [Confirm Cancel] ウ ィンド ウで、 [Exit without Save] を
選択します。

すべてのノードを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 [Nodes] フォルダを右ク リ ッ ク し、 [Remove ALL Nodes] を選択します。

選択された [Nodes] フォルダと選択されたフォルダに一覧表示されたすべてのノードが削除
されます ( 一覧表示されたノードのすべての設定プロパティが設定から削除されます )。

2 [Save] を選択して、 そのノードを永久に削除します。

[Cancel] を選択して、 すべてのノードの削除をキャンセルします ([Nodes] フォルダと この
フォルダに一覧表示されているすべてのノード名は、Config WLSSPI を次回実行する と きに表
示されます )。 [Confirm Cancel] ウ ィンド ウで、 [Exit without Save] を選択します。

[Set Configuration Properties] タブ

グローバル プロパティ  レベルで、または選択したアプ リ ケーシ ョ ン  サーバー、グループ (GROUP
レベル )、 またはノード  (NODE レベル ) について、 WLS-SPI 設定プロパティ を設定します。

 ア イ コ ンのついている項目だけに設定プロパテ ィ を設定でき ます (Default Properties と
<Application_Server_Name>)。

項目の設定プロパティを設定するには、項目を選択して、右側のペインにある  [Set Configuration
Properties] タブをク リ ッ ク します。

プロパテ ィの設定

設定のプロパティを設定するには、 以下の手順を実行します。

1 [Select a Property to Set] プルダウン  メニューからプロパティを選択します。

2 [Set Property] を選択します。 表にはプロパティ と空白値フ ィールドが表示されます。

3 空白値フ ィールドをク リ ッ ク して、 値を入力します。

4 設定する各プロパティについて、 ステップ 1 ～ 3 を繰り返します。

5 [Save] をク リ ッ ク します。

個々のプロパティの詳細については、 152 ページの 「設定プロパティ」 を参照して ください。

プロパテ ィの変更

設定でプロパティ  (LOGIN 以外 ) を変更するには、 以下の手順を実行します。

1 表でプロパティを選択します。

LOGIN と  PASSWORD プロパティについては、 [Set Property] を選択する と、 別のウ ィンド ウが表

示されます。 このウ ィンド ウにログインとパスワードの値を入力します。
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2 値フ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

3 値を編集します。

ノードでサーバー名が重複している  (NAME プロパティが同じ値に設定されている ) 場合は、
( 各サーバーを一意に識別するために ) ALIAS プロパティ設定のプロンプ トが表示されます。
ALIAS プロパティの詳細については、153 ページの 「プロパティの定義」 を参照して ください。

4 変更する各プロパティについて、 ステップ 1 ～ 3 を繰り返します。

5 [Save] をク リ ッ ク します。

設定で LOGIN プロパティを変更するには、 以下の手順を実行します。

1 [Select a Property to Set] プルダウン  メニューから  [LOGIN/PASSWORD] を選択します。

2 [Set Property] を選択します。 [Set Access Info for Default Properties] ウ ィ ンド ウが表示されます。

3 新しいパスワードを入力し、 パスワードを確認します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

5 [Save] をク リ ッ ク します。

個々のプロパティの詳細については、 152 ページの 「設定プロパティ」 を参照して ください。

プロパテ ィの削除

設定からプロパティを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 表でプロパティを選択します。

2 [Remove Property] をク リ ッ ク します。

3 削除する各プロパティについて、 ステップ 1 と  2 を繰り返します。

4 [Save] をク リ ッ ク します。

AUTO_DISCOVER:  ウ ィンド ウの一番下近くに表示される  [AUTO_DISCOVER] チェッ ク  ボッ ク

スで、 AUTO_DISCOVER プロパティ を設定します。 このチェ ッ ク  ボッ クスを選択するか、 また

は選択解除するかによってのみ、 このプロパティを設定できます。

チェッ ク  ボッ クスを選択する  ( デフォルト ) と、 Discovery テンプレート  ( 配信されている場合 )
はサービス  マップと設定にある  WLS-SPI 設定情報を自動的に更新します。 Discovery テンプレー

トが配信されていない場合、 サービス  マップは作成されますが更新はされません。

[View Current Configuration] タブ

OVO 管理サーバーの設定で設定されたすべての WLS-SPI 設定プロパティ、 または選択されたア

プリ ケーシ ョ ン サーバー、 グループ、 またはノードの WLS-SPI 設定プロパティが表示されます。

項目の設定プロパテ ィ を表示するには、 項目を選択して、 右側のペインにある  [View Current
Configuration] タブをク リ ッ ク します。
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以下の表は、 指定された項目が選択された場合の表示を示しています。

View Inherited Properties

ウ ィ ン ド ウの一番下近くに、 [View Inherited Properties] チェ ッ ク  ボッ ク スが表示されます。 この
チェッ ク  ボッ クスを選択する と、 設定プロパティの表示が変わって、 選択した項目に影響を与え
るすべての継承されたプロパティ  ( これらのプロパティは、 グローバル プロパティ  レベルまたは
GROUP レベルで定義されています ) が表示されます。継承されたプロパティは、プロパティの後
ろに 「<*>」 をつけて表示されます。

このチェッ ク  ボッ クスを選択解除する と、 選択された項目のレベルで設定された設定プロパティ
のみが表示されます。

継承されたプロパティは、そのプロパティが設定されたレベルでしか変更できません。プロパティ
の後に 「<*>」 がついている場合、 そのプロパティはそのレベルでは変更できません。 たとえば、
プロパティ  HOME がグローバル プロパティ  レベル ([Defaults] フォルダの下 ) で設定されている場
合は、 [Defaults] フォルダの下で一覧表示される  [Default Properties] でしか変更できません。 HOME
は ( 後ろに 「<*>」 をつけて ) <Group_Name> の [Default Propertie] に表示されますが、 このレベル
では変更できません。

ツ リーで下位に設定されているプロパティは、 ツ リーで上位に設定されているプロパティ よ り も
優先されます。 たとえば、 プロパティ  HOME がグローバル プロパティ  レベル ([Defaults] フォルダ
の下 ) と  GROUP レベルで設定されている場合、 GROUP レベル プロパティの値が優先されます。

設定プロパティの優先順位は、 以下のよ うにな り ます ( 高い順に一覧表示 )。

1 サーバー固有

2 NODE レベル

3 GROUP レベル

4 グローバル プロパティ  レベル

項目名 表示の説明

Application Servers 一覧表示されたすべてのアプリ ケーシ ョ ン  サーバーに設定された
すべての設定プロパティを表示します。

<Application_Server_Name> アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに設定されたすべての設定プロパティ
を表示します ( これらのプロパティは、 [Set Configuration 
Properties] タブを選択して変更できます )。

Configurations OVO 管理サーバーの設定に保存されたすべての設定プロパティを
表示します。

Default Properties 設定されたすべての設定プロパティを表示します ( これらのプロ
パティは、 [Set Configuration Properties] タブを選択して変更で
きます )。

Defaults グローバル プロパティ  レベルで設定されたすべての設定プロパ
ティを表示します。

Groups すべての一覧表示されたグループに設定されたすべての設定プロ
パティを表示します。

<Group_Name> 特定のグループに設定さ れたすべての設定プロ パティ を表示し
ます。

Nodes 一覧表示されたノードに設定されたすべての設定プロパティを表
示します。

<Node_Name> 特定のノードに設定されたすべての設定プロパティを表示します。
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設定プロパティ

153 ページの表 14 には、 WLS-SPI 要件によるすべてのプロパティが一覧表示されます。

プロパテ ィの説明については、 152 ページの 「設定プロパティ」 を参照して ください。

プロパティ プロパティ名

要件 特定のコンポーネン トのプロパティ要件を一覧表示します。

R - 必須 : プロパティを設定する必要があ り ます。

C - 条件付 : 一定の条件に合えば、 プロパティを設定する

必要があ り ます。

O - オプシ ョ ン : コンポーネン トが動作するためにプロパ

ティは必要あ り ません。

ブランク  - 適用不可 : プロパティはこのコンポーネン トに影響を

与えません。

WLS-SPI WLS-SPI が動作するための設定要件

検出プロセス 検出プロセスが動作するための要件

自動検出 検出プロセスで自動的に設定されるプロパティ

設定のレベル 設定構造でこのプロパティが設定できるレベル

デフォルト  
プロパティ

設定構造のグローバル、 グループ、 またはノード  レベル

アプリ ケーシ ョ ン 
サーバー

設定構造のサーバー固有のレベル
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プロパティの定義

表 14 WLS-SPI 要件に一覧表示されるプロパティ

プロパテ ィ

要件

自動検出

設定のレベル

WLS-SPI 検出
プロセス

デフォルト  
プロパテ ィ

アプリケーシ ョ ン 
サーバー

HOME R O

JAVA_HOME R C

LOGIN R R
NAME R
PASSWORD R R
PORT R  

ADDRESS C O a

ADMIN_HOST C

ADMIN_PORT C

ADMIN_PORTS C C

ALIAS C

AUTO_DISCOVER C

BEA_HOME_LIST C O

COLLECT_METADATA C O

GRAPH_URL C

HOME_LIST C C

JMB_JAVA_HOME C

JMX_CLASSPATH C

KEYSTORE C

LOGFILE C

NODE_NAMES C C

PASSPHRASE C

PROTOCOL C

RMID_PORT C

RMID_START_TIME C

START_CMD C

STOP_CMD C

USER C

VERSION C

EXCLUDE_SAMPLES O

MAX_ERROR_LOG_SIZE O

TIMEOUT O

TYPE O
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UDM_DEFINITIONS_SOURCE O

a. WebLogic Admin サーバーが仮想 IP アドレスを リ スンしている リモート  WebLogic Server を管理している場合、 リ
モート  WebLogic Server が動作している管理対象ノードは ADDRESS が自動的に検出されるよ うに OVO のエイ リ
アスで設定する必要があ り ます。 OVO で仮想 IP アドレスを設定するには、 ADDRESS プロパティの説明の欄を参
照してください。

表 15 設定プロパティ

プロパテ ィ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須 /
条件付 /
オプシ ョ ン 説明

ADDRESS 6.1、 7.0、
8.1

条件付

サーバーが仮想 IP アドレ

スで動作している場合、
リモート  ノードにある場

合、 またはそのノードの
プライマ リ  IP アドレスを

使用していない場合に必
要です。

サーバーがリ スンしている ド メ イン名また
は IP アドレス。 設定されていない場合、

WLS-SPI はノードのプライマ リ  アドレスを

使用してサーバーに接続します。

例 : 
SERVER1_ADDRESS = product.hp.com

ADMIN_HOST 6.1、 7.0、
8.1

条件付

Start WLS Console アプ リ

ケーシ ョ ンを使用して、
WebLogic コンソールの起

動と停止を行いたい場合
に必要です。

このサーバーを管理している  WebLogic 管理

サーバーが動作している ノード名。
WebLogic Server Console アプリ ケーシ ョ ン

を起動するために設定する必要があ り ます。

例 : SERVER1_ADMIN_HOST=localhost

ADMIN_PORT 6.1、 7.0、
8.1

条件付

Start WLS Console アプ リ

ケーシ ョ ンを使用して、
WebLogic コンソールの起

動と停止を行いたい場合
に必要です。

このサーバーの WebLogic 管理サーバーの

ポート。 WebLogic Server Console アプ リ

ケーシ ョ ンを起動するために設定する必要
があ り ます。

例 : SERVER1_ADMIN_PORT=7005

表 14 WLS-SPI 要件に一覧表示されるプロパティ  ( 続き )

プロパテ ィ

要件

自動検出

設定のレベル

WLS-SPI 検出
プロセス

デフォルト  
プロパテ ィ

アプリケーシ ョ ン 
サーバー
154 付録 B



ADMIN_PORTS 6.1、 7.0、
8.1

条件付

WebLogic Admin サーバー

のド メ イン設定ファイル
がデフォルト  ディ レク ト

リにない場合に必要です。

ド メ イン設定ファ イル (config.xml) がデ

フォルト  ディ レク ト リにない WebLogic 
Admin サーバーのポート番号を以下に一覧

表示します。

<WebLogic_Install_Dir>/
config/<WebLogic_Domain>/ (WebLogic 
6.x の場合 )
<BEA_Home_Dir>/user_projects/
<WebLogic_Domain>/ (WebLogic 7 または 8 
の場合 )
こ こで、 <WebLogic_Install_Dir> は 
WebLogic Server がインス トールされている

ディ レク ト リであ り、 <BEA_Home_Dir> は 
registry.xml ファ イルを格納している

ディ レク ト リであ り、 <WebLogic_Domain> 
は WebLogic のド メ イン名です。

WebLogic Admin サーバーが仮想 IP アド レス

をリ スンしている場合、 ポート 番号の前にコ
ロンで区切って、 この仮想 IP アド レスを含め

ます ( たと えば、<virtual_ip_address>: 
<port_number>)。
WebLogic Admin サーバーに設定された 
LOGIN と  PASSWORD は、 NODE ブロ ッ ク  レベ

ルで設定される必要があ り ます ( つま り、

LOGIN と  PASSWORD は、 同じ ノード上で動

作しているすべての WebLogic Admin サー

バーについて同じである必要があ り ます )。
このプロパティで設定するポート番号は、
これらの WebLogic Admin サーバーが使用す

るポートです。

表 15 設定プロパティ  ( 続き )

プロパテ ィ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須 /
条件付 /
オプシ ョ ン 説明
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ALIAS 6.1、 7.0、
8.1

条件付

システム上で複数のアプ
リ ケーシ ョ ン サーバーが

同じサーバー名を共有し
ている場合に必要です。

システム上で複数のアプリ ケーシ ョ ン  サー

バーが同じサーバー名を共有している場合
は、 管理対象ノード上で一意の名前がアプ
リ ケーシ ョ ン サーバーに割り当てられま

す。 エイ リ アスが設定されていれば、 これ
がメ ッセージ、 レポート、 およびグラフで
使用される名前とな り ます ( そ うでない場

合は、 NAME を使用します )。
エイ リ アスが変更される場合、 古いエイ リ
アスのデータは保存されますが、 新しいエ
イ リ アスへのマップは行われません。

例 : 
NODE petstore.hp.com {
SERVER1_NAME=dog
SERVER1_ALIAS=beagle
SERVER2_NAME=dog
SERVER2_ALIAS=dachshund 

}

NODE flying_ace.hp.com {
SERVER1_NAME=snoopy
SERVER1_ALIAS=beagle
SERVER2_NAME=snoopy
SERVER2_ALIAS=red_baron 

}

AUTO_DISCOVER 6.1、 7.0、
8.1

条件付

Discovery テンプレートに

よって、 設定情報を自動
的に上書きされたくない
場合に必要です。

設定エディ タの [AUTO_DISCOVER] チェッ

ク  ボッ クスを選択して、 サービス  マップと

設定にある  WebLogic Server 設定情報を自動

的に更新します。

WebLogic Server 設定を手動で設定してい

て、 Discovery テンプレートによって設定情

報を自動的に上書きされたくない場合は、
設定エディ タの [AUTO_DISCOVER] チェッ

ク  ボッ クスを選択解除します。

表 15 設定プロパティ  ( 続き )

プロパテ ィ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須 /
条件付 /
オプシ ョ ン 説明
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BEA_HOME_LIST 6.1、 7.0、
8.1

条件付

WebLogic Server ソフ ト

ウェア レジス ト リが管理

対象ノード上に存在しな
い場合に必要です。

すべての WebLogic 製品が使用するソフ ト

ウェア レジス ト リ。 これには、 システムに

インス トールされているすべての WebLogic 
製品についての情報が含まれています。

WebLogic Server をインス トールするために 
BEA のインス トール スク リプ ト を使用しな

かった場合、 ソフ ト ウェア レジス ト リは作

成されません。

Windows 管理対象ノード上では、 ソフ ト

ウェア レジス ト リはファ イル beahomelist 
に作成されるか、 または BEAHOMELIST レ
ジス ト リで定義されます。 UNIX 管理対象

ノード上では、 ソフ ト ウェア レジス ト リは

ファ イル $HOME/beahomelist で作成され

ます。 こ こで $HOME  は WebLogic Server を
インス トールしたユーザーのホーム  ディ レ

ク ト リです。

UNIX 管理対象ノード上では、 スペースを

含むディ レク ト リ名は現在、 サポート され
ていません。

ソフ ト ウェア レジス ト リが存在せず、 この

プロパティが設定されていない場合、
Discovery テンプレートはエラー メ ッセージ

を生成します (WASSPI-361、 WASSPI-362、
WASSPI-363、 または WASSPI-382)。

COLLECT 6.1、 7.0、
8.1

必須 デフォルト : ON。 「ON」 を入力する と、

WebLogic Server のメ ト リ ッ クが自動的に収

集されます。 検出プロセスが失敗した場合、
このプロパティは 「OFF」 に設定されます。

「OFF」 を入力する と、 メ ト リ ッ クが収集さ

れないよ うにな り ます。

例 : COLLECT = OFF

表 15 設定プロパティ  ( 続き )

プロパテ ィ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須 /
条件付 /
オプシ ョ ン 説明
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COLLECT_METADATA 6.1、 7.0、
8.1

条件付

JMX Metric Builder アプリ

ケーシ ョ ンで MBean 
Exolorer を使用する場合

に必要です。

デフォルト : OFF。 「ON」 を入力する と  
JMX Metric Builder アプ リ ケーシ ョ ンによっ

て表示される メ タデータ  (MBean 情報 ) が収

集されます。 このメ タデータを使用して 
UDM ( ユーザー定義メ ト リ ッ ク ) が作成さ

れます。

各 MBean サーバーのメ タデータは、 /var/
opt/OV/wasspi/wls/metadata/
<managed_node>/<NAME|ALIAS>.xml、
/var/opt/OV/metadata/wls/
<managed_node>/<NAME|ALIAS>.xml、
または \<%OvAgentDir%>\wasspi\wls\
metadata\<managed_node>\
<NAME|ALIAS>.xml  ファ イルに保存され

ます。 こ こで NAME および ALIAS は管理対

象ノードに対して設定されるプロパティで
あ り、 ALIAS は設定された場合は必ず使用

されます。

EXCLUDE_SAMPLES 6.1、 7.0、
8.1

オプシ ョ ン デフォルト : false。 「true」 を入力して、

WebLogic Server サンプル プログラムを検出

しないよ うにする と、検出プロセスの実行に
かかる時間が短縮されます。 サンプル プロ

グラムは、 以下のディ レク ト リにあ り ます。

WebLogic 6.1
<WL_Install_Dir>/config/examples
<WL_Install_Dir>/config/petstore

WebLogic 7 と  8
<WL_Install_Dir>/samples

例 : EXCLUDE_SAMPLES = true

GRAPH_URL 6.1、 7.0、
8.1

条件付

View Graphs アプリ ケー

シ ョ ンを使用する場合に
必要です (OVPM がイン

ス トールされていなけれ
ばなり ません )。

OVPM を起動するために使用される完全修飾 
URL。 グローバル レベルのみで設定します。

例 : GRAPH_URL = http://
system1.hp.com/HPOV_Reports/
ovpm.htm (Windows 上の OVPM 4) 
GRAPH_URL = http://
system2.hp.com:8080/OVPM/
index.html (UNIX および Windows 上の 
OVPM 5)

HOME 6.1、 7.0、
8.1

必須 WebLogic Server がインス トールされている

ディ レク ト リ 。
例 : HOME = /opt/bea/wlserver6.0sp1

表 15 設定プロパティ  ( 続き )

プロパテ ィ
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バージ ョ ン
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条件付 /
オプシ ョ ン 説明
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HOME_LIST 6.1、 7.0、
8.1

条件付

BEA の registry.xml 
ファ イルが正確でない場
合、 あるいは見つからな
い場合 ( これが起きるの

は BEA のインスト ール ス
ク リ プト を使わずに 
WebLogic Server のソフト

ウェアと サービス  パッ ク

をインスト ールした場合 ) 
に必要です。

WebLogic Server がインスト ールされている、

セミ コロンで区切られたディ レク ト リ のリ
スト 。 このリ スト は検出で使用されます。

UNIX 管理対象ノード上では、 スペースを

含むディ レク ト リ名は現在、 サポート され
ていません。

JAVA_HOME 6.1、 7.0、
8.1

必須

Java がインス トールされ

ているディ レク ト リが複
数ある場合に検出プロセ
スが必要と します。

コレク タによって使用される、 Java がイン

ス トールされているディ レク ト リ 。 Java エ
ンジンは、 $JAVA_HOME/bin/java にあ り

ます。

例 : JAVA_HOME = /opt/bea/jdk130

JMB_JAVA_HOME N/A 条件付

JMX Metric Builder を使用

している場合に必要です。

OVO 管理サーバー上で JMX Metric Builder が
使用する  Java (JDK 1.4.1 以上 ) がインスト ー

ルされているディ レク ト リ 。 JDK のバー

ジョ ンは 1.4.1 以上でなければなり ません。

JMX_CLASSPATH N/A 条件付

JMX コネクタを使用して 
WebLogic 以外の MBean 
サーバーを監視している
場合に必要です。

JMX を実装している  jar ファ イルの場所。

例 : JMX_CLASSPATH = /opt/JMX/Sun/
lib/jmxri.jar

KEYSTORE 8.1 条件付

SSL を使用する場合に必

要です。

SSL ト ラス ト  キース ト ア ファ イルへの完全

修飾パス。

デフォルト : WebLogic のデモのキース ト ア

LAUNCH_DIR 6.1 条件付

一定の WebLogic 設定に

おいてのみ必要です。 説
明を参照して ください。

WebLogic Server が起動するディ レク ト リ

名。 これは、 WebLogic Server 設定で絶対ロ

グ ファ イル名が設定されておらず、

WebLogic Server が HOME から起動しない場

合に必要です。

例 : SERVER1_LAUNCH_DIR=
/opt/wlsapphome

表 15 設定プロパティ  ( 続き )

プロパテ ィ
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LOGFILE 6.1、 7.0、
8.1

条件付

WebLogic Server が返すロ

グ ファ イル名が監視した

いログ ファ イル名ではな

い場合にのみ必要です。

WebLogic Server ログ ファ イルの完全修飾パ

スで指定されたファ イル名のコンマで区切
られた リ ス ト 。

このプロパティを設定する と、 指定した
サーバー上のログファ イルに対する監視設
定が上書きされます。 それによって、 この
プロパティが設定されていない場合に監視
されるログファ イルが監視対象外となるこ
とがあ り ます。

デフォルト : <home>/<NAME>/
weblogic.log

LOGIN 6.1 必須 他のユーザーが適切な権限で定義されてい
ない場合の admin ユーザー名 ( 通常は 
system) (37 ページの 「タスク  2 : WebLogic 
Server ユーザーを設定する」 を参照して くだ

さい )。
デフォルト  : guest

例 : SERVER1_LOGIN = janedoe

LOGIN 7.0、 8.1 必須 インス トールで設定された WebLogic Server 
admin ユーザー。

例 : SERVER1_LOGIN = johndoe

MAX_ERROR_LOG_SIZE 6.1、 7.0、
8.1

条件付

2MB を超えるエラー ログ 
ファ イルを必要とする場
合に必要です。

エラー ログ ファ イルに認められる 大サイ

ズ (MB 単位 )。 エラー ログ ファ イルが上限

に達した場合、 そのファ イルはバッ クアッ
プ ファ イルと して名前を変更され、 ログ記

録が再開されます。 新しいバッ クアップ 
ファ イルで古いバッ クアップ ファ イルが置

換される と、 古いバッ クアップ ファ イルは

削除されます。
デフォルト  : 2MB
例 : 
MAX_ERROR_LOG_SIZE = 20

NAMEa 6.1、 7.0、
8.1

必須 WebLogic Server で定義されるサーバー名。 
WebLogic Administration Console を使用し

て、 この情報を入手します。 システムが同
じサーバー名を共有する  (NAME が NODE ブ
ロ ッ ク内で同じ ) 場合、 ALIAS を使用して

各サーバーを一意に識別します。 ALIAS が
設定されていなければ、 この名前を メ ッ
セージ、 レポート、 およびグラフで使用し
ます。

例 : SERVER1_NAME = exampleServer

表 15 設定プロパティ  ( 続き )

プロパテ ィ
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条件付 /
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NODE_NAMES 6.1、 7.0、
8.1

条件付

リモート  WebLogic Server 
が仮想 IP アドレスで動作

している場合に必要です。

サーバーがリ スンしている仮想 IP アドレ

ス。 リモート  WebLogic Server に設定されて

いない場合は、 自動的に検出されません。

例 : SERVER1_NODE_NAMES = 15.19.20.21

NUM_SERVERS 6.1、 7.0、
8.1

オプシ ョ ン 管理対象ノード上の WebLogic Server の数

例 : NUM_SERVERS = 3

PASSPHRASE 8.1 条件付

設定されているキース ト
アが読み取り操作にパス
フレーズを必要とする場
合に必要です。

WebLogic Server 上にキース ト アが作成され

たと きに定義されたパスフレーズ。 キース
ト アをパスワード付きで定義しなかった場
合は、 このプロパティは設定しません。

PASSPHRASE に入力する と、 GUI ではタイ

プした通りにテキス ト と して表示されます。
プロパティの保存や GUI の表示変更を行う

と、 PASSPHRASE は暗号化されます。

PASSPHRASE には 低 2 文字を含める必要

があ り ます。

PASSWORD 6.1 必須 LOGIN のためのパスワード。 LOGIN が指定

されていない場合は、 ユーザー guest が使

用されます。

例 : 
SERVER1_PASSWORD = janedoe123

PASSWORD 7.0、 8.1 必須 LOGIN のためのパスワード。 LOGIN が設定

されている場合、 パスワードを定義する必
要があ り ます。

例 : 
SERVER1_PASSWORD = johndoe123

PORTa 6.1、 7.0、
8.1

必須 WebLogic Server がリ スンするポート。 
WebLogic Administration Console を使用し

て、 この情報を入手します。

例 : SERVER1_PORT = 7001

表 15 設定プロパティ  ( 続き )

プロパテ ィ
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PROTOCOL 8.1 条件付

アプリ ケーシ ョ ン  サー

バー ポートで SSL を使用

している場合に必要です。

アプ リ ケーシ ョ ン サーバー ポートが SSL ま
たは非 SSL を使用している場合に指定しま

す。 有効な値は次のとおりです。

t3 ( 非 SSL)
t3s (SSL)

PROTOCOL を設定しない場合、 デフォルト値

は t3 ( 非 SSL) に設定されます。 PROTOCOL 
を設定して [Set Property] をク リ ッ ク した

場合、 デフォルト値は t3s (SSL) に設定され

ます。

無効な PROTOCOL を設定した場合や、

PROTOCOL がアプリ ケーシ ョ ン ポート と一

致しない場合、 OVO はアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーが停止中である とレポート します。

RMID_PORT 8.1 条件付

rmid がリ スンするデフォ

ルト  ポートがすでに使用

中の場合に必要です。

デフォルト : WebLogic Server: 9240、 JMX コ
ネクタ : 9241
rmid がリ スンするポート。 OVO 管理対象

ノードがアプ リ ケーシ ョ ン サーバーと  JMX 
コネク タを使用する  MBean サーバーを監視

する場合、SPI はデフォルトで 2 つのポート  
( 一方はアプリ ケーシ ョ ン サーバー用、 他

方は MBean サーバー用 ) を使用します。 た

とえば、 WebLogic Server と  MBean サーバー

を監視する場合、 SPI はポート  9240 と  9241 
を使用します。 RMID_PORT を設定する と、

SPI はすべてのサーバーにこの 1 つのポート

を使用します ( このプロパティは、 アプ リ

ケーシ ョ ン サーバー レベルでは設定できま

せん )。 たとえば、 WebLogic Server と  
MBean サーバーを監視し、 RMID_PORT を 
9250 に設定する場合、 SPI はポート  9250 の
みを使用します。

例 : RMID_PORT = 9250 

RMID_START_TIME 8.1 条件付

rmid の起動に 30 秒以上を

要する場合に必要です。

デフォルト : 30 ( 秒 )
rmid の起動のタイムアウ ト時間 ( 秒 )。
例  : RMID_START_TIME = 60

表 15 設定プロパティ  ( 続き )
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START_CMD 6.1、 7.0、
8.1

条件付

OVO コンソールから  
WebLogic Server を起動し

たい場合に必要です。

OVO 登録アプリ ケーシ ョ ンである  Start 
WebLogic アプリ ケーシ ョ ンが使用される場

合に実行される完全修飾システム コマン

ド。 このコマンドは、 Start WebLogic アプリ

ケーシ ョ ンを動作させるために設定する必
要のある  USER によって実行されます。

注意 : このコマンドは終了する必要があ り

ます。 つま り、 WebLogic Server プロセスは

バッ クグラウンドで、 またはサービス と し
て実行する必要があ り、 親プロセスが強制
終了されないよ うに保護する必要があ り ま
す。

例 : SERVER1_START_CMD = /sbin/
init.d/weblogic start

STOP_CMD 6.1、 7.0、
8.1

条件付

OVO コンソールから  
WebLogic Server を停止し

たい場合に必要です。

OVO 登録アプリ ケーシ ョ ンである  Stop 
WebLogic アプリ ケーシ ョ ンが使用される場

合に実行される完全修飾システム コマン

ド。 このコマンドは、 Stop WebLogic アプリ

ケーシ ョ ンを動作させるために設定する必
要のある  USER によって実行されます。

例 : SERVER1_STOP_CMD = /sbin/init.d/
weblogic stop

TIMEOUT 6.1、 7.0、
8.1

オプシ ョ ン デフォルト : 120 ( 秒 )。
WLS-SPI が WebLogic Server に接続を試行す

る時間の 大値 ( 秒単位 )。 指定された時間

を超えた場合、 WLS-SPI はメ ッセージ ブラ

ウザに WebLogic Server が利用できないこ と

を示す警告通知を送信します。 メ ト リ ッ ク  
B002_ServerStatusRep が収集される と、 サー

バーの利用不能状況がログ記録されます。

時間制限が不要である場合は、 このプロパ
ティを  1 に設定します。

TYPE 6.1、 7.0、
8.1

オプシ ョ ン

JMX コネクタを設定する

場合に必要です。

デフォルト : weblogic。
JMX コネク タのタイプ。 JMX コネク タを設

定する場合は、 ovrmi に設定します。

WebLogic の MBean サーバーを使用してい

る場合は、 この値を変更しないでください。

例 : SERVER1_TYPE=weblogic

表 15 設定プロパティ  ( 続き )
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UDM_DEFINITIONS_SOURCE 6.1、 7.0、
8.1

オプシ ョ ン デフォルト : /opt/OV/wasspi/wls/conf/
wasspi_wls_udmDefinitions.xml。
OVO 管理サーバー上のメ ト リ ッ ク定義 XML
フ ァ イ ルへの完全修飾パス 名ま たはこ の
ファ イルのファ イル名。パス名が設定されて
いると 、wasspi_wls_udmDefinitions.xml
ファ イルは UDM ファ イルのファ イル名であ

ると 見なされます。

例 : SERVER1_UDM_DEFINITIONS_SOURCE = 
/opt/OV/wasspi/wls/conf/udm.xml

USER 6.1、 7.0、
8.1

条件付

OVO コンソールから  
WebLogic Server を起動 /
停止したい場合に必要で
す。

OVO 登録アプリ ケーシ ョ ンから  WebLogic 
Server の起動と停止を行うためのシステム 
ユーザー名。

デフォルトは、 OVO エージェン トが実行す

るユーザー名です。
例 : USER = weblogic

表 15 設定プロパティ  ( 続き )
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VERSION 6.1、 7.0、
8.1

条件付

WebLogic Versions 7 およ

び 8 の場合に必要です。

Major# [Minor#] 形式の WebLogic Server 
のバージ ョ ン番号。

Major# - プライマ リ  バージ ョ ン番号 ( たと

えば、 6.1 または 7.0)。
Minor# - インス トールされたサービス  パッ

ク  ( たとえば、 SP1 の場合は 1)。
Minor# が指定されていないと、 デフォル ト

の 0 に設定されます ( サービス  パッ クはイ

ンス トールされません )。 バージ ョ ン 6.1 に
は、 サービス  パッ クをインス トールする必

要があ り ます ( サポート されているサービ

ス  パッ クの リ ス トについてのリ リース  ノー

ト を参照して ください )。
例 : SERVER1_VERSION = 6.1 3

a. WebLogic Administration Console には、 ド メ インにあるすべての設定されたアプリケーションのサーバー名と
ポー ト 番号が表示されます。 NAME と  PORT を定義する場合に、 これらの名前と番号を使用し ます。

表 15 設定プロパティ  ( 続き )
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サンプル設定

この付録にあるエン ト リつきの WLS-SPI 設定のサンプルには、 さまざまな機能と使用方法が例示

されています。

例 1: 単一のノード /2 つのサーバー

以下の例は、 単一のノードで管理サーバーと管理対象サーバーの 2 つのサーバーを実行するため

のものです。 プロパティ  HOME と  JAVA_HOME は、 すべてのサーバーと ノードに適用するグローバ

ル デフォルトです。 設定が保存される と、 パスワードは暗号化されます。

HOME = /opt/bea/wlserver6.1
JAVA_HOME=/opt/bea/jdk131

NODE main.rose.hp.com
{
SERVER1_NAME= adminserver
SERVER1_PORT= 7001
SERVER1_LOGIN= system
SERVER1_PASSWORD = password

SERVER2_NAME= managedserver
SERVER2_PORT= 7005
SERVER2_LOGIN= system
SERVER2_PASSWORD= password

}
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例 2: 複数のノード / 繰り返されるプロパティ

以下の例は、 多くのプロパティが共通している関連システムのグループを設定する方法を示して
います。 ただし、 異なる設定が必要なプロパティ を  1 つか 2 つ持っている ノード もあ り ます。 こ

のよ う な状況には、 以下の 2 つの手順で対応できます。

1 設定エディ タの [Add Group] アクシ ョ ンを使用してグループに名前をつけ、 その中のノード

を指定して、 設定プロパティを設定します。 詳細については、 147 ページの 「Add Group」 を

参照して ください。

2 設定エディ タの [Add Node] アクシ ョ ンを使用して、個々のノードのプロパティ を定義します 
( グループにないノード、 または一意 / 別のプロパティを持つグループにある ノード、 のいず

れか )。 詳細については、 147 ページの 「Add Node」 を参照して ください。

例では、 グローバル デフォルト  プロパティ  HOME と  JAVA_HOME がノード  europa.rose.hp.com につ

いて無効になっています。起動コマンドは、システム  ブートで動作して、すべての WebLogic Server
を起動する  system init コマンド  "/sbin/init.d/weblogic start" を使用するため、USER をルー

トに設定します。 この環境で、 このコマンドは 「weblogic」 などの適正なユーザーによるサーバー

の起動を扱います。

ノードに設定されたプロパティは、 グループに設定された同じプロパティ よ り も優先されま
す。プロパティの優先順位の完全な順序については、 142 ページの 「プロパティ優先順位」 を

参照して ください。
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HOME   = /opt/bea/wlserver6.1
JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131
USER   = root

GROUP production
{
mercury.rose.hp.com
venus.rose.hp.com
mars.rose.hp.com
jupiter.rose.hp.com

}

NODE production
{
SERVER1_NAME= partsserver
SERVER1_PORT= 7001
SERVER1_LOGIN= system
SERVER1_PASSWORD= password
SERVER1_ADMIN_HOST= earth.rose.hp.com
SERVER1_ADMIN_PORT= 7001
SERVER1_START_CMD= /sbin/init.d/weblogic start

SERVER2_NAME= orderserver
SERVER2_PORT= 7010
SERVER2_LOGIN= system
SERVER2_PASSWORD= moresecret
SERVER2_START_CMD= /sbin/init.d/weblogic start

}

NODE jupiter.rose.hp.com
{
SERVER1_PASSWORD= different1password
SERVER2_PASSWORD= different2password

}

NODE europa.hp.com
{
SERVER1_HOME = /opt/bea/wls
SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk132
SERVER1_NAME= testserver
SERVER1_PORT= 7100
SERVER1_LOGIN= system
SERVER1_PASSWORD= mypssword

}

グループ

単一

グループ

グローバル
プロパティ
定義

プロパティ
定義

ノード
定義

ノード
プロパティ
定義

単一
ノード
プロパティ
定義
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例 3: 複数の WebLogic Server バージ ョ ン

この例では、単一の管理対象ノード上で 2 つの異なったバージ ョ ンの WebLogic Server を実行する

環境を設定する方法を示しています。 SERVER1_HOME と  SERVER2_HOME は、 WebLogic Server の異

なるバージ ョ ンについては異なるディ レク ト リに設定されるこ とに注意します。

NODE callisto.rose.hp.com
{
SERVER1_HOME = /opt/bea/wlserver6.0
SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131
SERVER1_NAME= prodserver
SERVER1_PORT= 7001
SERVER1_LOGIN= system
SERVER1_PASSWORD= mypssword

SERVER1_HOME = /opt/bea/wlserver6.1
SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131
SERVER1_NAME= testserver
SERVER1_PORT= 7100
SERVER1_LOGIN= system
SERVER1_PASSWORD= mypssword

}
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例 4: 仮想 IP アドレスを持つ WebLogic Server

この例では、 仮想 IP アドレスを持つ WebLogic Servers の設定方法を示します。 ADDRESS は、 サー

バーがリ スンしている名前または IP アドレスに設定されます。

NODE saturn.rose.hp.com
{
SERVER1_HOME = /opt/bea/wlserver6.1
SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131
SERVER1_NAME= partsserver
SERVER1_PORT= 7001
SERVER1_ADDRESS= juno.rose.hp.com
SERVER1_LOGIN= system
SERVER1_PASSWORD= mypssword

 SERVER2_HOME = /opt/bea/wlserver6.1
SERVER2_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131
SERVER2_NAME= orderserver
SERVER2_PORT= 7001
SERVER2_ADDRESS= 15.15.1.1
SERVER2_LOGIN= system
SERVER2_PASSWORD= mypssword

}
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例 5: デフォルト以外の WebLogic Server の起動場所

この例は、 WebLogic Server を起動するコマンドが起動する前に HOME ディ レク ト リにディ レク ト

リ を変更しない場合を扱っています。 WLS-SPI は、 監視するために WebLogic Server のログ ファ

イルの場所を検索するこ とはできません。WLS-SPI がログ ファ イルを監視できるこ とを確認する

には、サーバーを実行するディ レク ト リが neptune 上にある と して LAUNCH_DIR を設定するか、ま

たは pluto 上にある と して LOGFILES を設定します。

NODE neptune.rose.hp.com
{
SERVER1_HOME = /opt/bea/wlserver6.1
SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131
SERVER1_NAME= exampleServer
SERVER1_PORT= 7001
SERVER1_LOGIN= system
SERVER1_PASSWORD= mypssword
SERVER1_LAUNCH_DIR = /home/weblogic

}

NODE pluto.rose.hp.com
{
SERVER1_HOME = /opt/bea/wlserver6.1
SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131
SERVER1_NAME= exampleServer
SERVER1_PORT= 7001
SERVER1_LOGIN= system
SERVER1_PASSWORD= mypssword
SERVER1_LOGFILES = 

/opt/bea/wlserver6.1/config/mydomain/logs/weblogic.log, 
/opt/bea/wlserver6.1/config/mydomain/logs/wl-domain.log
}

SERVER1_LOGFILES は、 長いですが 1 行で設定され、 コンマで区切られます。
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C アプリケーシ ョ ン
Smart Plug-in for BEA WebLogic Server (WLS-SPI) アプ リ ケーシ ョ ンには、 設定と ト ラブルシュー

ティングのユーティ リ テ ィがあ り ます。 WLSSPI Admin アプ リ ケーシ ョ ンには、 以下のものが含

まれます。

• Config WLSSPI

• Discovery

• Init Non-Root

• Self-Healing Info

• Start/Stop Monitoring

• Start/Stop Tracing

• Verify

• View Error File

• View Graphs

WebLogic アプリ ケーシ ョ ンには、 以下のものが含まれます。

• Check WebLogic

• Start WLS Console

• Start/Stop WebLogic

• View Deployed Apps

• View WebLogic Log

• View WebLogic Servers

WLSSPI Admin

以下のアプリ ケーシ ョ ンは、 WLSSPI Admin アプ リ ケーシ ョ ン グループにあ り ます。 これらのア

プ リ ケーシ ョ ンでは 「root」 ユーザー権限が必要であるため、 このグループは OVO 管理者に割り

当てるこ とをお勧めします。

ユーザー定義メ ト リ ッ ク  (UDM) 用のその他の WLSSPI Admin アプリ ケーシ ョ ンは 
WASSPI-UDM-Bldr ソフ ト ウェア バンドルで使用できます。 このソフ ト ウェア バンドルおよびそ

の他のアプリ ケーシ ョ ンのインス トール方法の詳細については、 『HP OpenView Smart Plug-in 
User Defined Metrics User Guide』 を参照して ください。
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Config WLSSPI

設定エディ タを起動し、 WLS-SPI 設定を維持します。

WLS-SPI を初めて設定する場合は、 WLSSPI Discover Tool を使用して基本設定プロパティ を自動
的に設定します。 詳細については、 第 3 章、 「WLS-SPI の設定」 を参照して ください。

目的

設定エディ タを起動するこ とによって、 OVO 管理者 が設定プロパティを表示、編集、 または設定
して WLS-SPI 設定を維持できます。

機能

Config WLSSPI は、 以下の機能を実行します。

• OVO 管理サーバーと管理対象ノード上の設定を更新します。

• 選択された管理対象ノード上の WLS-SPI が要求するディ レク ト リ と ファ イルを作成します。

• レポート作成とグラフ作成のためのデータ  ソースを設定します。

• 監視のために WebLogic Server ログ ファ イルと  WLS-SPI エラー ログ ファ イルを設定します。

すべての OVO 管理対象ノード上にあるすべての WebLogic Servers の設定情報は、 OVO 管理サー
バー上で維持されます。 OVO 管理対象ノード上の特定の WebLogic Server の設定情報は、 その管
理対象ノード上で維持されます ( 各管理対象ノードは、 OVO 管理サーバー上で維持される設定情
報のサブセッ ト を維持します )。

保存する場合、 設定エディ タで行った変更は常に OVO 管理サーバーに保存されます。

このアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きに特定の OVO 管理対象ノードが選択されている と、その管
理対象ノード上の WebLogic Server に影響を与える設定の変更はその管理対象ノードに自動的に
保存されます。

このアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きにどの管理対象ノード も選択されていないと、 設定の変更
はどの管理対象ノードにも保存されません。

このアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きに特定の OVO 管理対象ノードが選択されていて、選択され
ていない管理対象ノード上の WebLogic Server に影響を与える変更が行われる と、 その変更は
OVO 管理サーバー上の設定に保存されますが、選択されていない管理対象ノードへは保存されま
せん。 影響を受けた管理対象ノードを選択して、 このアプ リ ケーシ ョ ンを再実行する必要があ り
ます。 既存のアプリ ケーシ ョ ンでの変更は、 管理対象ノードに保存されます。

実行方法

1 OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウのノードを選択します。

2 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Config WLSSPI] を
選択します。 ( 項目が表示されない場合は、 [ マップ ] → [ 再ロード ] を選択します。 )

4 [Introduction] ウ ィ ンド ウが表示されます。

[Next] を選択します。

5 設定エディ タが表示されます。 設定エディ タの使用方法については、 143 ページの 「設定エ
ディ タの使用法」 を参照して ください。

6 オプシ ョ ンで、 [Save] を選択して、 設定に加えた変更を保存するこ と もできます。 変更を一
度保存したら、 自動的に元に戻すこ とはできません。
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7 [Finish] または [Next] を選択するこ と によってあらゆる変更を保存し、エディ タを終了します。

[Next] を選択する と、 [Confirm Operation] ウ ィンド ウが表示されます。 [OK] を選択します。

8 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを追加するか、 または ADMIN_PORTS、 HOME、 HOME_LIST、 およ
び JAVA_HOME プロパティ、 またはそのいずれかを追加または編集した場合、 アプ リ ケー
シ ョ ン サーバーまたはプロパティが追加または編集された管理対象ノード上で Discovery ア
プ リ ケーシ ョ ンを実行します。 Discovery アプ リ ケーシ ョ ンを実行する と、 サービス  マップ
が更新されます。

Discovery

検出に必要な基本設定プロパティを設定します。

目的

設定エディ タを起動するこ とによって、OVO 管理者は 初の設定プロパティを設定して WLS-SPI
を設定できます。

機能

Discovery は、 以下の機能を実行します。

• OVO 管理サーバーと選択された管理対象ノード上の設定を更新します。

すべての OVO 管理対象ノード上にあるすべての WebLogic Servers の設定情報は、 OVO 管理サー
バー上で維持されます。 OVO 管理対象ノード上の特定の WebLogic Server の設定情報は、 その管
理対象ノード上で維持されます ( 各管理対象ノードは、 OVO 管理サーバー上で維持される設定情
報のサブセッ ト を維持します )。

保存された場合、 設定エディ タで行った変更は常に OVO 管理サーバー上に保存されます。

このアプ リ ケーシ ョ ンが起動される と きには OVO 管理対象ノードが選択されている必要があ り、
その管理対象ノード上の WebLogic Server に影響を与える設定の変更はその管理対象ノードに自
動的に保存されます。

このアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きに特定の OVO 管理対象ノードが選択されていて、選択され
ていない管理対象ノード上の WebLogic Server に影響を与える変更が行われる と、 その変更は
OVO 管理サーバー上の設定に保存されますが、選択されていない管理対象ノードへは保存されま
せん。 影響を受けた管理対象ノードを選択して、 このアプ リ ケーシ ョ ンを再実行する必要があ り
ます。 既存のアプリ ケーシ ョ ンでの変更は、 管理対象ノードに保存されます。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Discovery] を選択
します。 ( 上記が説明のよ うに表示されない場合は、 [ マップ ] → [ 再ロード ] を選択します。 )

[Cancel] を選択して、 設定に変更を加えた場合、 それらの変更は管理サーバー上の設定に残

り ます。選択した管理対象ノードの設定に変更を加えるには、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウでそ

れらのノードを選択し、Config WLSSPI アプ リ ケーシ ョ ンを起動して、設定エディ タで [Next]
を選択してから  [OK] を選択します。
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4 [Introduction] ウ ィ ンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、 Discovery アプ リ ケーシ ョ ン
についての簡単な情報が記載されています。

[Next] を選択します。

5 2 つ目の [Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、 検出プロセスが機
能するために必要と思われるプロパティについての情報が表示されます。

この情報を読んでから  [Next] を選択します。

6 WLS-SPI の LOGIN と  PASSWORD プロパティを設定していない場合、 [Set Access Info for 
Default Properties] ウ ィンド ウが表示されます。

LOGIN と  PASSWORD のプロパティをすでに設定してある場合、設定エディ タが表示されます。
次のステップへ進みます。

LOGIN と  PASSWORD のプロパティ を、 37 ページの 「タスク  2 : WebLogic Server ユーザーを設
定する」 で設定した WebLogic Server のログインとパスワードに設定します。

このウ ィ ン ド ウで設定した LOGIN と  PASSWORD のプロパテ ィ は、 デフォル ト の WebLogic
Server のログインとパスワード と して使用されます ( これらはグローバル プロパティのレベ
ルで設定されます )。 つま り、 NODE レベルやサーバー固有の LOGIN と  PASSWORD のプロパ
ティが設定されていない場合、 WLS-SPI は、すべての WebLogic Server にアクセスするのにこ
の WebLogic のログイン とパスワードを使用する とい う こ とです。 設定構造の詳細について
は、 141 ページの 「構造」 を参照して ください。

WebLogic Server のログイン とパスワードが、 すべての OVO 管理対象ノード上のすべての
WebLogic Server について同じである場合、 以下の手順を実行します。

a [Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウで [LOGIN] と  [PASSWORD] プロパティ を
設定します。

b [Next] を選択します。

c ステップ 9 に進みます。

WebLogic Server のログイ ン とパス ワード が WebLogic の各イ ンス タ ンスで異なる場合は、
LOGIN と  PASSWORD プロパティ を ノード またはサーバー固有のレベルで設定して、 WLS-SPI
設定をカスタマイズする必要があ り ます ( 設定構造の詳細については、 141 ページの 「構造」
を参照して ください )。

a [Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウで、 [LOGIN] と  [PASSWORD] プロパティ
を、 も よ く使用される  WebLogic のログインとパスワードに設定します。

b [Customize] を選択して、 設定エディ タを開きます。

7 設定エディ タで、 設定プロパティを設定します。 設定エディ タの使用方法については、
143 ページの 「設定エディ タの使用法」 を参照して ください。

8 [Next] を選択するこ とによってあらゆる変更を保存し、 エディ タを終了します。

9 [Confirm Operation] ウ ィ ンド ウが表示されます。 [OK] を選択します。

[Cancel] を選択して、 設定に変更を加えた場合、 それらの変更は管理サーバー上の設定に残

り ます。 選択した管理対象ノードの設定に変更を加えるには、 [ 登録ノード ] ウ ィ ン ド ウの

ノードを選択して、 Discovery アプリ ケーシ ョ ンを起動し、設定エディ タで [Next] を選択して

から  [OK] を選択します。
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Init Non-Root

選択された管理対象ノードで /var/opt/OV/bin/instrumentation/
wasspi_wls_platdef.pm ファ イルを更新し、 wasspi_wls_sudoers 設定ファ イルを生成し

ます。

目的

UNIX 管理対象ノードで非 root HTTPS エージェン ト を簡単に設定できるよ うにします (OVO 8.x
のみ )。 UNIX 管理対象ノードでの非 root HTTPS エージェン ト の設定に必要な手順については、

48 ページの 「UNIX 管理対象ノードでの非 root HTTPS エージェン トの設定 (OVO 8.x のみ )」 を参

照して ください。

機能

Init Non-Root は、 選択された管理対象ノードで以下の操作を実行します。

1 wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_makePlatdef -force コマンドを実行して SPI パスを

正し く設定し、 /var/opt/OV/bin/instrumentation/wasspi_wls_platdef.pm ファ

イルと  wasspi_wls_platdef.prop ファ イルを更新します。

2 wasspi_wls_sudoers 設定ファ イルを生成します。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Init Non-Root] を選

択します。
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Self-Healing Info 

HP のサポート担当者に送信するデータを収集します。

必要な設定

再現可能な問題に関するデータを収集する場合、 Self-Healing Info アプ リ ケーシ ョ ンを実行

する前に、 以下の手順を行ってください。

1 Start Tracing アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。 詳細については、 182 ページの 「Start/Stop 
Tracing」 を参照して ください。

2 問題を再現します。

目的

OVO 管理者は、 HP のサポート担当者が使用するデータを収集できます。

機能

Self-Healing Info は、 すべての管理対象ノードに対して以下の機能を実行します。

• Verify アプリ ケーシ ョ ンを使用して、データを実行し、保存します ( 詳細については、182 ペー

ジの 「Verify」 を参照して ください )。

• 以下のディ レク ト リで、 すべてのファ イルを再帰的に一覧表示します。

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/actions/

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/

• 以下のファ イルの内容を表示します。

— <OV_AGT_DIR>/conf/OpC/nodeinfo

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/SiteConfig

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/SPIConfigCfgFiles

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/SPIConfigLogFiles

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/version

• 以下のコマンドを実行します。

— opcagt -status

— codautil -obj

HP サポート契約では、 HP OpenView セルフ ヒーリ ング サービス  Web サイ ト  (http://
support.openview.hp.com/self_healing.jsp) から相互参照情報にアクセスできます。 データベースを

検索して、 ご自分の SPI の問題と同様の問題やその解決策を参考に、 効率よ く ト ラブルシュー

ティングを進めるこ とができます。 詳細については、 『HP OpenView Smart Plug-ins CD for 
OpenView Operations for UNIX Installation Guide』 の 「The Self-Healing Services Client Software」 の

項を参照して ください。
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— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_ca -m 5 -x print=on

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_ca -m 5 -x print=on -debug

• 以下のディ レク ト リにあるすべてのファ イルをコピーします。

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/log/

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/tmp/

• 以下のファ イルをコピーします。

— <OV_AGT_DIR>/conf/OpC/le

— <OV_AGT_DIR>/conf/OpC/msgi

— <OV_AGT_DIR>/conf/OpC/monitor

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/version

• 管理サーバー上に、 以下のディ レク ト リが存在するこ とを確認します。

— /opt/OV/wasspi/wls/bin/

— /opt/OV/wasspi/wls/conf/

• 管理サーバー上に、 以下のファ イルが存在するこ とを確認します。

— /opt/OV/wasspi/wls/bin/parseDefs.pl

— /opt/OV/wasspi/wls/bin/startWLSConsole.pl

— /opt/OV/wasspi/wls/bin/wasspi_wls_app_graphs

— /opt/OV/wasspi/wls/bin/wasspi_wls_editcfg

— /opt/OV/wasspi/wls/bin/wasspi_wls_lib.pl

— /opt/OV/wasspi/wls/bin/wasspi_wls_optaction_graphs

— /opt/OV/wasspi/wls/bin/wasspi_xterm

— /opt/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig

• 管理サーバー上に、 以下のファ イルをコピーします。

— /opt/ov/wasspi/wls/conf/SiteConfig

Self-Healing Info は、 Windows の管理対象ノードに対して以下の機能を実行します。

• 以下のファ イルの内容を表示します。

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/install/opcinfo

— <OV_AGT_DIR>/conf/dsi2ddf/ddflbd.mwc

Self-Healing Info は、 UNIX の管理対象ノードに対して以下の機能を実行します。

• 以下のファ イルの内容を表示します。

— /opt/OV/bin/OpC/install/opcinfo

— <OV_AGT_DIR>/conf/dsi2ddf/ddflbd.rc

• 以下のコマンドを実行します。

— ps -ef

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_osinfo
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— df -k

— uname -a

— hostname

• 以下の情報を収集します。

— アップタイム

— OS バージ ョ ンの詳細

— ulimit 値

こ こで、 <OV_AGT_DIR> は以下のよ うにな り ます。

• UNIX 管理対象ノード上にある場合 : /var/opt/OV 

• Windows 管理対象ノード上にある場合 : インス トールされている製品によって異なり ます。

データは以下のファ イルに保存されます。

• UNIX 管理対象ノード上にある場合 : /tmp/wasspi_wls_support.tar

• Windows 管理対象ノ ード 上にある場合 : 以下のディ レク ト リ  ( 正確な場所が表示されています )
のいずれか 1 つの wasspi_wls_support.zip

— %TEMP%

— %TMP%

— %SystemDrive%¥temp¥

— C:¥temp¥

— JAVA_HOME または SERVER<n>_JAVA_HOME が定義されている場合は、 %temp%

— %temp%¥wasspi_wls_support¥

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Self-Healing Info] を
選択します。

このファ イルは、 Windows 管理対象ノードの設定によっては表示されな くなっている場

合があ り ます。 ファ イルが表示されない場合は、 Windows エクスプローラを開き、 [ ツー

ル ] メニューから  [ フォルダ オプシ ョ ン ] を選択して ください。 [表示 ] タブをク リ ッ

ク します。 [ ファ イルとフォルダの表示 ] の下の [ すべてのファイルとフォルダを表示

する ] を選択して ください。
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Start/Stop Monitoring

管理対象ノード上の 1 つまたはすべてのアプリ ケーシ ョ ン  サーバーのメ ト リ ッ クの収集を開始ま

たは停止します。

目的

OVO 管理者は、 WLS-SPI がアプ リ ケーシ ョ ン サーバーから メ ト リ ッ クを収集するこ とを開始ま

たは停止するよ うにできます。

これらのメ ト リ ッ クは、 警告通知を生成し  ( しきい値を超えた場合 )、 レポート  ( 自動的にまたは

手動で作成 ) とグラフを作成するために使用されます。レポート とグラフは、サーバーの用途、可

用性、 およびパフォーマンスの傾向を分析するために使用されます。

通常、 OVO 管理者はすでに明らかになっている理由 ( たとえば、 保守のためのノード停止 ) で管

理ノードが動作していないと、 管理ノードの監視を停止します。 監視を停止する こ とによって、
不要な警告通知が生成されないよ うにします。

Verify アプ リ ケーシ ョ ンを実行して、監視を開始または停止するかど うかを決定します。デフォ

ルトでは、 監視機能は有効になっています。

機能

Start Monitoring によって、 管理対象ノード上の 1 つまたはすべてのアプ リ ケーシ ョ ン サー

バーのメ ト リ ッ ク収集を開始します。

Stop Monitoring によって、 管理対象ノード上の 1 つまたはすべてのアプ リ ケーシ ョ ン  サー

バーのメ ト リ ッ ク収集を停止します。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Start Monitoring] 
または [Stop Monitoring] を選択します。
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Start/Stop Tracing

メ ト リ ッ クの収集の ト レース記録を開始または停止します。

目的

メ ト リ ッ クの収集についてのファ イルへの ト レース記録を開始または停止します。 このアプ リ
ケーシ ョ ンは、 HP のサポート担当者に指示された場合のみ実行するよ うにして ください。

Self-Healing Info アプ リ ケーシ ョ ンを実行して、 HP のサポート担当者が使用するデータの一部と

してこのツールで作成されたファ イルを収集します。

機能

Start Tracing によって、 メ ト リ ッ クの収集についての情報をファイルに保存します。

Stop Tracing によって、 メ ト リ ッ クの収集についての情報の保存を停止します。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] を選択し、 [Start 
Tracing] または [Stop Tracing] をダブルク リ ッ ク します。

Verify

WLS-SPI がサーバーまたは管理対象ノードに正し く インス トールされているこ とを確認します。

目的

OVO 管理者は、WLS-SPI がサーバーまたは管理対象ノードに正し く インス トールされているこ と

を確認できます。

機能

Verify は、 すべての管理対象ノードに対して以下の機能を実行します。

• WLS-SPI の名前とバージ ョ ンを出力します。

• 管理対象ノードに設定されたすべての環境プロパティを出力します。

• 以下の設定プロパティの設定を確認し、 その値が有効であるこ とを確認します。

— SERVER<n>_HOME

— SERVER<n>_JAVA_HOME

• シグナルとシグナル ハンド ラの リ ス ト を表示します。
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• 以下のディ レク ト リが存在するこ とを確認します。

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/datalog/

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/history/

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/lib/

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/log/

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/tmp/

• 以下のファ イルが存在するこ とを確認します。

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/MBeanReports.dtd

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/MBeanReports.xsl

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/MetricDefinitions.ser

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/MetricDefinitions.dtd

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/MetricMap

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/OVTrace.sample

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/ReportsHeader.xsl

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/SiteConfig

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/SPIConfig

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/SPIConfigLogFiles

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/SPIConfigCfgFiles

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/trigger

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/conf/ReportsUtil.xsl

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/lib/GraphSP.xsl

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/lib/JspiCola.jar

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/lib/MetricMap.xsl

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/lib/xalan.jar

— <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/lib/xerces.jar

Verify は、 Windows の管理対象ノードに対して以下の機能を実行します。

• 以下のファ イルが存在するこ とを確認します。

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_admin.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_debug.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_spiapps.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_udmgraphs.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_verify.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_ca.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_config.exe
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— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_files.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_le.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_logdata.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_setpath.exe

• 以下のファ イルが存在し、 そのバージ ョ ンが A.01 よ り上であるこ とを確認します。

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddfcomp.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddfcomp_coda.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddflog.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddflog_coda.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddfutil.exe

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddfutil_coda.exe

Verify は、 UNIX の管理対象ノードに対して以下の機能を実行します。

• 以下のファ イルが存在するこ とを確認します。

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_admin

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_debug

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_spiapps

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_udmgraphs

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/cmds/wasspi_wls_verify

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_setpath

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_ca

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_config

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_config.pl

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_files

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_le

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_lib.pl

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_wls_logdata

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/wasspi_xterm

• 以下のファ イルが存在し、 そのバージ ョ ンが A.01 よ り上であるこ とを確認します。

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddfcomp

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddfcomp_coda

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddflog

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddflog_coda

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddfutil

— <OV_AGT_DIR>/bin/OpC/monitor/ddfutil_coda
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こ こで、 <OV_AGT_DIR> は以下のよ うにな り ます。

• UNIX 管理対象ノード上にある場合 : /var/opt/OV 

• Windows 管理対象ノード上にある場合 : インス トールされている製品によって異なり ます。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーショ ン ] ウィ ンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [Verify] を選択します。

View Error File

WLS-SPI エラー ログ ファ イルを表示します。

目的

OVO 管理者は、 エラー ログ ファ イルの内容を表示できます。

機能

WLS-SPI エラー ログ フ ァ イル <OV_AGT_DIR>/wasspi/wls/log/errorlog の内容を表示しま

す。 こ こで、 <OV_AGT_DIR> は、 通常、 以下のよ うにな り ます。

• /var/opt/OV (UNIX 管理対象ノード )

• /Program Files/HP OpenView/Installed Packages/
{790 ...} (Windows 管理対象ノード )

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [View Error File] を
選択します。
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View Graphs

OpenView Performance Manager (OVPM) グラフを  Web ブラウザに表示します。

必要な設定

OVPM を イ ン ス ト ールする必要があ り、 こ のツールを正常に実行でき る よ う にするには

ovweb.conf ファ イルを編集する必要があ り ます ( 詳細については、 33 ページの 「タスク  1: 管理

サーバーを設定して Web ブラウザを起動する」 を参照して ください )。

Netscape Navigator を使用している場合は、 バージ ョ ン  6.0 以上を使用して ください。 このアプ リ

ケーシ ョ ンでは Netscape Navigator 4.79 は使用しないでください。

目的

OVO 管理者は、 OVO コンソールから  OVPM の WLS-SPI グラフを表示できます。

機能

Web ブラウザを起動して、 OVPM グラフで WLS-SPI メ ト リ ッ ク  データを表示します。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WLSSPI Admin] → [View Graphs] を選

択します。
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WebLogic

以下のアプリ ケーシ ョ ンは、 WLSSPI WebLogic アプ リ ケーシ ョ ン グループにあ り ます。

Check WebLogic

選択された管理対象ノード上の WebLogic Server についてのステータス  レポート を表示します。

目的

OVO 管理者は、管理対象ノード上で動作している各アプリ ケーシ ョ ン  サーバーのステータスをす
ぐに確認できます。

機能

Check WebLogic は、選択されたノード上の各アプリ ケーシ ョ ン  サーバーについて以下の情報を
表示します。

WLS-SPI が WebLogic Server のメ ト リ ッ ク を収集しないよ う に設定されている と、 メ ッセージ
Collection is temporarily OFF for <server_name> が表示されます。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WebLogic] → [Check WebLogic] を選択
します。

Start WLS Console

OVO コンソールから、 WebLogic Administration Server コンソールを起動します。

必要な設定

ADMIN_HOST と  ADMIN_PORT 設定プロパティは、 このツールを正常に実行できるよ うにするため
に設定する必要があ り ます。

情報 説明

Server Name WebLogic Server で定義されるサーバー名

State WebLogic Server のステータス

Listen Address 着信接続を リ スンするために使用される名前と  IP アドレス

Health State WebLogic Server の現在のステータスを数値で表したもの

Health State String WebLogic Server 自身によるヘルス  モニタ リ ングの結果
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目的

OVO 管理者は、 OVO コンソールから  WebLogic Administration Server コンソールを起動できます。
OVO 管理者は、選択された管理対象ノード上の 1 つまたはすべてのアプリ ケーシ ョ ン  サーバーの
コンソールを起動できます。

機能

Start Console によって、 選択されたノード上の 1 つのまたはすべてのアプ リ ケーシ ョ ン  サー
バーの WebLogic Administration Server コンソールを  Web ブラウザで起動します。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WebLogic] → [Start WLS Console] を選
択します。

Start/Stop WebLogic

OVO コンソールから  WebLogic Servers を開始または停止します。

必要な設定

START_CMD、 STOP_CMD、 および USER 設定プロパティは、 このツールを正常に実行できるよ うに
するために設定する必要があ り ます。

目的

OVO 管理者は、 OVO コンソールから  WebLogic Servers の開始と 停止ができます。 OVO 管理者は、
選択された管理対象ノ ード 上の 1 つまたはすべてのアプリ ケーショ ン  サーバーの開始と 停止がで
き、この機能を実行するために各 WebLogic Administration Server にログインする必要はあり ません。

機能

Start/Stop WebLogic によって、 選択された管理対象ノード上の 1 つまたはすべてのアプ リ
ケーシ ョ ン サーバーを開始または停止します。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WebLogic] → [Start WebLogic] または 
[Stop WebLogic] を選択します。

View Deployed Apps

WebLogic Server で実行中のアプリ ケーシ ョ ンを表示します。
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目的

WebLogic Server インスタンスで実行中の配布済みアプリ ケーシ ョ ンを  OVO 管理者が表示できる
よ うにします。 OVO 管理者は、 WebLogic Server を実行中のシステムにログインする必要はあ り
ません。

機能

View Deployed Apps は、 選択された管理対象ノードの各 WebLogic Server インスタンスに関し
て以下の情報を表示します ( 「WLS のバージ ョ ン」 列は、 各情報に該当する  WebLogic Server の
バージ ョ ンを示します )。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WebLogic] → [View Deployed Apps] を
選択します。

View WebLogic Log

WebLogic Server ログ ファ イルを表示します。

目的

OVO 管理者は、 WebLogic Server が動作しているシステムにログインせずに、 WebLogic Server ロ
グ ファ イルを選択して、 表示できます。

機能

View WebLogic Log は、 以下の機能を実行します。

• パラ メータを入力しないで View WebLogic Log を実行する と、 管理対象ノードに利用できる
ログ ファ イルの番号リ ス トが表示されます。

• パラ メータを入力して View WebLogic Log を実行する と、 パラ メータが無効である場合に
は ( 数値以外が入力されたり、 利用可能なログ ファ イルのリ ス トに対応しない数字が入力さ
れた場合 )、 管理対象ノードに利用できるログ ファ イルの番号リ ス トが表示されます。

• 有効なパラ メータを入力して View WebLogic Log を実行する と、 管理対象ノードの対応す
るログ ファ イルの内容が表示されます。

情報 WLS のバージ ョ ン 説明

Application 6.1、 7.0、 8.1、 9 アプ リ ケーシ ョ ン インスタンス

Name 6.1、 7.0、 8.1、 9 アプ リ ケーシ ョ ンの名前

Version 9 アプ リ ケーシ ョ ンのバージ ョ ン  ( アプ リ ケーシ ョ ンに
バージ ョ ンがない場合、 「null」 と表示されます )

Module Type 9 CAR、 EAR、 EJB、 RAR、 WAR などの J2EE モジュール 
タイプ
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パラ メータ  フ ィールドには、 1 つの数値しか入力できません。 これはログ ファ イルを指定して、
選択されたすべての管理対象ノードについて表示するために使用される番号です。 管理対象ノー
ドごとに 1 つのログ ファ イルを選択し、 アプリ ケーシ ョ ンを起動するたびに表示します。

[Application Status] ウ ィ ンド ウを開いたままでこのアプリ ケーシ ョ ンを再起動する と、 [Application
Status] ウ ィンド ウでの出力が蓄積されます。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WebLogic] → [View WebLogic Log] を
選択します。

4 WebLogic Server ログ ファ イルを表示したい管理対象ノードを選択します。

5 [Launch] を選択します。 [Edit Parameters] ウ ィ ンド ウが表示されます。 表示したいログ ファ
イルの番号がわかっている場合は、 [Parameters] フ ィールドに入力します。 そ うでない場合
は、 このフ ィールドは空白のままで、 表示可能なログ ファ イルを一覧表示します。

6 [Launch] を選択します。 [Application Status] ウ ィ ンド ウが表示されます。

7 [Launched Applications] フ ィールドで、 各ノードのアプリ ケーシ ョ ンの [Status] を確認します。

• Started/Starting - アプリ ケーシ ョ ンは動作中です。

• Succeeded - 利用可能なログ ファ イルのリ ス トが表示されます。 [Launched Applications]
フ ィールドのノードを強調表示し、 [Application Output] フ ィールドをスクロールして利用
可能なログ ファ イルのリ ス ト を表示します。

• Failed - ツールは作業に失敗しました。 [Launched Applications] フ ィールドのノードを強調
表示して、 [Application Output] フ ィールドをスクロールして問題の詳細を表示します。

8 [View WebLogic Log] をダブルク リ ッ ク します。

9 WebLogic Server ログ ファ イルを表示したい管理対象ノードを選択します。

10 [Launch] を選択します。 [Edit Parameters] ウ ィ ンド ウが表示されます。

11 [Parameters] テキス ト  ボッ クスに、 表示したいログ ファ イルの番号を入力します。 1 つのロ
グ ファ イルのみを選択できます。

ログ ファ イルの番号を覚えていない場合は、 [Application Status] ウ ィ ンド ウへ進んで、
[Launched Applications] フ ィールドのノードを強調表示し、 [Application Output] フ ィールドを
スクロールして利用可能なログ ファ イルのリ ス ト を表示して、 [Edit Parameters] ウ ィンド ウ
に表示したいログ ファ イルの番号を入力します。

12 [Launch] を選択します。

13 [Application Status] ウ ィ ンド ウで、 選択されたログ ファ イルを表示する ノードを強調表示し、
[Application Output] フ ィールドをスク ロールしてログ ファ イルを表示します。

14 表示したい各ログ ファ イルについて、 ステップ 8 ～ 11 を繰り返します。

15 [Close] を選択して、 [Application Status] ウ ィンド ウを閉じます。

View WebLogic Servers

WebLogic のド メ イン設定、 ク ラスタ情報、 および物理コンピュータを表示します。
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目的

OVO 管理者が WebLogic のド メ イン設定、 ク ラスタ情報、 および物理コンピュータを表示できる
よ うにします。 OVO 管理者は、 WebLogic Server を実行中のシステムにログインする必要はあ り
ません。

機能

View Deployed Servers は、選択された管理対象ノードの各 WebLogic Server インスタンスに関
して以下の情報を表示します ( 「WLS のバージ ョ ン」 列は、 各情報に該当する  WebLogic Server の
バージ ョ ンを示します )。

実行方法

1  OVO コンソールで、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウのノードを選択します。

2 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューで、 [ 登録アプリケーシ ョ ン ] を選択します。

3 [ 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、 [WLSSPI] → [WebLogic] → [View WebLogic Servers] 
を選択します。

情報 WLS のバージ ョ ン 説明

Domain 6.1、 7.0、 8.1、 9 WebLogic ド メ イン インスタンス

Admin Server 9 WebLogic 管理サーバー インスタンスの名前

Version 9 設定のリ リース  ID

Server 6.1、 7.0、 8.1、 9 WebLogic Server インスタンス

Name 6.1、 7.0、 8.1、 9 サーバー インスタンスの名前。 Administration Console に表示され、 サー

バーの識別に使用される名前です。

Listen Port 6.1、 7.0、 8.1、 9 WebLogic Server インスタンスが通常の ( 非 SSL) 着信接続を リ スンする

ために使用するデフォルトの TCP ポート

Listen Address 6.1、 7.0、 8.1、 9 WebLogic Server インスタンスが着信接続を リ スンするために使用する  
IP アドレスまたは DNS 名

Cluster 6.1、 7.0、 8.1、 9 ク ラスタ  インスタンス

Name 6.1、 7.0、 8.1、 9 ユーザー指定のク ラスタ  インスタンス名

Type 9 ク ラスタ内のサーバーがクラスタ間レプリ ケーショ ンの 適化のために
使用するデータ送信方法。 man (metro area network)、 wan、 none などです。

Address 6.1、 7.0、 8.1、 9 ク ラ イアン トがク ラスタに接続する と きに使用するアドレス。 EJB ハン

ドルとエンティティ  EJB フェールオーバー アドレスの生成に使用され

ます。

Multicast Address 6.1、 7.0、 8.1、 9 ク ラスタのメンバが相互通信するために使用するアドレス

Machine 6.1、 7.0、 8.1、 9 コンピュータ  インスタンス

Name 6.1、 7.0、 8.1、 9 ユーザー指定のコンピュータ  インスタンス名
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